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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一話　四人目は中学生










　葵あおい学がく園えんの保ほ健けん室しつ。


　式しき森もり和かず樹きは椅い子すに座すわり、腕うでに巻まかれた布ぬの製せいのテープを、不安な面おも持もちで眺ながめていた。


　腕は血圧を測はかるのと同じように、台の上に載のせられている。手を軽く握にぎるようにと言われたが、緊きん張ちようのため強く握りしめていた。動どう悸きも速くなっている。浮うき出た血管が脈みやく打うっているのが分かった。


　テープからは細いパイプが延のびており、クリーム色の機械に繫つながっていた。


　機械のスイッチが入れられる。ＬＥＤが点てん灯とうして、電子音が鳴る。細長い液えき晶しように数すう値ちが現あらわれた。


　右みぎ端はしがゼロと表ひよう示じされる。しばらく間がある。と、ゼロがいきなり数を増ました。


　ものすごい早さで桁けたを重ねる。あっという間に表示板を埋うめ尽つくした。同時に機械が唸うなり声を上げ、内部をひっかくような音が続いたと思ったら、いきなりぼんと鳴って数値が消えた。


「……見ろ。これで三台目だ」


　養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきは、黒こく煙えんをあげる機械に顔をしかめながら言った。


「どうしてくれる」


「知りませんよ！」


　和樹はわめいた。


「僕ぼくが訊ききたいくらいなんですから！」


　自分の身体からだを指さす。それに呼こ応おうするかのように、ただの四角い箱と化した魔ま力りよくの計けい測そく機械が、よりいっそう煙けむりを噴ふきあげた。


　校こう舎しや内には土曜日最後のチャイムが、キンコンカンコンと響ひびいていた。


　人間に戻もどってからというもの、和樹には気の休まる暇ひまがない。授じゆ業ぎよう中ちゆうだろうとなんだろうと、紅尉が保健室に引っ張っては検けん査さをおこなうのである。今日も放ほう課か後ごになった途と端たん連れ出され、ずっと閉とじこめられていた。


　いい実じつ験けん対たい象しようになっているのは明らかだったが、拒きよ絶ぜつするわけにもいかなかった。なにしろ和樹が魔法を使うと「世界が滅ほろぶ」のである。「政せい府ふの手でどこかの研究所に連れていかれて、身体をいじくられたいかね」と言われれば、従したがわざるを得なかった。紅尉は政府関係にもなにやらコネを持っているらしく、そのまま学生を続けることができた。


　その学校内、特にＢ組の反はん応のうであったが、単に「お前も変わってんな」であった。ひねくれ者揃ぞろいなだけあって、多少のことでは動じたりはしない。そのため校内でも変わらない生活を続けることができ、このことだけはクラスに感かん謝しやしたくなった。なんの慰なぐさめにもならないのではあるが。


　紅尉が窓まどを開け、煙を追い出した。黒くなった室内が明るくなっていく。


　和樹は腕のテープを剝はがした。


「それで、結局僕は何回魔法が使えるんでしょう」


「分からん。一回かもしれないし、百万回かもしれん」


　養護教諭は珍めずらしく、お手上げといった仕し草ぐさをした。


「計測する手しゆ段だんがない。私が訊きたいくらいだ。なんにせよ魔法を使ったら世界情じよう勢せいに大きな影えい響きようがあるからな。使用は厳げん禁きんだぞ」


「でも、なんていうか、時々魔力が溢あふれちゃうんですよ」


　と和樹は言った。


「僕の意い志しとは関係なく、勝手に使われちゃうんです。昨日も寝ねていたら身体が熱くなって、気がついたら宙に浮ういてました。びっくりしてたら窓から飛び出して、一ひと晩ばん中じゆう東京上空を遊ゆう覧らん飛ひ行こうですよ」


　彼はため息をついた。


「夜が明けたら東京タワーのてっぺんです。降おりるのにすごく苦く労ろうしました。おかげであまり寝てないんですから」


「ほう、それでか」


　紅尉はつぶやくと、机き上じようの新聞を取り上げ、和樹に手て渡わたした。プロ野球の球きゆう団だんを持っていることで有名な新聞である。


　一面には大きく「エーゲ海で地じ震しん発生。火山噴ふん火かの前まえ触ぶれか!?」と書いてあった。


「……これはもしかして」


「君のせいだな」


　紅尉はうなずいた。


「地中海を滅ぼす気かね」


「で、でも、僕自身じゃどうもできないんですよ」


　和樹はつっかえながら言う。昼間ならまだ注意することもできるだろうが、寝ていては防ふせぎようがなかった。


「いい方法はないんでしょうか」


「そうだな……君がもう一度死ぬというのはどうだ」


　彼はさらっと、とんでもないことを言った。


「君が残って世界が死ぬか、君が死んで世界が残るか。後者なら世界は安あん泰たいだ。ノーベル平和賞くらいもらえるかもしれんぞ」


「もう死ぬのはごめんです！　もっと穏おだやかなのはないんですか」


「ある」


「……えっ？」


　思わず、和樹は訊き返した。


「以前、手は打ってあると言わなかったか。ないわけではない」


　和樹はまじまじと紅尉の顔を見つめた。本当なら嬉うれしいことだが、どうも目の前の人物の考えることは分からない。人を引ひっ掛かけて楽しむつもりなのではなかろうかと思い、表情を読みとろうとしたが、平へい然ぜんと見返してきた。


「それはどういう……」


　思わず訊いた。が、紅尉は答えずに、壁にかかった時計を眺ながめた。


「もうそろそろのはずだが……遅おそいな」


「……？」


　そのとき、コンコンとノックの音が聞こえた。


「入りたまえ」


　扉とびらが開いた。ポニーテールの少女が入ってくる。


「あの……和樹さん、まだですか？」


　宮みや間ま夕ゆう菜なが心配そうに声をかけた。


　和樹はほっとしたような、拍ひよう子し抜ぬけしたような顔になった。紅尉の表ひよう情じようは変わらない。


　彼女は不ふ思し議ぎそうな顔をしながら言った。


「終わらないんですか？　まだなら、廊ろう下かで待ってますけど」


「いや、終わったと思うけど……紅尉先生？」


「ああ、そうだな。もう調べることはない。どのみち計測器は全ぜん損そんしている」


　彼は焦こげ目のついた機械をカートに載のせ、保健室の隅すみに押しやった。


「でも穏やかな方法というのは」


「ここで言うのもあれだ。もしかしたら確かく実じつではないかもしれん。来週にでも話す」


「なんか気になりますけど」


「今話すと、あー」


　紅尉は一いつ瞬しゆんだけ夕菜を見た。


「君の身が危あぶない」


「はあ？」


　それだけ言うと、二人に退たい室しつするよううながす。


　和樹は釈しやく然ぜんとしないまま、紅尉に頭を下げて、夕菜と一いつ緒しよに保健室を出ていった。





　教室に戻もどり、二人で帰り支じ度たくをして校こう舎しやを出た。授じゆ業ぎようが終わってずいぶんたつので、もうあまり人は残っていない。


　校門では風かぜ椿つばき玖く里り子こが待っていた。


「遅おそい」


　と彼女は文もん句くを言った。


「すみません」


　和樹は謝しや罪ざいして、簡かん単たんに事じ情じようを説明する。要よう点てんだけを述のべたつもりだが、玖里子はそれほど熱心に聞いていなかった。


「まあいいけど……それより、明日出かけるんでしょ。打ち合わせはどうするのよ」


　言われて二人とも思い出した。和樹の人間復活祝いに、どこかへ遊びに行くことになっていたのである。夕菜が言い出したことで、どこに行くか相談するために玖里子が待っていたのだった。


「そうでした。凜りんさんは？」


　夕菜が訊く。


「あの娘こは部活があるから。終わったら直接寮りように帰るって」


「そうですか。ええっと、ここで話すには寒いですよね」


「そうね。帰ろうか」


　三人は寮に向かった。


　歩道に並んでいる銀杏いちよう並なみ木きを、くぐるようにして歩いていく。とりとめのない話題が続いた。明日の話もしたが、凜がいないのであまり突っ込んだ打ち合わせができなかった。


　寮に着き、玖里子は「凜を呼よばなきゃ」と言って、さっさと自室へ戻った。


「明日の相談は、和樹さんの部屋でやっていいですか？」


「うん」


「じゃあ、あとでうかがいます」


　夕菜はそう言うと、自分の部屋に入った。和樹も自室の扉を開ける。


　入ろうとして、室内を見──


　そのまま扉を閉めた。


　廊下で足あし踏ぶみをする。木目のついた合ごう板はんを見つめ、じっくりと今の光景を頭の中で考察した。信じられないものを見た気持ちである。なんかどっかで経けい験けんしたような気もするが、はたしてどうしたものだろう。


　いい方法が思いつかなかったので、もう一度開けた。


　中には体たい育いく座ずわりをした女の子がいた。


　短めの髪かみに、くりっとした大きな瞳ひとみ。伏ふし目めがちで、ちょっと気弱な印いん象しようを受けた。立ってないので分からないが、背せは高くなさそうだ。
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　そう、女の子なのだ。しかしなぜ、こんな所に？


　和樹は何度かまばたきして幻げん覚かくではないことを確かく認にんすると、中に入った。彼女が上うわ目め遣づかいに見る。


　一度ため息をつくと、よく分かるように言った。


「……あの、ここは僕の部屋なんだけどさ。間ま違ちがえたんじゃない？」


　少女は首を振ふった。


「うーん……。本当は女子寮に行くつもりだったとか」


　また否ひ定てい。


「そうか……。あのね、僕は前にもこんな経験してるんだけど、だからといって慣なれてるわけじゃないんだ。なにかの間違い……というか、そういうことにしたいんで、悪いけど今日は引き取ってくれないかな」


　今度は激はげしく首を振る。膝ひざを抱だき、すがるようにして身を縮ちぢめた。


「いや」


「えっ？」


「ここにいるの」


「だからここは僕の部屋なんだって」


「そばにいろって言われたから」


「そんなことがあるのかな。誰に？」


「こう……髪かみの長い……眼鏡めがねをかけた……保ほ健けん室しつの先生」


「髪の長い……紅尉先生!?」


　驚おどろいて彼女の顔を見返した。とすると、目の前の少女が「穏おだやかな方法」なのだろうか。


　彼女はなおも、ちらちら視し線せんを向けながら、小さくなっていた。


　和樹はとりあえず腰こしを下ろした。少女がすすっとすがりついてくる。


「えーとその、紅尉先生になにを言われたのか知らないけど、家に帰ったほうがいいよ。もう夕方だしさ」


「……だってここにいたいし」


「お家うちの人とか心配するんじゃない」


「ここにいていいの。転校生だから」


　少しの間、言葉に詰つまる。彼女は童どう顔がんで身体からだも小さく、とても高校生には見えない。


「ごめん、何歳さい？」


「十三歳」


　目を丸くした。まだ中学生ではないか。もっと幼おさなく感じたが、それにしても若わかい。


「でも葵学園って高校だし、中等部ないよなあ……」


　腕うでを組む。ふと、彼女の首に気づいた。なにか光ってる。よく見ると、大きめのチョーカーがはまっていた。


「珍めずらしい形だね」


　なんとなく手を伸のばす。突とつ然ぜん、弾はじかれたように彼女が飛とび退のいた。


「駄だ目め！」


「ごっ、ごめん」


「触さわっちゃ駄目なの」


　少女の顔は青ざめていた。なにかを守るように、首のチョーカーをきつく押おさえている。


「ごめんね……悪気はなかったんだ。君、えーと」


「……舞まい穂ほ」


「え？」


「栗くり丘おか舞穂」


「ああ、栗丘さんね」


「舞穂でいい」


「じゃあ、舞穂ちゃん、さっきはごめんなさい。もう触らないから」


　両手を軽く合わせる。舞穂はほっとしたのか、首から手を離はなし、また和樹に身体をくっつけた。


「それで、えーと話の続きなんだけど、今日は家に帰ろう」


「いや」


「なんで」


「ここにいなきゃいけないし、お家に帰れないから」


　詳くわしく聞くと、訳わけがあって両親とは離はなれているらしい。帰るに帰れないのだと言う。


　和樹は、これもなんか聞いたことあるなあ、と思った。


「でもやっぱり、まずいから……」


「……いや」


　彼女は頰ほおを膨ふくらませた。また堂どう々どう巡めぐりである。和樹は頭を抱かかえた。


「ああもう。誰だれかにこんなところを見られたら……」


　そこで口をつぐむ。そう言えば……。


　コンコン。


「いっ！」


　和樹は文も字じ通り飛び上がった。


「和樹さん、入っていいですか」


　扉とびらの向こうから、夕菜の声がした。


「ま、待って、ちょっと待って！」


　慌あわてて答えた。辺りを見回し、急いで押入から布ふ団とんを出す。


「今着き替がえてるんだ！」


「わたし、気にしません」


「僕ぼくが気になる、すごく気になるの！」


　引っ張り出した布団を、舞穂の頭にかぶせた。もがもが騒さわぐのを黙だまらせ、毛もう布ふと一いつ緒しよに部屋の隅すみに押しやった。


　扉が開いた。


「和樹さん……？」


「や、やあ。早かったね」


　和樹は正せい座ざをして出で迎むかえた。


「早くないと思いますけど……。あら、着替えてたんじゃないんですか？」


　夕菜が目をしばたたかせる。ずっと舞穂と話をしていたため、和樹は制せい服ふく姿すがたのままであった。


「いや、えーと、制服に着替えてたんだ。僕、葵学園の制服って気に入っててさ」


「そうでしたっけ？」


「最近そうなった。私生活でも制服でいるのが流は行やっているんだよ。ファッション雑ざつ誌しで特集組んでた。ストリートで制服、ワイシャツをリーマン並に着こなせって」


「？　変な雑誌ですね。あ、お布団出しっぱなし」


　彼女は、乱らん雑ざつに積み上げられてスクラップ置き場みたいになった布団に近づいた。


「片づけましょうか」


「いやいい！　もうそのままで全ぜん然ぜんオッケー！」


　和樹は彼女に飛びついた。無む理り矢や理り身体からだをこっちに向ける。


「布団って、出しっぱなしの方が健けん康こうにいいんだよ。ああやってぐちゃぐちゃにしておくと、なんとも言えないさわやかな寝ね心ごこ地ちになって……」


「でも中の綿わたが片かた寄よっちゃいますよ」


「そこがいいんだよ分かってないな！　統とう計けいによると、日本人の六割が綿を片側に寄せた方がよく寝られるって回かい答とうしてるんだ。アメリカやヨーロッパでも、ベッドのマットレスを曲まげたりして跡あとをつける健康法がブームなんだ。本当、月げつ刊かん布団の友に論ろん文ぶんが載のってた」


　考える暇ひまを与あたえないようにしようと、立て続けに出で任まかせを言った。夕菜は、なにがなんだか分かりません、という顔をしている。


「それよりそれより、打ち合わせだよね。打ち合わせ」


「はい……」


「それそれ。一いつ刻こくも早く打ち合わせなきゃ。あっ、でも玖里子さんと凜ちゃんがいないや。いやー、残念残念。そんなわけだからまたあとで」


　室内を見せないようにして、ぐいぐい夕菜を廊ろう下かへ押し出す。


「きゃっ、和樹さん」


「悪いけど二人を呼んできてくれないかな。僕はその間に着替えるから」


「また着替えるんですか？　制服は──」


「たった今、私服ブームがやってきたの！」


　追い出して、ばたんと閉しめる。扉に耳をつけ、静かになるまで待つ。それから大きく息をついた。


　布団をどかす。舞穂は、ずっとくるまっていたため顔を真まっ赤かにしていた。


「ごめん、平気だった？」


「うん……」


　彼女は、ぼーっとした表情で返事をした。和樹は彼女の腕うでを摑つかみ、立たせる。


「ここから出よう」


「なんで？」


「あのね、このままここにいると、大変なことが起こるんだ」


「どんな？」


「いや、どんなって言ってもね」


　和樹は焦あせりながら続ける。


「さっきのお姉ちゃんはね、とてもいい娘こなんだけど、時々怖こわくなるんだ。なんていうの、手て負おいの虎とらというか、契けい約やくを反ほ古ごにされたメフィストフェレスというか、映画後半三十分の大魔ま神じんというか」


　舞穂がこくんと首をかしげる。理り解かいできていないようだ。


「あーもう、とにかく出る！」


　窓まで引っ張ろうとした。二階だが、下に降おりることはそう難むずかしくない。


「いや」


　不意に腕を摑まれた。


「そばにいる」


「いちゃ駄だ目めなんだって。とにかく本当にすごくまずいことが」


　乱らん暴ぼうにならないよう振ふりほどこうとしたが、舞穂が必死に力を込こめていて、まったく離れない。


「一緒にいたいの」


「駄目だったら駄目──」


　突とつ然ぜん、がちゃりと扉が開いた。


「忘わすれてました、和樹さん──」


　にこやかな表情のまま夕菜が顔を出し──固かたまった。


　和樹と、腕にしがみついた舞穂を眺ながめている。時が止まったかのように、ずっとそのままの姿し勢せいでいた。


　延えん々えん時間ばかりが過すぎていく。やがて夕菜は笑顔を貼はりつかせたまま、顔を引っ込めた。


　ぱたぱたぱた……。


　足音が遠ざかっていった。


　和樹は全身から力が抜ぬけ、その場に座り込んだ。これはまずい。とにかくまずい。これはどうやって言い訳わけしたものか。なにか説明しないと命いのちが……いや、ことによったら説明しても──


（おいっ、式森！）


　頭の中で怒ど鳴なり声がした。大だい音おん声じようで叫さけばれ、つい耳を塞ふさぐ。


（いったいなにをしたんだ!?）


　念ねん話わである。神かみ城しろ凜が必ひつ死しになって喋しやべっていた。


「な、なにって……」


（夕菜さんが扉を破は壊かいして私の部屋に入ってきた。お前の名前を呟つぶやきながら家や捜さがししてるぞ！　またなにかしたんじゃないのか!?）


「え、えーっとね」


（私だけでは抑えられん。早くこっちに来て……あっ、夕菜さん、それはもっていかないでください。いけません、危き険けんです。やめ──）


　唐とう突とつに念話が終わった。


　和樹はなんだか分からず、室内で右う往おう左さ往おうした。夕菜が凜の部屋でなにかしているらしい。しかしどうすればいいのか。焦るばかりで方法が思いつかず、立ったり座すわったりを繰くり返す。


　そんなことをしていたら、廊下から鈍にぶい音が聞こえた。


　足音なのだが、重く、重量感がある。一歩ごとに寮りよう全体が振しん動どうしていた。まるで怪かい獣じゆうが歩いているようだ。


　引きちぎられるようにして、扉が開いた。


　そこには目を昏くらく輝かがやかせ、仁に王おう立ちした夕菜がいた。近ちか寄よっただけで気き絶ぜつしそうな妖よう気きを漂ただよわせ、左手には四よん尺しやくほどもある大おお太た刀ちを握にぎり締しめていた。


　和樹は震ふるえあがった。


「ゆ、夕菜……。夕菜……さん」


「…………」


「あ、あのっ、どのようなご用よう件けんでしょうか」


「…………」


　彼女は無む言ごんのまま室内に足を踏ふみ入れる。右手で刀かたなを抜き放はなつと、鞘さやを放ほうり投げた。


「その……落ち着いて、話をするってのは……どう……でしょう」


　夕菜の首が、ゆっくりとこっちを向いた。


「……和樹さん」


「はいっ！」


「……なんですか、その女は」


　恐おそろしいくらいの低音で訊きいてくる。和樹は全身から汗あせを噴ふき出しながら、


「こ、これはね、その、えーっと」


　彼女がいきなり腕を振り下ろした。風切り音と共に本ほん棚だなが真まっ二ぷたつになり、中身が畳たたみにぶちまけられる。


「早く！」


「く、栗丘舞穂ちゃんです！」


　直立不動になって答える。夕菜の眼がん光こうに射いすくめられ、一歩も動けなかった。


「舞穂『ちゃん』!?」


「あっ、それは言葉のあや……」


「その舞穂となんで一いつ緒しよにいるんです!?」


「話すと長くなるようなならないような……とにかく、帰ってきたらここにいて、紅尉先生に頼たのまれたとかなんとか」


「紅尉先生……すると、和樹さんが連れてきたのではないんですね」


「そうそう、それ重要」


「じゃあ彼女に訊ききます」


　夕菜が目をつり上げたまま、舞穂に詰つめ寄よった。


「どーして、和樹さんに手を出そうとしたんです」


「手を出す……？」


　彼女はきょとんとしている。


「和樹さんと一緒にいる理由です」


　にこっと笑った。また和樹にしがみついて、


「大事な人なの」


　ぶちっ。


　夕菜は柄つかを両手で握にぎりしめ、思いっきり振りかぶった。


「うがーっ!!」


「わっ！」


　和樹は舞穂を摑つかんで、引き倒たおすようにして伏ふせさせた。刀から生まれた衝しよう撃げき波はが室内を突とつ進しんし、轟ごう音おんと共に壁かべに激げき突とつする。


　二人の頭に、粉こなとほこりが落ちてきた。


「なんでかばうんです和樹さん！」


「だって危あぶないじゃないか！」


　窓側を指さした。壁にぱっくりと亀き裂れつができている。


「なんか裂さけてるよ!?」


「それがどうしました！」


　刀を構かまえたまま、彼女がこっちを向く。その迫はく力りよくに恐ろしくなり、舞穂を自分の後ろにやった。それを見た夕菜の目に涙なみだが溜たまる。


「やっぱりかばってる……。浮うわ気きなんだ！」


「だから違ちがうってば！」


「ひどーい!!」


　夕菜が滅め茶ちや苦く茶ちやに刀を振ふり回まわした。触ふれるそばから物が斬きられていった。


「ひえーっ！」


　二人は転ころがるようにして廊ろう下かに出た。足がもつれていて、ろくに走れない。舞穂が摑まったままなので、一緒になって這はい回った。


　とりあえず外に脱だつ出しゆつするしかない。階かい段だんを目指す。と、階上から声が聞こえてくる。


「引っ張らないでよ凜。あたしだって和樹の部屋に行くつもりだったわよ。打ち合わせでしょ」


「それどころではありません。夕菜さんが凄すごい剣けん幕まくで……」


　玖里子と凜が、上から降りてきた。二人は四つん這いになっている和樹を見て、変な顔をしていた。


「あんた、なにやってんの？」


「……玖里子さん、危ない！」


　衝撃波が飛んできて廊下の天井にぶつかった。爆発音があたりを揺ゆるがす。和樹たちの背はい後ごから、魔ま王おうと化かした夕菜が、ゆっくり近づいてきていた。


「あれ……夕菜ちゃん!?」


「わ、私の秘ひ蔵ぞうの刀……」


　啞あ然ぜんとする玖里子に凜。夕菜はまったく意に介かいさず、足音も荒あらく歩いていた。


「かーずーきーさーん」


　実に恨うらめしそうな声せい質しつである。おどろおどろしい音楽が流れてきそうだ。


　四人は階段の陰かげで身体からだを小さくした。夕菜が手近の部屋の扉を開ける。


　やがて「和樹さん、どこです！」の声が上がり、生徒が逃にげ出してきた。いないことが分かったのか、また別の部屋に侵しん入にゆうする夕菜。そこでも怒ど声せいと悲鳴がした。


　ものすごい光景に、さすがの玖里子も腰こしが引け気ぎ味みになり、和樹に食ってかかる。


「ちょっとあの娘こ怒おこってるわよ！　あんたが原げん因いんじゃないの!?」


「色々複ふく雑ざつな事じ情じようがあるんですよ！」


「とにかく向こうに……」


　凜がうながし、四人は遁とん走そうした。靴くつも履はかずに玄げん関かんから飛び出す。


　寮りようの中は和樹を見失った夕菜が大おお暴あばれをし、大変な騒ぎになっていた。ガラスや壁が破壊される音がして、そのたびに生徒たちが窓から逃げ出してくる。


　四人は、門の近くにある植え込みに身を隠かくした。


「なんなのよもう」


　玖里子が嘆なげく。


「式森、その女の子は？」


　凜が訊いた。


「えー、栗丘舞穂ちゃん」


　紹しよう介かいされ、舞穂は和樹に寄りすがったまま、小さく頭を下げた。


「詳くわしい話は省くけど、僕の部屋にいたんだ」


「部屋？」


「はーん。夕菜ちゃんが怒ってるの、その娘が原因ね」


　得とく心しんしたかのように玖里子がうなずいた。


「ええ、まあ」


「……不ふ潔けつな」


　凜が刀の柄つかに手をやった。和樹と舞穂をぎろりと睨にらむ。


「式森の女性に対する不ふ誠せい実じつな態たい度どには、私も以前から……」


「なんで凜ちゃんまで！」


「うるさい。お前は女子の心というものを考えたことが」


「あとにしなさいよ。今は夕菜ちゃんのことでしょ」


　玖里子がたしなめた。寮内ではいまだ夕菜が走り回る音がし、時々「どこですか！」と怒ど鳴なっているのが聞こえてくる。爆ばく発はつ音おんまで聞こえ、屋根に穴あなが開いた。


　やがて外に出てくる。相変わらず大太刀を下げ、獣けもののような目つきであたりを捜そう索さくしていた。門の方へと歩く。


　和樹は息をのんだ。


「こっちに来る」


「このままだと、外まで探さがしにいきそうですね」


「もしかしたら、あたしたちがなんとかするしかないのかしら」


　怒りモードのままの夕菜を敷しき地ち外に出したりすれば、よけいに騒さわぎが大きくなりそうだ。放ほうっておいたら話が大げさになって、警けい察さつ、ことによったら自じ衛えい隊たいまで出動するかもしれない。


　玖里子は茂しげみからそろそろと出た。


「ちょっと凜、手伝いなさいよ」


「私もですか？」


　舞穂の方をちらっと見て、険けわしい顔になる。


「あまり式森を助けたくありません。私だって夕菜さんの味方をしたいくらいで……」


「そんなこと言ってないで。この件が終わってから、あんたもやきもち焼けばいいから」


　夕菜が気づいた。足早に玖里子へ近づいてくる。


「玖里子さん……」


「ええと夕菜ちゃん、そろそろ怒るのやめてもいいんじゃない」


「だって和樹さんが……」


「だってじゃなくて。あんまり怒ってばっかりだと嫌きらわれちゃうわよ。和樹は天てん然ねんだから、わざとやってるんじゃないわよ。多分」


「……そうですか」


「そうだって。見てりゃ分かるわよ。あんな小さなの女の子に手を出すほど、度ど胸きようも根こん性じようもあるわけ……」


「なんで彼女のこと……あ、和樹さんがいますね」


　夕菜の声が、一いつ瞬しゆんにしてとげとげしくなる。ずい、と足を踏み出した。


「どこですか!?」


「ちょっと待ってよ夕菜ちゃん！」


　彼女の声が耳に入らなくなっているらしく、殺さつ気きと共に近ちか寄よってきた。右手に握にぎられた白はく刃じんが鈍にぶく光っている。身の危き険けんを感じる玖里子。


「ええい、ごめん、夕菜ちゃん！」


　玖里子は素す早ばやく呪じゆ文もんを唱となえた。手から雷らい光こうが放たれ、一直線に夕菜へ伸びる。


　彼女は雷光を見るや、大太刀を凄すごい早さで振ふり下ろした。刃と雷が激突。スパークする音が響ひびき、光が四散。夕菜はかすり傷きずひとつ負わず、平然と歩いてくる。


「うそー！」


　玖里子が叫さけぶと同時に、夕菜は右腕を振った。玖里子は鳩みぞ尾おちに剣の峰みねを受け、その場に崩くずれ落ちた。


　眺ながめていた凜は、思わず唾つばを飲み込んだ。あたふたと、鞘さやから刀を抜く。


「凜さんもやる気ですか!?」


「いえっ、成り行きで」


「容よう赦しやはしませんよ！」


「た、戦いづらい」


　凜は困こまったように日本刀を構かまえた。


　夕菜が足を踏み出し、刀を振るう。凜が急いで飛び退のいた。風ふう圧あつが和樹のいるところにまで押し寄せてきた。


　凜は防ぼう戦せん一方であった。彼女の刀に比くらべ、夕菜が手にしているものは倍近い長さがある。それを凄すごいスピードで振り回すため、なかなか懐ふところに飛び込めない様子であった。


　タイミングを見み計はからい、凜が地面を蹴けった。距きよ離りを詰める。そこに夕菜が大太刀を振るった。


　金きん属ぞく音おんがして、凜と夕菜の刀が交こう錯さくする。戦いが止まったかのように見えたが、夕菜が力任せに押した。


「えっ……えっ！」


　夕菜が振り払う。凜ははじき飛ばされ、木立に身体からだをぶつけると、そのまま目を回した。


「うわーっ！」


　和樹は悲鳴を上げた。


「和樹さん……」


　夕菜が彼の隣となりの舞穂を見て、顔を充じゆう血けつさせる。眼めも真っ赤になっていた。


「……どうして、どうしていつも、わたしを傷きずつけるんですか」


「オーバーな！　僕ぼくがいつ夕菜を傷つけたの！」


「だって浮気ばっかり……」


「浮気なんてしたことないじゃないか！」


「じゃあなんでその女と一緒にいるんですか！」


「こっちが聞きたいよ！」


「そんなこと言って、またごまかすんですね！」


　左手で顔を覆おおった。女の子が涙なみだに暮くれるというのはなかなか可愛かわいい光景ではあるが、右手の日本刀が異い様ようだ。


「信じられません！　馬ば鹿かーっ!!」


　大太刀を力一杯振りかぶる。


「どひゃーっ！」


　刃やいばの先せん端たんから生まれた衝しよう撃げき波はが、和樹と舞穂をかすめた。さっきまで隠れていた茂しげみを吹ふき飛ばし、ブロック塀べいを粉ふん砕さいする。


「うひぃ……」


　尻しり餅もちをつく和樹。寄より添そうようにして、舞穂が倒たおれた。怪け我がをしているようには見えないから、びっくりしたのだろう。


「舞穂ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」


「うん。でも……」


　彼女は首を押さえている。さっきのショックでチョーカーに切れ目が入って、千ち切ぎれそうになっているのだ。


「どうしよう……切れちゃったら」


「どうしようって……あっ」


　和樹は腕うでを触さわった。身体からだが熱くなっている。急いでまさぐったが、全身が熱を持ちつつあった。


「まっ、まずい」


　昨さく晩ばんと同じ現げん象しようである。魔ま法ほうが溢あふれ出ようとしているのだ。このままでは、またどこかで災さい害がいが起こる。


　しかしどうにかしようにも、正面では夕菜が泣き顔と怒いかりをごっちゃにして刀を構えていた。


「和樹さんなんて……和樹さんなんて……」


「タンマタンマ、怒るのあとって駄だ目め!?」


「大好きですけど……大好きなんですけど……」


「だからこっちもシャレになってないんだってば、ねえ！」


「最っ低の浮気者──！」


　刃が振り下ろされる。途と端たんに和樹の体内から、魔力が暴ぼう風ふうのように放ほう出しゆつされた。絡からみあって、夕菜へと突とつ進しんしていく。


　まずい、と思った瞬しゆん間かん、全身が白い光に包まれた。柔やわらかな輝かがやきが、溢れた魔力を減げん衰すいさせていく。


　刀が脳のう天てんを直ちよく撃げきし、気を失うしなう寸すん前ぜん、和樹は舞穂のチョーカーが地面に落ちているのを見た。





　上半身を起こした。すぐそばには夕菜に玖里子、それに凜が目を回して倒れていた。


　夕菜が暴れて和樹が魔法を使ったせいで、彩さい雲うん寮りようはまるで火であぶられたようになっていた。ただでさえ古く見えるのに、焦こげてしまっている。ただ、内部はそれほどダメージを受けていないように感じられた。


　舞穂が心配そうに、和樹に寄り添そっていた。その隣に、見み慣なれた養よう護ご教きよう諭ゆがいる。


「気がついたかね」


「先生……」


　いつの間にか紅尉が立って、ボロボロになった寮を眺ながめていた。


「式森君、魔法を使ったかね」


「どうもそうみたいです。でも、それほど効きかなかったみたいで」


　普ふ通つうに発はつ揮きされていたら、夕菜は気を失うだけではすまなかったし、彩雲寮も破は壊かいされていただろう。


「ふーむ」


「あの、夕菜たちの具ぐ合あいは」


「大だい丈じよう夫ぶだ。外がい傷しようもない。これは疲つかれて寝ねてるんだ」


「そうですか……えーと、魔法のせいで、またどこかの国で戦せん争そうでも」


「いや、なにもない」


「そうなんですか？」


「ああ。栗丘君がいるからな」


「は？　どういうことでしょう」


　和樹は紅尉の顔を見た。


　彼は舞穂の頭を軽くなでながら言った。


「この娘むすめは紫し乃のが見いだしてね。強力な魔力を持っているのだが、君と同じで自分の意志では制せい御ぎよできんのだ。そのままだと危き険けんなので、専せん門もんの病びよう院いんに入院させる予定だったのだが、面おも白しろいことが分かった」


「なんですか」


「負の力とでもいうのかな、栗丘君の魔力は、他者の魔力をうち消す力を持つことが分かったのだ。魔法を中ちゆう和わして無力化する。きわめて特とく異いな能力だ」


「じゃあ、僕の魔法は」


「そうだ。彼女の魔法によって、この程てい度どの被ひ害がいですんだのだ」


　つまり紅尉の「手は打った」とは舞穂のことだったのだ。彼女がいれば、和樹が魔法を使っても地球はボロボロにならずにすむのである。ただ「穏やかな方法」ではないと思うが。
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「年は若わかいが、学校に無理言って編へん入にゆうさせてもらった。君は歩く国こく際さい問もん題だいだからな。だが栗丘君の魔法も、勝手に発動するときがある。危険ではあるのだ。チョーカーは、それを押さえるための装そう置ちだ」


「はあなるほど。理り屈くつはよく分かりました。でもこれからどうするんですか。まさか僕と舞穂ちゃんが、いつも一緒にいるってわけにも」


「わたしといるの、いや？」


　舞穂が潤うるんだ瞳ひとみで見つめる。


「そ、そういうわけじゃなくて……」


「無む論ろん君と一緒にいるのが好このましいが、まずいと言えばまずい。君の部屋のすぐ近くに住まわせるのが妥だ当とうだろう」


「というと……」


　彩雲寮での和樹の部屋は、廊下の端である。右隣は外壁で、左隣は男子部屋だから不ふ可か能のう。とすると、真正面の、女子のところに入るのが──


「って、そこ夕菜の部屋ですよ！」


「そうかね。ま、問題あるまい」


「大ありです！　夕菜怒りますよ！　今日だってこんなんだったのに」


「理由を話せばいいだろう。君が男として、説せつ得とくしたまえ」


「命がいくつあっても……」


「世界を滅ほろぼしたいのかね」


　絶ぜつ句くした。頭の中に、嫉しつ妬とと怒いかりに狂くるった夕菜に追いかけ回される自分が浮かぶ。今度は玖里子と凜も助けてくれないかもしれない。せっかく人間に戻ったのにとんでもないことが起こるなんて。こんなことなら、幽ゆう霊れいの方がまだマシだったかも──


　舞穂がにっこり微笑ほほえむ。和樹はまた気が遠くなり、夕菜たちのところに、ばったりと倒れ込むのであった。




　第二話　同居生活










「別にですね、和かず樹きさんを責せめてるわけじゃないんです」


　と宮みや間ま夕ゆう菜なが言った。元来清せい楚そかつ笑え顔がおの美しい少女であったが、今は妙みように深しん刻こくで、消しよう沈ちんしたような顔をしていた。


　式しき森もり和樹は、彼女の正面で正せい座ざして聞いていた。


「その……紅あか尉い先生から理由も聞きました。和樹さんの魔ま力りよくを抑おさえるには、舞まい穂ほちゃんの能のう力りよくが必要だってことも。それは分かります」


　自分に言い聞かせるようにうなずいている。時々後ろ髪が揺ゆれた。


「紅尉先生が、わざわざ飛び級きゆうまでさせて連れてきたんですし……。むしろ感かん謝しやすべきだって思ってます。だって和樹さんが魔法を使ったら大変なことになるんですから」


　うつむき加か減げんになっている。声も小さい。なにか後こう悔かいし、ひどく落ち込んでいるような口調であった。


「だから怒おこるなんて間ま違ちがっているんです。いけないことなんです。でも、でもですね……」


　ぱっと夕菜が顔を上げた。


「なんでわたしの部屋に住むんですか!?」


　彼女の怒ど鳴なり声を顔面に受け、和樹は気が遠くなった。


　寮りようの外ではカラスが、気の抜ぬけた鳴き声をあげていた。


　もう夕方である。空は茜あかね色となり、遠くからは炊すい事じの音も流れてくる。一いつ家か団だん欒らんの時間となり、腹はらも減へる頃ころ合あいであった。しかし和樹は、さっきからずっと夕菜の話を聞かされていた。


　授じゆ業ぎようが終わって早々、彼は自室に夕菜の訪問を受けた。彼女は和樹に正対すると、「舞穂との関係について」延えん々えん自説を述のべ出したのである。話はやけに長く、彼は着き替がえることもできずに、小さくなって拝はい聴ちようするはめになった。


　いいかげん足が痺しびれてきているが、彼女があまりに真しん剣けんなので立つに立てない。なにしろ少しでもよそ見をすると、凄すごい目つきで睨にらむのである。もちろん、舞穂の訪問は寝ね耳みみに水であること、紅尉が連れてきたことなどは説明したのだが、彼女には通用しない。いや、通用しているのだが、そのたびに前記のやりとりがループされていた。


「よりによってわたしと同どう居きよなんて、嫌いやがらせですか!?」


「あのさ、舞穂ちゃんって、距きよ離りが離はなれていたら力が作用しないんだから、僕ぼくのそばにいる必要があるわけじゃない。今までは紅尉先生の家に泊とまっていたらしいけど、それじゃ意味がないわけで」


　恐おそる恐る、和樹が言う。


「つまり、そのためには寮りようでも近くがいいという……」


「だからって、なんで舞穂ちゃんがわたしの部屋なんです!?」


「だっ、だって、元々寮は二人部屋だし」


　葵学園の寮は、男女問とわず二人で一部屋が基き本ほんである。ただし最近は相部屋を嫌きらう風ふう潮ちようが強く、とくに女子の朝あさ霜しも寮は、部屋を一人で使っているケースが多かった。


「だから問題はないんじゃ……」


「嫌です！　他に部屋はないんですか！」


「夕菜の隣はもう二人入ってるし、僕の隣は男部屋で、やっぱり二人だし」


「和樹さんのとこは一人ですけどね」


「え、僕のところに住んでもらうの？」


　和樹は戸と惑まどった。


「それは問題あるなあ……」


「当たり前です！　絶ぜつ対たいに駄目です！」


「じゃあやっぱり夕菜のところ……」


「……納なつ得とくできません！」


　また話が元に戻もどる。和樹は身体からだの中に、精せい神しん疲ひ労ろうが船せん団だんを組んで入港するのを感じていた。


　コンコン。扉とびらをノックする音がした。ややあって、少しだけ開く。


　こそっという感じで、栗くり丘おか舞穂が顔をのぞかせた。背せの低い、眼めのぱっちりした童どう顔がんの少女である。幼おさなく見えるがそれも道理で、まだ十三歳さいであった。


「いいよ」


　ためらっていたので声をかけた。すると表情を輝かがやかせ、嬉うれしそうに入ってくる。


　和樹の隣に、女の子座ずわりをした。


　顔を見上げてくる。その様よう子すに、夕菜の口の端はしがぴくぴくと痙けい攣れんした。


「……なんでまたここに」


「ほ、ほら引っ越しするからさ」


　夕菜の機き嫌げんがますます悪くなるのが分かり、急いで和樹は言った。


「引っ越し……やっぱりわたしの部屋にですか」


「まあ、他にないし」


「だからだからなんで……！」


　舞穂が小首をかしげた。


「駄だ目めなの？」


「駄目に決まって……！」


「舞穂は夕菜さんと一緒にいるのも嬉しいよ」


　邪じや気きのない、笑顔。


「ぐっ……」


　と夕菜は詰まった。舞穂はあくまで自し然ぜん体たいであり、まったく悪あく意いがなかった。


「そ、それにしたって、わたしは舞穂ちゃんとは会ったばかりで、まだなにも知らないですし……」


「嫌？」


　舞穂の瞳ひとみが、見る見る曇くもってくる。


「う……嫌……ですけど……」


「くすん」


　下を向いてしまう。


「……ごっ、ごまかされません。これは和樹さんを盗とるための策さく略りやくです。ここで可愛かわいいふりをしてるけど、そのつぶらっぽい瞳の中に地じ獄ごくの魔ま王おうが透すけて見えます。きっと心の中ではわたしを陥おとしいれるための悪あく辣らつな手しゆ段だんが色々と……ご飯はんに薬を入れたり傘かさの先でふくらはぎを突いたりして眠ねむらせて、そのすきに和樹さんととってもいかがわしいホテルに行くつもりです。それでその……あんなことやこんなことして夜明けをベッドで迎むかえたりして、なんてうらやま……いやらしい娘こなんでしょう……！」


「夕菜夕菜、うちのクラスに影えい響きようされてるよ。それに舞穂ちゃんは夕菜と一いつ緒しよに住みたいって言ってるんだから、そんな頭ごなしに言わなくても」


　和樹がなだめるように言う。


「だって……」


「くすん」


　また舞穂が悲しげな声を発する。上うわ目め遣づかいに夕菜を眺ながめていた。


　それを見て、夕菜は再び言葉を詰つまらせた。


「ま、まあ、そこまで言うんでしたら考えなくも……」


「本当!?」


　少女の顔が、ぱっと明るくなった。「わーい」とか言いながら、夕菜のそばに寄って腕うでを摑つかんだ。心の底から嬉しそうな感じだ。こうなると夕菜も邪じや険けんにはできず、複ふく雑ざつな表情をしながら、されるがままになっていた。


　和樹もとりあえず胸むねをなで下ろした。なにしろ舞穂だけではなく、自分自身にも関かかわることである。


「よかったね、舞穂ちゃん」


「うん」


「なんか騙だまされた気が……」


　夕菜は小声でつぶやいていたが、とりたてて反はん論ろんはしなかった。舞穂は彼女にしがみつきながら言う。


「じゃあ、お買い物に行く」


「お買い物？」


　怪け訝げんな顔をする夕菜。和樹は言い添そえた。


「ほら、引っ越したばかりっていうか、これから引っ越すわけだから、色々買うものがあるんだよ。寝しん具ぐとか」


「ふーん。じゃあ買ってくればいいじゃないですか。家具だろうとシェルターだろうと」


「うん。だから行ってくるね」


「どうぞ……って、え？　和樹さんが行くんですか!?」


「僕と舞穂ちゃんの二人でだけど。彼女、この町のことよく知らないし」


「でも二人でお買い物なんて……またそうやってわたしをのけ者に……」


　夕菜の口調が三み度たび険悪なものになる。声のトーンも低くなり、目め尻じりも吊つり上がりつつあった。そこに、


「夕菜さんも行くよね？」


　絶ぜつ妙みようなタイミングで舞穂が訊きく。


「くっ……なんて姑こ息そくな」


　彼女は喉のどの奥おくでうなった。


「いいでしょう……分かりました。着替えてくるので待っていてください」


　夕菜は立ち上がって部屋の扉とびらを開けた。出ていく寸すん前ぜんに、ぎろりと和樹を睨にらむ。


「二人で行かないでくださいね！」


　大きくたわんで扉が閉しまる。彼女はどすどす足音を立てながら自室に戻った。


　ようやく解かい放ほうされて、和樹は大きくため息をついた。


「……ね」


　舞穂に袖そでを引っ張られる。


「ん？」


「なんで夕菜さんは怒っているの？」


「うーん、それはね、説明しづらいけど……前にも言わなかったかな。時々怖こわくなるって」


「聞いたけど、怪け我がしたライオンさんとか、怒おこったお巡まわりさんとか、そんなのになるの？」


「微び妙みように違うんだけど……。そうだなあ、最近は暴ぼう力りよく団だん系けいの借金取りとか、ニューヨークに上陸したトカゲ怪かい獣じゆうに近いかな。怒るとすぐ攻こう撃げきするし、ビルも壊こわすかもしれない。ともかく、今は機き嫌げんが悪いんだ。すぐ直るんだけどね。本当はとてもいい娘こだから、舞穂ちゃんも仲良くなれるよ」


　少女は理り解かいできていない様子であったが、やがてにっこりと笑った。


「舞穂、夕菜さん好きだよ」


「そうだね。夕菜に言ってあげると、凄すごく喜ぶと思うよ」


　和樹は彼女の頭をなでた。





　三人は、揃そろってホームセンターまで出かけた。


　駅前の中規き模ぼの店であった。郊こう外がい店てんのように、大型駐ちゆう車しや場じようがあったり背の高いビルになっているわけではない。が、周囲に同じタイプの店てん舗ぽがないため、電車に乗って買いに来る客もおり、結けつ構こうにぎわっていた。


　並ならんで自動ドアをくぐる。舞穂はこのタイプの店に来るのは初めてらしく、しきりに珍めずらしがっていた。しかも和樹と手を繫つないできょろきょろ見回している。そのため夕菜の殺意に満ちた眼まな差ざしをずっと浴びせられていたのだが、年下の特とつ権けんかはたまた天てん然ねんなのか、まるで気づいていなかった。


「えーと、なにを買おうか」


　和樹は時折自分にも向けられる殺人視し線せんに冷や汗あせをかきながら、舞穂に尋たずねた。


「うーんとね、お布ふ団とん」


　あったかな、と思ってフロア案内を見る。二階と書いてあったので、階段を登った。そこの四分の一ほどが寝しん具ぐのコーナーであった。


　布団だけではなく枕まくらやシーツまで一通り揃っていた。部屋は二段ベッドなのでマットレスを買うことになる。もっとも、種類の多さが災わざわいしてどれを選べばいいのか分からない。素人しろうとに違いは不明だ。


「どれにするの」


「……どれがいいんだろ」


「これなんかどうです」


「どれでもいいんじゃないんですか。ダンボールでもなんでも」


　夕菜が冷たいことを言う。


「ダンボールって……どこかの公園じゃあるまいし」


「家を造つくる人だっているんですから」


「……舞穂ちゃん、あっちで選ぼうね」


　和樹は、夕菜のとげとげしい台詞せりふをあえて聞かなかったことにして、舞穂を連れて行った。


　値段を比くらべることにした。しかし、価格に差はあるものの、商品にどう反はん映えいされているのかが不明だ。


「舞穂ちゃん、分かる？」


「分かんなーい」


「……どれでも同じです」


　夕菜がそっぽを向きながら言った。


「舞穂ちゃんの年なら、あまり違いはありません。腰こしや筋きん肉にくが痛いたんでいなければ、若いうちはどこで寝ても変わらないんです」


「……良く知ってるね」


「昔、お母様が輸ゆ入にゆうしてましたから。わたしも舞穂ちゃんの年には……って、なにを言わせるんですか」


　舞穂がにっこりとした。


「ありがとう夕菜さん。優やさしいね」


「優しくありません」


　夕菜はますますよそを向いた。


　アドバイスに従したがい、一番安いものを買うことにした。店員を呼んで、毛もう布ふや掛かけ布ぶ団とんも一緒に購入する。


「あ、お金はあるのかな」


「わたしもありませんよ」


　仕方なく舞穂に直接訊いたら、彼女はにこにこしながら財さい布ふを出した。


　二人は目を瞠みはった。見た目に似に合あわぬ立りつ派ぱな札さつ入いれで、しかも中にはぎっしりと一万円札が詰つまっている。それも隙すき間まなく、という言葉がぴったりであった。


「こ、こんなにあるの」


「うん」


　舞穂は自信満々にうなずくと、現げん金きんで支し払はらった。


　三人は家具のコーナーを通つう過かして、上の階へ向かった。部屋には備そなえつけのクローゼットがあるので、タンスのたぐいは買う必要がない。舞穂自身「お洋服はあまり持ってないの」と言っており、布団が一番かさの張る買い物であった。


　三階から上はスーパーになっており、ここで舞穂はパジャマを探した。私服はあるものの、これだけはないらしい。彼女はスカイブルーかピンク色にするかで延えん々えん悩なやみ、最後は両方買うことにした。


　舞穂はパジャマを抱かかえてレジに運んだ。それを見た夕菜がまた「お金持ちっていいですね」と言う。


　和樹は少し顔をしかめた。


「ねえ夕菜、いくらなんでもきつすぎるよ」


「そうですか？　わたしはいつもと同じつもりですけど」


　声こわ音ねが低い。自分でも信じていない口ぶりである。


「舞穂ちゃんには高校生活の厳きびしさを教えてあげませんと。葵学園は食うか食われるかの世界ですから」


　どこかで聞いた台詞せりふである。和樹の脳のう裏りには仲なか丸まるや松まつ田だ、クラスメートの面々が浮うかんでは消えていた。ついに夕菜もＢ組の一員になってしまったのかと悲しみながら言う。


「でも夕菜は子こ供ども好きじゃなかったっけ」


「好きですけど、恋敵ライバルは別です」


「ライバルってさ……。舞穂ちゃん、まだ十三歳だよ」


「十三歳っぽくありません。もっと下に見えます。あの幼おさない言葉遣づかいも、計算の気がします」


　支払いをする舞穂を睨にらむ目つきが危あぶない。ちょっと変わった自然の建造物を「これは宇う宙ちゆう人じんが造った」と断だん言げんする人みたいであった。


　舞穂が戻ってきたので、一階へ降りた。食器や台所用品のコーナーまで歩く。


「お茶ちや碗わんも買うの」


　と舞穂が言った。寮りようには食堂があるが、自室に食器がないのはやはり具合が悪い。それに女子の部屋には小さいながら電熱器もあって、簡かん単たんな炊すい事じができるようになっていた。


　スチールの棚には茶碗がずらりと並んでいた。もちろん箸はしや湯飲みもあり、向かいには包ほう丁ちようやまな板もある。


　舞穂は背せ伸のびしてひとつひとつ手に取った。夕菜も別の商品を見ていて、マグカップをいじっていた。


「わたしもマグを壊こわしちゃったんですよね」


「そうなの？」


　和樹の質しつ問もんに、彼女は軽くうなずいた。


「ええ。このあいだ落としちゃって。買おうかしら」


　そう言いながらも、元あった場所に戻す。あまり未み練れんはないらしい。対照的に、舞穂はたくさん食器を抱えていた。


「これとこれも……。夕菜さんは買わないの？」


　ぎろっと夕菜の目玉が動く。


「買いません」


　舞穂は不ふ思し議ぎそうな顔をした。


「じゃあ舞穂の、使う？」


「使いません」


「じゃあ舞穂が選んであげる。どれがいいかな」


　彼女は手を伸ばして棚たなを探さぐる。夕菜は咳せき払ばらいをした。


「気をつかわなくていいです……。それより、そろそろ手を離はなしませんか」


　舞穂がきょとんとした。片かた手てが和樹の右手を握にぎっている。レジに行くとき以外、ずっと繫つなぎっぱなしであった。


「なんで？」


「こっちの事情もあるんです。だいたいそれはわたしので……こほん。和樹さんも離してください」


「えー、離そうと思うんだけど、舞穂ちゃんがそうさせてくれなくて」


　この店に来る途と中ちゆう、何度か指を解とこうとしたのだが、そのたびに舞穂が悲しそうな顔をするので、つい握ったままになっているのである。


「力ずくで離したらどうです」


「いやそれも……」


「じゃあ夕菜さんとも手を繫ぐ」


　舞穂が、空あいている自分の手を差し出した。嫌いやがらせでもなんでもない表情と仕し草ぐさに、夕菜の顔が引きつる。


「……和樹さん、ちょっとそのままでいてくださいね」


　彼女は食器の向かいにある台所用品をまさぐった。やがて平たい箱から肉にく切きり包丁を取り出す。ちらりと二人に目を向けると、背で手のひらをぽんぽんとやった。


「これ、切れ味良さそうですね。動かないでください」


　夕菜は振りかぶる仕草をした。


「和樹さんの肩かたの付け根を斬きり落とします。そうすればいつまでも舞穂ちゃんとお手て繫いでいられますよ」


「うわっ、ちょっと！」


　和樹は慌あわてて振りほどいた。





　その後も夕菜がフードプロセッサーで和樹の頭を粉こな々ごなにしようとするとか、釘くぎで壁かべに打ちつけようとするとかあったが、なんとか買い物を済すませた。


　三人は同じ道をたどって帰き途とにつく。配送を頼たのまなかったので、大きな荷物はカートを使うことになった。夕菜が「わたしのときはこんなに優やさしくなかったですね」と文句を言うので、和樹がひいひい言いながら運ぶはめになった。


　和樹の部屋の真向かい、夕菜の部屋に運び入れる。実は和樹は、中に入るのは初めてだった。


　舞穂は楽しそうに荷物を整理しながら、私し物ぶつをしまっていく。和樹も手伝った。夕菜は腕うでを組み、指さし図ずする係である。


　クローゼットに服を入れたり、勉強道具の整理をする。それほど量はないので、大変ではない。


　部屋のベッドは、相部屋を想そう定ていしているので二段になっていた。上段はなにも置かれてなく、薄うすい板が敷しいてあるだけだ。


「舞穂、上で寝ねたい」


「いいですよ」


　興きよう味みなさそうに夕菜が返事をする。


「どうせわたしは下で寝てましたから。夜中に落ちないでくださいね」


「舞穂は寝ね相ぞういいよ」


「落ちた音で目が覚めたくないんです」


　つんとした。


　舞穂はマットレスの梱こん包ぽうを解とくと、二つ折りにしてベッドの上に載せようとした。が、背が低いので届とどかない。持つというよりはしがみついている感じで、よろめいて何度か尻しり餅もちをついた。梯はし子ごに足をかけるが、うまくいってない。


　夕菜は黙だまって近づくと、マットレスに手を掛かけた。つま先立ちして押し上げる。少し揺ゆれたあと、収おさまる。


「ありがとう夕菜さん」


「……早くすませてくれないと困こまるんです」


　相変わらず不機嫌な声で言った。


　それからしばらく作業して、とりあえず二人が生活できる環かん境きようになった。引っ越し荷物の量は少なかったが、買い物に行った時間が遅おそかったので、外はすっかり暗くなっていた。


　一休みする。なにか満たされていないことがあった。


「腹はら減へったな……」


　和樹は下した腹ばらを押さえた。普ふ段だんとる夕食の時間はとっくに過ぎている。


「そうですね。でも、食堂もう終わっているんじゃありませんか」


　寮りよう内ないの人数が多いので、食堂はかなり長い間開いている。それでもこの時間になると、調ちよう理りする人が帰き宅たくしていた。


「出前になるかな」


「そっちもやってないかもしれません」


「舞穂が作るよ」


　と少女が言った。


「この部屋の台所、狭せまいからたいしたことできませんし、材料もあまりありませんよ。厨ちゆう房ぼうに行けば……」


「ここで大だい丈じよう夫ぶ」


　舞穂は備そなえつけの冷れい蔵ぞう庫こを開けた。たまに夕菜が料理をするので野や菜さいが入っているが、それでも大だい根こんとナスが少し、あとは調味料くらいしかない。


　だが彼女は慣なれた手つきで包丁を振るった。


　見事な手さばきだった。皮むき、下ごしらえ、煮に込こみと手間取ることなく続けていく。料理は建けん築ちくと同じで効こう率りつの良い手順が大事なのだが、腕うでに自信のある夕菜も感心するくらいであった。和樹にいたっては目を丸くするしかない。


　あっという間にふろふき大根、ナスの直じか煮にができあがった。ご飯はんにみそ汁しるもついている。テーブルに並べられた。


　和樹と夕菜は箸はしをつけた。


「どう？」


「……おいしい」


　夕菜がつぶやいた。味つけが完かん璧ぺきに近い。和樹も箸を口に入れたまま絶ぜつ句くする。


「よかった。お料理得意なんだ。コーヒーや紅こう茶ちや淹いれるのもうまいよ」


「またキャラがかぶる……」


　とこぼす夕菜。和樹は驚おどろいたまま、訊きいた。


「でも、料理、習ったの？」


「ううん。自分で覚えた。じゃないと食べられなかったから」


「え？」


「家で残り物ばかりだったから、工く夫ふうしてたの。台所に立って、包丁もそのとき使えるようになったんだよ」


　自じ慢まんするように言う。褒ほめられたのが嬉うれしかったらしい。だが二人は、眼めをしばたたかせていた。


「でも、お母さんとかは？　舞穂ちゃん、お金持ちみたいだし」


「そうじゃないよ」


「だってお金をたくさんもっていたじゃない」


「あれは送られてきたの。お母さんもお父さんもそんなに会ったことない。お仕事忙いそがしいから。舞穂はおばさんの家にいた」


　ちょっと声のトーンを落として、彼女は語った。


　舞穂の両親は外交官で、ずっと海外に赴ふ任にんしているらしい。しかもまだ幼おさないころ離ればなれになったので、ほとんど顔を見たことがない。彼女自身は、親しん戚せきの家に預あずけられていた。


　特とく殊しゆな魔ま力りよくのため、その家では浮ういていた──というのは二人の想そう像ぞうだが──ようだ。同年代の子こ供どももおらず、親戚も商売をおこなっていたので、構かまっている余よ裕ゆうがなかったらしい。とはいえ食べなければならないので、自然と料理を覚えることになる。


　その親戚も不景気で商売が立ちゆかなくなり、舞穂は自然と出ていくことになった。


「魔法があるから、本当は病院に行くつもりだったんだけど、紫し乃の先生に連つれてこられたの。学校に行けるから、嬉しかった」


　明るく喋しやべっていた。そのため軽くとらえてしまいがちになるが、やはり言葉の端はし々ばしに辛つらさのようなものがにじみ出ている。魔力で特別扱あつかいされるのも放っておかれるのも、楽しいことではないだろう。思うに幼い口調も、自分を守る一種の手しゆ段だんなのかもしれない。


　夕菜は料理に手をつけず、ただ聞いていた。


　やがて、箸を置く。


「なんか、わたしに似にてます……」


　彼女も両親とは離はなれて暮くらしていた。小さいころは、引っ越しばかりで友達もいなかった。


「夕菜さんも、そうなの？」


「ええ……。ここに転校するまでは、海外にいました。日本の学校はあまり……。だから葵学園って、初めての居い場ば所しよなんですよね」


「舞穂はね、夕菜さんと反対に、お父さんお母さんがいる外国に行くかもしれない。いつか分からないし、すぐかもしれないけど……。でもそれまではここにいる」


　舞穂が笑顔を作った。夕菜もつられて笑う。


「そうですよね。わたしもずっといるつもりです。ここ好きですし……」


「舞穂も好きだよ。和樹君いるもん」


「それは余よ計けいです」


「なんで。和樹君も、舞穂のこと好きだよね」


　突とつ然ぜん振ふられて、和樹は戸と惑まどった。箸をくわえながら考える。


「え。んー、そうだなあ……」


「ちょっと和樹さん、なんでそこでためらうんですか。わたしというものがあるのに」


「舞穂というものもあるよ」


「それも余計です！　和樹さんはわたしのものなんですから」


「えー、舞穂も欲ほしい」


「駄だ目め！」


　癇かん癪しやくを起こしかけた夕菜を見て、舞穂がこそっと和樹の背はい後ごに隠かくれる。
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「また怒おこってる……」


「怒ってません！　正当な所しよ有ゆう権けんの主しゆ張ちようです！　なんでそうやってべったりくっつくんですか。和樹さんもへらへらしない！」


「へらへらって言うか、困こまってんだけどな……」


「そうだよ。舞穂の大事な人なんだから」


　和樹の背中に身体からだを押しつけながら舞穂が言った。腕にもしがみついているので、夕菜のボルテージがどんどん上がる。


「まーったく、やっぱりそうやって可愛かわいいふりして和樹さんに媚こびを売るんですね。さっきの同情撤てつ回かい。あなたはわたしの恋敵ライバルです！」


「なんでライバルなの？」


「生なま意い気きな。そういうことばかりすると、ここから出ていってもらいますよ！」


「そうしたら和樹君のところに泊とまる」


「……うがーっ！」


　ついに夕菜は包丁を持ち出して暴あばれ始め、和樹は急いで止めに入らなければならなかった。





　夜になり騒さわぎも沈ちん静せい化かして、和樹は自室に戻もどった。向かいではたまにどたばた音がする。夕菜が騒いでいるようだったが、しばらくするとそれも収おさまった。


　かなり遅おそくなったので、電気を消して布ふ団とんに入った。色々あったためか、すぐにうとうとする。


　そのため、最初はノックが聞こえなかった。


「和樹さん、和樹さん！」


　夕菜の声。叩たたく音もかなり大きい。


　寝ね入いりばなだったので、頭がはっきりしないまま扉とびらを開けた。


「どうしたの」


　夕菜の顔は、薄うす暗ぐらい廊ろう下かでもはっきり分かるほど青ざめていた。


「舞穂ちゃんが……いないんです」


「いない……えっ」


　とりあえず夕菜の部屋に行く。食しよつ器きが片かたづけられている以外、さっきと変わるところはない。だがベッドの上の段が空だった。毛布も乱みだれておらず、きちんと畳たたまれている。


　すぐに眠ねむ気けが飛んだ。室内には舞穂の服もなかった。


「舞穂ちゃん、どこ行ったの!?」


「わ、分からない……分からないんです」


　夕菜が目に涙なみだをいっぱいに溜ためながら答える。


「夜中に物音がしたんですけど、わたし気にしないで寝てたんです。それでお手て洗あらいに行こうと思って起きて、ふと見たらもう……」


「どこに行ったか、心当たりはある？」


「全然……。でもいつか出て行くって、もしかしたら……。わたしがずっとひどいこと言ったから」


「自分を責せめるのはあと。早く捜さがそう」


　二人は夜の町へ出た。


　あたりは静まりかえっている。かすかに犬の鳴き声がしたが、それもすぐに止やんだ。人ひと影かげもなく、街がい灯とうの明かりだけがぼんやりと光っていた。


「夕菜はあっちへ。僕ぼくはこの道を真まっ直すぐ捜す」


「分かりました」


　和樹は駆かけ出だした。夕菜も走っていった。


　周囲はほとんど民家だ。寝静まっている家も多い。和樹は分かれ道に来るたびに立ち止まって左右を見るが、舞穂らしき背せの低い娘むすめはいない。


　マンションをいくつかと公園の横を過すぎる。いつの間にか町名が変わっていた。かなり遠くまで来たはずだが見あたらない。悪い想そう像ぞうも浮うかんだが、すぐに振ふり払はらった。


　ずっと走ったが、ついに荒あらい息いきを吐はいて足を止めた。これ以上行くと線せん路ろを越こえてしまう。駅で電車に乗ったのかもしれないが、だとしたらお手上げだ。


　確かく認にんしながら、来た道を戻もどることにした。


　行きに通り過ぎた公園まで来る。向こう側がわから夕菜が走ってくるのが見えた。彼女も息を弾はずませていた。


「夕菜、見つかった？」


「いえ……。和樹さんは？」


　和樹は首を振る。夕菜は「そうですか……」と言ってうなだれた。


　二人は公園のベンチに腰こしをかけた。その間、夕菜はずっと洟はなをすすっていた。


「……わたしが、わたしが悪いんです」


「夕菜……」


「舞穂ちゃんの気持ちも知らずに、冷たいことばかり言って……。あんな小さい娘こが一人でいるなんて大変なことなのに」


「そう自分を責せめてばかりいないで、まだいなくなったわけじゃないんだから」


「もし舞穂ちゃんになにかあったら、それこそわたし……」


「大丈夫だよ」


　根こん拠きよはなかったが、そう言って慰なぐさめた。


「絶ぜつ対たいいるって。舞穂ちゃんだって一流の魔ま術じゆつ師しなんだから。もう少ししたら、また捜そう」


「でも見つからなかったらどうしましょう」


「そんなこと……あっ」


　和樹は小さい声を上げた。夕菜もびっくりしたように口に手を当てる。


　目の前では、舞穂が首をかしげていた。


「あれ？　どうしたの？」


　二人がここにいることを、舞穂の方でも驚おどろいているようだった。


「舞穂ちゃん！」


　同時に声が出た。


「はい？」


　きょとんとしていた。その姿すがたを見て和樹は安あん堵どのあまりへたり込み、夕菜は彼女を抱だきしめた。


「よかった……」


「ん……苦しいよ」


「よかった……本当によかった」


　最初はむぐむぐ言っていた舞穂だったが、言葉を聞いたのか、されるがままになっていた。その髪かみを夕菜は何度もなでた。


　和樹も心底ほっとした。


「安心したよ……。でも、どこに行ってたの」


　彼女は夕菜の腕うでの間から顔を出して答えた。


「お買い物。駅の向こうに、遅くまでやってるお店があったんだよ」


　ビニール袋ぶくろを持っていた。中から紙かみ製せいのクッションに包まれたものを取り出す。


「これ夕菜さんの」


　包みから出てきたそれは、マグカップだった。


「割わったって言ってたから、買ってきちゃった。明日の朝、紅こう茶ちや飲むのにないと困こまるもん。舞穂のとお揃そろい」


「なんで……」


　舞穂は笑った。


「だって、夕菜さんのこと好きだから」


「もう……買わなくていいって、言ったのに」


　夕菜がまた強く抱きしめる。
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「むぐ……」


「ごめんなさい。本当にごめんなさい。あんなにひどいこと言って」


「いいよ。和樹君は夕菜さんのこと凄すごく怖こわいって言ってたけど、舞穂は気にしなかったよ」


「そう……？　和樹さんはなんて言ってたんです？」


「あー、それはこっちの話」


　和樹は夕菜と舞穂を引き離はなそうとする。しかし、


「えっとね、暴ぼう力りよく団だんの借金取りとか、ニューヨークに上陸したトカゲ怪かい獣じゆうみたいだって。怒おこるとビルを壊こわすし攻こう撃げきするって……」


　和樹は慌あわてて舞穂の口を塞ふさいだ。が、全すべて夕菜の耳に入ったあとだった。


「へーえ、そんなこと言ってたんですか。ふーん」


　夕菜は笑え顔がおを貼はりつけたまま、とことこと公園の入り口まで歩く。そして無言で地面に刺さしてある鉄てつ柵さくを引き抜ぬいた。


「……！」


　和樹の心しん臓ぞうがひっくり返った。夕菜は逆ぎやくＵ字型の鉄柵を片かた手てで摑つかんだまま近づいてくる。


「夕菜、夕菜さん……あのっ、なにかお気に障さわったところでも」


　なだめようと弁べん解かいするが、彼女は血走った目を見開いて、一歩一歩接せつ近きんしてきた。


「あのですね、あれは言葉の遊びというか日本語表現の問題でして、ともかく夕菜さんの人じん格かくや素そ行こうには一いつ切さい関係のないいわば通知表に書くことなくてネタをひねり出す教きよう師しと同じような心しん境きようというか方ほう策さくと申しますか我われながら出来の悪い冗じよう談だんだとも思っているんですけどあのもしもし聞いてますか？」


「……つまり、舞穂ちゃんにわたしの悪口を教えていたんですね」


　柵が魔ま法ほうを注入され白く光る。彼女は大きく振りかぶり、同時にオーラで髪の毛が浮かび上がった。


「えーっとえーっとえーっと」


「……覚かく悟ごはよろしいですね」


　和樹は答えずに、隣となりの少女に顔を向ける。


「舞穂ちゃん」


「なに」


「一人で帰れるよね」


「うん」


「じゃあ、僕はちょっと遠くに行ってくるから。もしかしたら、遺い骨こつになって帰ってくるかもしれないけどね。じゃ！」


　言うなり、背を向けてダッシュする。すぐさま夕菜も地面を蹴けった。


「待ちなさーい！」


「ぎゃーっ！」


　和樹はわき目もふらずに遁とん走そうした。


　悲鳴は夜の町並みに、相当長く響ひびいたという。




　第三話　やきもち妬やくは我われにあり












　問い。　二年Ｂ組生徒の一人が草原を歩いていた。するとそこに虎とら、ライオン、クラスメートが現あらわれた。使える魔ま法ほうは三回だが、三回とも使うと死んでしまう。さてどうするか。





　答え。　クラスメートに攻こう撃げき魔法二回。







　これはある生徒会役員が戯たわむれに作ったクイズである。反はん応のうは眉まゆをひそめるものから腹はらを抱かかえるものまで様さま々ざまだったが、当のＢ組は真ま面じ目めに考え、実に九割わりの正せい解かい率りつをあげた。残り一割は「俺おれなら三回とも使ってやる」であった。


　かように二年Ｂ組生徒は、身内をもっとも憎にくむ人種であった。彼らの理り論ろんによると、「世の中にはかご一杯ぱい分の幸せしかなく、人間はあまりに多い。ならば手近なものから数を減へらすのが常じよう道どう」ということになっていた。優ゆう先せんすべきは自分であり、友ゆう情じようなる目に見えないものではないのであった。


　そのＢ組に「新しい友人」、すなわち転校生が加わったらどうなるか。


　歓かん迎げいされることはまず考えられなかった。数を減らそうとしているのに増ふやすのは間ま違ちがっている。紛ふん争そう地ち域いきの国こつ境きようにトラブルの種をまくようなものである。それにこのクラスは、種から花が咲さくスピードが異い常じようなまでに速いのであった。


　とはいえ何事にも例外はあった。例たとえば、転校生が可愛かわいい女の子であったり、素す直なおな良い子であった場合である。前者は可愛いからであり、後者は利り用よう価か値ちがあるからだ。問題はこの二つを兼かね備そなえていた場合で、混こん乱らんしてしまうことが多い。あまりにささくれだった青春を送っているため、純じゆん粋すい無む垢くな存そん在ざいに出会うと一目置いてしまうのだ。そして栗くり丘おか舞まい穂ほは、まさにそういう転校生だった。





　朝のホームルームで舞穂が紹しよう介かいされたとき、教室内には色白で幼おさなげな顔立ちに対する歓かん声せいと、戸と惑まどいがちなざわめきが広がった。「おおっ、可愛い」「ちっちゃーい、人形みたい」という声と、「ちょっと子こ供どもっぽいな。どこのクラスの刺し客かくだ」「背はい後ご関係を洗あらう必要があるわね」という声がごっちゃになっている。転校生に対する、Ｂ組独どく特とくの反応であった。


「まったく、アンタたちは同じような感想しか出てこないの」


　担たん任にんの伊い庭ばかおりが呆あきれたように言った。


「ま、どうせすぐに可愛い方が使えるとか言い出すんだろうが……。とにかく、栗丘は訳わけあって飛び級で入学しただけで、本当は中学生なんだからな。あまりアンタたちの色に染そめたりしないように。わたしも純情な教え子が一人くらい欲ほしい。じゃあ栗丘は席について」


　舞穂はかおりにうながされるとぴょこんと頭を下げ、自分の席にくると高い椅い子すをよじ登るようにして座すわった。ちらりと式しき森もり和かず樹きの方を見るとにっこり微笑ほほえむ。いかにも嬉しそうな雰ふん囲い気きであった。


　和樹は戸惑いながらも、返事代わりに小さく手を振ふった。彼女はいっそう嬉しそうな顔をした。


　舞穂は和樹の「使用したら世界が破は滅めつする」力を抑おさえるために、わざわざ転校してきたのである。特別な魔力の持ち主で、互たがいに力をうち消しあうようになっている。彼女は和樹のことが気に入ったらしく、拾ひろわれた子犬みたいにじゃれついていた。


　彼も嫌いやな気分ではなかった。まるで妹ができたようだ。ただ、右の席で注ちゆう射しや針ばりのような視し線せんを飛ばす女の子の問題を除のぞけば、であるが。


　和樹は恐おそる恐る盗ぬすみ見た。宮みや間ま夕ゆう菜なが目玉だけを動かしてこっちを睨にらんでいた。


　いつもは愛あいらしく、珠たまのような瞳ひとみが、怒いかりモードになりつつあった。後ろで結むすんだ豊ゆたかな髪かみも、燃もえているような気がする。二学年きっての清せい純じゆん派はと呼よばれて久ひさしいが、性格まで大人しいとは限かぎらない。


（和樹さん、嬉しそうですね）


　小さいながらも、棘とげのある声で言ってくる。


（いや、そんなこと……）


（頰ほおがゆるんでます）


　急いで触さわってみたが、よく分からない。


　夕菜は余よ計けい冷ややかな顔になった。


（舞穂ちゃんが同じクラスでよかったですね。席も近くでとっても幸せそう）


（だって僕ぼくのそばにいなきゃまずいから……）


（ふーん、そうですか）


　弁べん解かいなんか聞きませんとばかりに、夕菜はそっぽを向いた。


　和樹は唾つばを飲み込んだ。いつものあれである。以前は教室でむっとした顔をすることはなかったが、最近は遠えん慮りよがなくなりつつある。彼女も舞穂がやってきた理由は知っているし、少し前にトラブルがあったものの、それほど嫌きらったりはしていない。だが「それとこれとは話は別です」のようで、やはり怒おこるのであった。


　彼としては頭を低くして、「夕菜の怒りが早く過すぎ去さりますように」と祈いのるしかない。自分の周囲に女の子が増えると、トラブルは自乗されて追加される。どうにかならないのかと、最近は夜になると宗しゆう教きよう書しよをひもとく毎日である。


　そんな気持ちを無む視しするかのように、授業は滞とどこおりなく進んでいった。


　和樹が口の中で厄やくよけの経きようを唱となえているうちに昼休みとなった。当然、舞穂の周囲には可愛さに引かれた生徒たちが黒山の人だかり……にはならない。


　純情そうな舞穂の存在に生徒の間から迷まよいが起こり、自然と足を止めてしまったのである。すでに授業中から「栗丘舞穂を操あやつっていると推すい定ていされるクラスと生徒の一いち覧らん」が回覧されており、混乱に拍はく車しやを掛かけていた。それに対たい抗こうして「破は壊かい工作員でも可愛いから許ゆるす。それより彼女を危き険けん人物に仕立てあげる獅し子し身しん中ちゆうの虫むしリスト」まで出回り、現げん在ざいは怪かい文ぶん書しよ合戦に発はつ展てんしている。


　舞穂自身はそんな空気を気にしないのか、和樹の席までやってきた。近くの椅子に腰掛けようとする。


　しかし空あいている席がない。彼女はきょろきょろしていたが、やがて和樹の椅子に、身体を割わり込こませた。


「え、ちょっと……」


「一いつ緒しよに座すわる」


　一つの椅子に、二人で座る格かつ好こうになった。舞穂は落ちないように、和樹の腕を摑つかんでいた。にこにこしながら身体からだを預あずけてくる。


　和樹は拒きよ絶ぜつするわけにもいかず、そのままにしておいた。


　背中に針のような痛いたみを感じた。今度はクラスからのものであった。「舞穂ちゃんと話をする順番を決めるのに、記名投票を採さい用ようするか否いなか」で激げき論ろんを交かわしていた生徒までもが、不ふ審しんの眼めを向けている。


　制せい服ふくの内側が汗あせでにじむ。なにしろ「他人の幸せを見ると悔くやし涙なみだが止まらなくなる」と訴うつたえる連中である。夕菜との関係が疑うたがわれているのに、舞穂のことまでバレたら、せっかく取り戻した命が危あぶない。


　教室が不ぶ気き味みに静まりかえる。クラス内の温度が上がりつつあった。誰だれかが声をあげれば、即そく座ざに暴ぼう動どうが起こりそうな気け配はいである。


　ボキッ。
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　どきっとして隣となりを見ると、夕菜が「あらいけない」と言って、手の中で二つに折おれたシャーペンを片かたづけているところであった。首くび筋すじが冷たくなり、慌あわてて舞穂に訊く。


「ま、舞穂ちゃん。なにか用？」


　彼女の小さな頰ほおが膨ふくれた。


「用がなきゃいけないの」


「……うん。用がないと、僕の身が危ない。あっても危ないけど」


「むー。んとね。和樹君は、クラブ入ってる？」


「クラブ？　部活はやってないけど」


　舞穂は、やや悲しげな顔になった。


「えー、同じとこに入りたかった」


　どうやら部活動をやりたいらしい。話を聞くと、中学ではなにもやっていなかったので、ここではなにかクラブに所しよ属ぞくしたいと言う。


「じゃあ、一緒にクラブ見に行って」


　舞穂の言葉に和樹は、あいまいにうなずいた。入学して二年目になるのだが、どんなクラブがあるのかよく知らないのだ。探さがしながら校内を回ることにする。


　昼休みだし、それほど嫌なことではない。夕菜も誘さそおうかと思ったが、「あなたたちのお話には興味ありません」と言いたげな顔をしていた。ただし両手は頑がん丈じようそうな革かわ製せいのペンケースを引きちぎっている。


「……舞穂ちゃん、二人で行こうか」


「うん」


　和樹は急いで席を離れると、教室の扉を開けた。舞穂は彼の袖そでを摑んだまま、一緒にくっついて廊ろう下かに出ていった。





　二人の姿すがたがなくなると、Ｂ組内の緊きん張ちよう感は急きゆう速そくに薄うすれていった。その代わり、各自の体内に蓄ちく積せきされた悪意が一いつ斉せいに噴ふき出した。


「なんで式森と舞穂ちゃんが仲なかいいんだよ！」


「最近女に縁えんがありすぎねえか!?」


「あいつは道ばたの野犬と付き合ってりゃいいんだ！」


　暴ぼう言げんの集しゆう中ちゆう豪ごう雨うであった。なにしろ妬ねたみ嫉そねみをエネルギーにして生きている連中である。百ひやく億おく歩ほ譲ゆずっても、自分らの眼がん前ぜんでの幸福は許ゆるされない。男子だけではなく女子も罵ののしっていた。


「みんな、これは由ゆ々ゆしき事じ態たいだ！」


　スポーツマン風の男が叫さけんだ。仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこである。


「転校してきたばかりの舞穂ちゃんが、式森に連れ去られようとしている。こんなのを許しておけると思うか!?」


　教室中から「許せるか」「あの悪あく魔まめ」と声があがる。


「あいつの考えは分かっている。きっと舞穂ちゃんを眠ねむらせ、香港ホンコンだかウズベキスタンだかに売り飛ばして巨きよ万まんの富とみを稼かせぐに違ちがいない。俺たちのやるべきことはただ一つ。式森のような奴ど隷れい商しよう人にんをＢ組の恥はじとして罰ばつし、クラスに平和と秩ちつ序じよを取り戻すことだ！」


　仲丸のアジは、同意の声で受け入れられた。元々こういう感情を煽あおることを得意としている男である。またクラス全体が和樹に嫉しつ妬としているので、簡かん単たんに乗った。


　仮かりに和樹と舞穂の関係が切れたら、今度は内部で抗こう争そうを始めるだけなのだが、なにしろ目先にとらわれることを得意としているため、怒りのボルテージはかつてないくらいに高まっていた。


「式森君は部活棟とうに行ったみたい」


　知的なイメージのある女子が言う。松まつ田だ和かず美みだ。


「一いつ刻こくも早く捕とらえる必要があるわね。遠くに逃にげられないうちに。校庭にヘリを呼ばれたら打つ手がなくなるわ」


「確たしかに。車でもやっかいだ」


　仲丸がうなずく。


「三手に分かれよう。ここの内部捜そう索さく班はんと校外への脱だつ出しゆつ封ふう鎖さ班、部室棟を押おさえる班だ。魔ま法ほうの使用は制せい限げんなし。発見したら先せん手て必ひつ勝しようで捕つかまえる。行こう！」


　一いつ斉せいに立ち上がる。教室から飛び出そうとした。そこに、


「待ってください」


　静かな声がした。


「これから捕まえに行くんですよね。そんなことをして、なんになるんですか？」


　夕菜であった。多少目つきが鋭するどいが、いつもと変わらぬ優やさしげな表情である。


「捕まえなきゃ始まらないわ。式森君の横おう暴ぼうをみんなで──」


　夕菜は和美の台詞せりふを手で遮さえぎった。


「そうじゃありません。罰するんですよね」


「そうよ」


「でしたら、捕まえるなんて生ぬるいことじゃいけません。息の根を止めるくらいじゃないと。和樹さ──式森さんの罪は容よう易いに償つぐなえないくらい大きいものなんです。逮たい捕ほして裁さい判ばんなんてやっていたら、世界中に禍か根こんを残します。そうです、許してたまるもんですか」


　言葉と共に今までの柔やわらかな顔が消えていく。彼女のまなじりがどんどん吊つり上がり、口も裂さけたようになって犬歯がのぞいた。


「だいたい舞穂ちゃんを見るとへらへらへらへら、すぐに鼻の下を伸ばすような人がいけないんです。嫌なんだか嬉しいんだか、ずっとにやけっぱなし。人類全すべての罪つみをあわせてもあまりある重さです。あんな人には地じ獄ごくすら新しん幹かん線せんのグリーン席です。もっと辛つらい、口がきけなくなるくらいの裁きを下さなければならないんです！」


　溢あふれた怒りをそのままに腕うでを振ふるった。轟ごう音おんがする。目にも止まらぬ速さで、壁かべに拳こぶしを叩たたきつけたのだ。


　夕菜は廊下まで貫かん通つうした穴あなから、腕をゆっくり引き抜いた。


「二度とこんなことができないようにしてやりますとも。ええ……」


　昏くらく笑う。その表情を見て、さすがのＢ組生徒も一歩後ろに下がるのであった。





　部室棟は校こう舎しやからやや離れた、校庭の一いつ角かくに建っている。旧きゆう校舎があったところだ。


　旧校舎は幽ゆう霊れいだったころの和樹とクラスメートが大騒ぎをやらかして破壊されてしまい、今は跡あと形かたもない。元来取り壊こわすつもりだったこともあり、跡地に部室棟を建設したのである。棟は二つに分かれていて、それぞれ体育系けいと文化系が入っていた。


　どちらも完成して間もないため、大変綺き麗れいである。校庭に面しているので、体育系クラブにはかなり歓かん迎げいされていた。


「舞穂ちゃん、運動好き？」


「あんまり。でも見るだけなら」


　そう言うので、体育系が入っている第一棟から入ってみることにした。とりあえず手近な扉とびらをノックして名を名乗り、開ける。


　部屋は結けつ構こう広かった。天てん井じようも高い。トレーニング器材らしきものもある。だが色は迷めい彩さい色しよくで塗ぬられており、ジャングル内にいるような気がする。隅すみには土ど囊のうが積み上げられていて、年代物の無線機が据すえられていた。床ゆかにはヘルメットが置かれてあり、奥おくの壁かべにはパラシュートで航空機から飛とび降おりている兵隊の絵がかかっていた。


　目を丸くする二人に、大おお柄がらな緑色の服を着た男子生徒が手を広げて出で迎むかえた。


「あらゆる困こん難なんに耐たえることこそ戦士への道。ようこそ、降こう下か猟りよう兵へい部ぶへ」


「……こうかりょうへい？」


　和樹と舞穂は合唱した。男子生徒が大おお仰ぎようにうなずく。


「この部こそが葵学園を支ささえる栄光あるクラブ。別名緑の悪魔だ。敵てき地ちへの早期の展てん開かいを主しゆ任にん務むとし、制せい圧あつ、あるいは味方が到とう着ちやくするまでの確かく保ほをおこなう。損そん害がいは増ふえるがむしろそれを誇ほこりにしている」


　大たい層そうな演えん説ぜつを聞かされた二人は、ぽかんと口を開けた。


「いやその……なにするところなんですか」


「先ほど言った通りだ。各高校にも同じようなクラブがある」


「そんな馬ば鹿かな。だいたいうちは魔法使いを養よう成せいするところだったんじゃ……」


「健けん全ぜんな魔法は健全な肉体に宿る。すなわちクレタ島に降下しても己おのれを見失わない身体からだを作れということだ。見たまえ、我々は日夜訓くん練れんを欠かさない」


　見ると同じような緑色の軍服を着た生徒が、なにかやっている。よく見るとそれは、六分の一ほどのフィギュアを手に持ち、高いところから落とす真ま似ねをしているのであった。ご丁てい寧ねいにエンジン音の口真似までしている。隅の方ではフィギュアに持たせる銃じゆうの考こう証しようを巡めぐって論ろん争そうまでしていた。書類も散さん乱らんしているが、どうもあれは同どう人じん誌しの原げん稿こうらしい。


「……どこが体育系なんだ」


「イメージトレーニングは重要だ」


　和樹は頭ず痛つうがしてきた。舞穂もしきりに「この人なに言ってるの？」と訊きいてきていた。


「すみません。遠慮します。僕より彼女がついていけません」


「それは残念なことだ。そう言えばさきほど仲丸という男から伝言があったぞ」


「は？　仲丸ですか」


「うむ。『Ｂ組内部で反式森の動きが発生。宮間夕菜が血けつ相そう変えて探している。第一棟に向かう可か能のう性せいがあるので、近づかないよう』ということだった」


「はあ……仲丸が」


　和樹は首をひねった。親しん切せつすぎるのだ。いつもなら自分から率そつ先せんして和樹を探しにかかる。「俺は式森の親しん友ゆうだ」と言ってはいるが、友人と敵てきの区く分わけが大変あいまいな男なのだ。もっとも抜ぬけ駆がけも得意なので、そのためかもしれない。


　とりあえず和樹は礼を言った。


「やばいらしいんで、僕ぼくたちはこれで」


「また来たまえ。いつでも歓かん迎げいする。それと忠ちゆう告こくしておくが、戦せん車しや猟りよう兵へい部ぶには行かないように。あんなところは即そく座ざに東とう部ぶ戦せん線せんだ」


　行かないよ、とつぶやいて二人は降下猟兵部を出た。





　忠告通り、第一棟を離れた。離れたところにある第二棟に行く。夕菜に出会うと危き険けんなのでやめにしたかったが、舞穂が不満げな顔をするので、手早く済すませることにした。どうせ昼休みだけだ。


　これも新しん築ちくの階段を登る。手すりも廊ろう下かも新しかった。一番手前の扉とびらを、ノックしてから開ける。


　室内は薬くすり臭くさかった。スチール製せいの棚たなが壁かべ際ぎわに据すえられていて、埃ほこりが積つもらないようガラスで仕切られている。そこには薬品やら顕けん微び鏡きようやら、昆こん虫ちゆうの標ひよう本ほんまで飾かざられていた。


　奥にパイプ椅い子すがいくつかあり、少女が一人座すわっていた。


　彼女は顔を上げた。


「はい……なんだ、式森か」


「凜りんちゃん？」


　なんでここに、と訊きく和樹に、神かみ城しろ凜は当たり前のように答えた。


「ここは生せい物ぶつ部ぶ室しつだぞ」


　振り返って扉を見た。確たしかに「生物部」と書かれている。


「そっか、ごめん。でも部室棟に部屋がいるの？」


「理科室だけでは資し料りようが置ききれなくなったのでここを借りた。で、なんの用だ」


　訊かれて、和樹は舞穂のことを話した。凜は興きよう味みあるような、ないような表情をしている。


「さっきからここの中回っているんだけど、ちょっと、というかかなり変わったところが多くて。でも生物部ならいいかも」


　和樹は舞穂の方を見る。彼女も首を縦たてに振ふっていた。


「舞穂、こういうのも好き」


「どうかな凜ちゃん。入部してもいいよね」


　凜は話を聞いて、ゆっくりうなずいた。


「そうだな。私は構かまわんし、誰も反はん対たいしないだろう。じゃあこっちのノートに名前を……」


　言葉が止まる。凜の目が細ほそくなった。なにがあったのか、二人のことをじっと見ていた。


　こほん、と彼女は咳せき払ばらいをした。


「あー、入部手続きの前に訊きたいことがあるのだが、その……なんだ」


　和樹は怪け訝げんな顔をした。


「なに？」


「まあたいしたことではないし、このことで私を誤ご解かいしてもらっても困こまるのだが……単なる好こう奇き心しんからくる質問だ。も、もちろん、無む理りして答えが知りたいわけではない。知らなくても私にはなんの問題もないからな」


　やけにあいまいな台詞せりふだった。珍めずらしく言葉がつっかえていて、小さな声だった。顔にもやや赤みが差さしていた。


「……その、お前はたちはいつも、手を繫つないでいるのか」


　和樹と舞穂は、生物部室に入る前から手を握にぎっていた。凜と会話をしているときも、ずっとそのままである。


「そうかな。まあなんとなく」


「そ、そうなのか。では、訊くぞ……えー、あの、あれだ、お、お前たちは……なんというか……つ、付き合っ……」


「え？　ごめん凜ちゃん。よく聞こえなかった」


　和樹が訊き返す。彼女の声がよりいっそう小さくなった。


「だっ、だから、お前たちは付き合って……」


「え？」


　突とつ然ぜん、凜が顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なった。


「うるさい！　何度も言わせるな！」


　いきなり怒おこられ、和樹はついたじろいだ。舞穂もしがみついてくる。


「一度で聞き取れ！　人に手間をかけさせるな！」


「な、なに怒ってるんだよ凜ちゃん」


「黙だまれ！　だからお前は嫌いやなんだ！　人の気も知らないで……。とにかく、入部は取り消すことにする！　認みとめない！　出て行け！」


「ちょっと待ってよ。それ、酷ひどくない？」


「酷いものか！　きわめて普ふ通つうの処しよ置ちだ！　ここは絶ぜつ対たい駄だ目めだ！　他にしろ！　さっさと行け！　行けったら行け！」


　激げつ昂こうした凜によって、二人は強ごう引いんに生物部室を追い出された。





　なんのことか理り解かいする間もないまま凜を怒らせた二人だったが、仕方がないので次を探すことにした。


　さっきみたいに確かく認にんしないで開けるわけにもいかず、プレートを見て二人で話をしてから中に入る。何な故ぜか「か部」「ちくわ部」「花王のバ部」等などが目についたが、このような理解に苦しむ名前をしたクラブは避さけるようにした。


　どこも部員は親しん切せつだったが、舞穂が入部を納なつ得とくしない。なんとなくあわないという感じだったが、早く見つけないと昼休みが終わってしまうし、なにより夕菜に発見されてしまう。


　そんなことを考えていたら、声をかけられた。


「あら。なにしてんのあんたたち」


　風かぜ椿つばき玖く里り子こであった。なにか用でもあったのか、ノートを持っている。和樹は彼女にも事じ情じようを話した。


「それで？　さっき凄すごい怒鳴り声がしたけど、あれ凜じゃなかった？」


「ははは……そうなんです。それでその、玖里子さんはどこかクラブに入ってましたっけ」


「あたしは生徒会。なんなら、来る？」


　彼女は、最近生徒会の仕事が滞とどこおっていて、人手が足りないと説明した。文字通り猫ねこの手も借りたいことがあるらしく、実際野の良ら猫をペットにすることまで検けん討とうされたという。


「まさか本当に猫飼かってもしょうがないでしょ。人間が必要なのよ」


「でも全校で選せん挙きよが必要なんじゃないんですか」


「手伝いくらいなら問題ないわよ。ま、立ち話もなんだからうちの部屋に行こう」


　玖里子は二人を手て招まねきした。


　鉄てつ製せいの階かい段だんを登って、最上階に行く。彼女は鍵かぎを取りだして、一番奥の部屋を開けた。


　中は薄うす暗ぐらかった。窓に板が打ちつけてあるからで、光があまり差してこない。がらんとしていて、机つくえも椅子もなかった。


「あの……空からっぽじゃないですか」


　玖里子は和樹の疑ぎ問もんに答えず、舞穂に向かって言った。


「ごめんね。ちょっと外で待っててもらえる？　すぐ済むから」


　少女を廊ろう下かに出すと扉とびらを閉しめる。鍵をかけた。


「さあ、これでよし」


　彼女はにやりと笑うと、舌したなめずりをした。


「始めるわよ！」


　いきなり飛びかかった。突とつ然ぜんのことで和樹が戸と惑まどっていると、玖里子は体重をかけ足を払はらい、床ゆかに押おし倒たおす。


「え……えっ！　なにするんですか！」


「決まってるでしょ。やることは一つよ。久ひさしぶりじゃないかしら」


　彼女の右腕が一いつ閃せんする。ボタンが瞬しゆん時じに外はずれ、ついでにベルトまで抜ぬき取られた。和樹は慌あわてたが、巧たくみに押さえ込まれていて自由が利きかない。


「やめてください！　なんでいきなり」


「だって舞穂ちゃんと仲良さそうだし、先を越こされてるわけじゃない？　だからここらで取り戻もどそうかなって」


「かなじゃないです！　これが目的だったんですか！」


「当然よ。生徒会関係の部屋って、校こう舎しやにあるんだもん。のこのこついてきたあんたが馬ば鹿か」


「そんなー！」


　玖里子の顔がぐぐっと接せつ近きんする。絶ぜつ望ぼう感かんに駆かられる和樹。気が遠くなってきた。


　途と端たんに、轟ごう音おんがして鍵が弾はじけ飛とび、扉が開いた。


　まずい、夕菜だ、と思ったら違ちがった。


「なにをしているのです玖里子さん！」


　なんと凜だった。左手に日本刀を持ち、睨にらみつけている。すぐ後ろには舞穂もいる。


「部室棟はそのようなことをするところでは……」


　激げき情じようが混まじった言葉だったが、玖里子は予期していたかのように笑った。


「あらご苦労様。ずっとあとをつけてたでしょ。知ってるわよ。なかなか積極的になってきたわねえ」


　凜が言葉に詰つまった。それでも絞しぼり出すようにして、


「わ……私はこのような破は廉れん恥ちな行こう為いが許ゆるせないだけで……」


「無理しない。だからいつまでたっても和樹に気づかれないの。素す直なおになんなさいよ」


「……侮ぶ辱じよくする気ですか！」


　彼女は刀を抜いた。柄つかを両手で握りしめる。


「いくら玖里子さんといえど、言っていいことと悪いことが！」


「やるつもり？　あたしはいつでもいいわよ……と言いたいけど」


　玖里子が再ふたたび和樹の方を向く。


「やっぱりこっち食べるのが先ね！」


「うわーっ！」


　和樹は悲鳴をあげた。立ち上がろうとするが、両りよう肩かたを押さえられていて動けない。仰あお向むけのまま這はいずろうとした。むろん玖里子がそんなことはさせない。


「ちょっと凜、逃にげないようにそっちを捕つかまえて」


「分かりました……って、なにをさせるのです！」


　と言いながらも、和樹の身体からだを押さえる。割って入ってきたような感じだ。


「式森、大人しく……じゃない、こんないかがわしい真ま似ねはよせ！」


「凜、あんた顔近すぎよ」


「なにが起こってるんだー！」


　男一人と女二人で組んずほぐれつ。転がっているだけのようにも見え、もう滅め茶ちや苦く茶ちやである。しかもなにを勘かん違ちがいしたか、舞穂まで「遊ぶー」と仲間に加わった。


　和樹は揉もみくちゃになりながらも、懸けん命めいに抜ぬけ出ようとした。だが三人分はさすがに重く、どうにもならない。


「もうやめてください！　こんなの夕菜にバレたら殺ころされる！」


「平気よ。ここは使ってない部屋だから分かりっこないわ。安心安心。良かったわね」


　と玖里子が答える。


「良くなーい！　安心だけど良くなーい！」


　和樹はまた泣き叫さけんだ。すると、


「なにが安心なんですか？」


　やけに冷たい声がした。


　和樹ははっとなって顔を上げた。そこには腕を組み、口を真一文字に結んで、レーザーのような眼がん光こうを発している女子生徒の姿すがた。


「ゆ……夕菜」


　夕菜はまばたきもせずに睨みつけていた。


「楽しそうで結構ですね！」


「ど、どうしてここに！」


　ひっくり返りそうになった心しん臓ぞうをかろうじて抑おさえて、和樹は訊いた。


「みなさんに教えてもらいました」


　彼女は振り返った。するとそこには、仲丸を初めとしてＢ組のクラスメートたちがずらり。しかも全員、「僕ぼくたちは殺さつ意いで作られています」みたいなオーラを発していた。


「みんな……っていうか仲丸、なんで！」


「式森……俺おれがお前に本当のことを教えると思ってんのか！　全員集めるための時間稼かせぎに決まってるだろう！」


　仲丸が怒鳴る。自分が間違っているとはかけらも感じていない口調に仰ぎよう天てんしたが、クラスメートがそれに追い打ちをかけた。


「そうだ！　俺たちは仲丸を支し持じするぞ！」


「お前みたいな奴やつがいるから、高校生は駄だ目めだと言われるんだ！」


「小さいころから式森君が憎にくかったわ！」


　和樹を罵ののしる口調が本気である。口笛まで鳴らして威い嚇かくしていた。


　仲丸が一歩前に進み出る。


「やい式森。夕菜ちゃんと仲がいいと思っていたら、舞穂ちゃんにまで手を出しやがって。しかも一年の神城凜に三年の風椿先せん輩ぱいだと？　葵学園中の可愛かわいい娘こを全部さらっていく気か！　この人でなしめ、いったいどんなことで強ゆ請すってるんだ！」


「あの……どっちかっていうと、僕が強請られているんだけど……」


　口の中でつぶやく和樹。もちろん仲丸たちは聞いていない。


「恐きよう喝かつするとはなんて卑ひ怯きような奴。さいわい夕菜ちゃんは正せい義ぎに目覚めて、お前を倒すことを快かい諾だくした。もはやクラスに味方はいない。大人しく罰ばつを受けろ！」


「なんで僕がそんな目に！」


「女にもてる奴は犯はん罪ざい者しやだ！」


　恐おそるべきＢ組理り論ろんであった。結局、和樹が女の子に縁えんがあるのが妬ねたましいのである。事実がなんであるかは問題ではない。なにしろ常つね々づね「心が狭せまい方が人として正しい」と公言している連中なのだ。世界全部と敵てき対たいしているような気すらする。


　逃げ出したいが、クラスメートたちは出入り口を押さえていた。力ずくで突とつ破ぱしようにも、魔ま力りよくだけは校内トップクラスが集まっているのだ。


　凜や玖里子も、素す直なおすぎる悪意に、怖こわがるというより啞あ然ぜんとして眺ながめていた。


　Ｂ組生徒の何人かはすでに呪じゆ文もんを唱となえている。火球やら光こう弾だんやらを出しゆつ現げんさせていた。


「待って、みんな待ってくれ！」


　和樹は声を張はり上げた。


「みんな知らないかもしれないけど、その……僕が舞穂ちゃんと仲が良いのは、理由があるんだって！」


「この野や郎ろう、今度は自じ慢まんする気か！」


「そうじゃない！　僕が魔法を使うと、世界中で災さい害がいが起きるのは知ってるだろう。それを防ふせぐのに必要なんだ」


「なに言ってやがる。ここしばらく、大事じ件けんなんか起きてないじゃねえか」


　仲丸が言う。和樹はそれをうち消すため、なんとか言葉を続けた。


「違ちがうんだ。舞穂ちゃんのおかげなんだよ。彼女の魔力が僕の力を押さえているんだ。そうしてないと、また事件が起こる。だから一いつ緒しよにいる必要があるんだ！」


　必死で訴うつたえる。クラスメートたちの動きが、ぴたりと止まった。


　しばらくの間、沈ちん黙もくが支し配はいした。


　気き勢せいが削そがれつつある。全員、突つきつけられた事実に説得されたような感じだった。


「式森……」


　仲丸がつぶやいた。


「この世界が、お前たちにかかっているって言うのか。今の平和は、舞穂ちゃんのおかげだと」


「そうだよ」


「そうか……なら」


　彼は両手に火球を発生させた。


「死んでしまえーっ！」


　炎ほのおの塊かたまりが一直線に突っ込んでくる。和樹は寸すん前ぜんで伏ふせた。もの凄すごい音がして、壁に真っ黒な焦こげ目がつく。


「なっ、なにをするんだ！　本気なのか!?」


　仲丸以下Ｂ組の面々は、口々に叫んだ。


「うるせえ！　世界の滅めつ亡ぼうよりお前が憎い！」


「そうだ！　地球がなんだってんだ！」


「幸福を独ひとり占じめさせるより、不幸を分かち合うほうが我が慢まんできるってもんよ！」


　やはり彼らはＢ組であった。十じゆう秒びよう先のこと以外を考えたりはしないのである。


「なに考えてんだ……みんな死んじゃうんだよ!?」


「黙だまれ、国こく際さい社しや会かいも分かってくれる！」


　仲丸が断だん言げんした。


　縮ちぢまる包ほう囲い網もう。ほとんど悪あつ鬼きの群むれだった。もはや待ったなしとなり、クラスメートたちは全員がなんらかの魔法を使おうとしている。しかも校内では禁きん止しされているような危険な呪文ばかりであった。


　和樹は唾つばを飲み込んだ。このままでは一方的に叩たたきのめされてしまう。自分で魔法を使うわけにはいかないし、舞穂も同じだ。凜や玖里子の力も強力だが、圧あつ倒とう的てきに数が違う。


　級友たちがじわりじわりと近づいてくる。まったく逃にげる隙すきがなかった。この火力では部室棟ごと消し飛ぶだろう。


「わたしにやらせてください」


　夕菜が出てきた。他の誰よりも大きい炎を作っている。


「ちょ……ちょっと……」


「言い訳わけは聞きません！」


　彼女が振りかぶる。仲丸たちも同じような動作をした。


「ぎゃーっ！」


　思わず頭を抱かかえた。と、夕菜が突然後ろを向いた。手の中の火球を、天てん井じように放つ。


　Ｂ組生徒の頭上で爆ばく発はつした。その衝しよう撃げきで彼らの攻こう撃げき魔法が崩くずれ、四方八方に炎が飛ぶ。建物が振しん動どうし、壁の一部が崩ほう落らく。いきなりのことで全員の足並みが乱みだれた。


　そして夕菜は和樹に走り寄よって、叫んだ。


「和樹さん、皆さん、わたしに摑つかまってください！」


　彼女が短く圧あつ縮しゆく呪文を唱える。次の瞬間、テレポートで和樹の視し界かいはぶれた。





　気は失わなかったものの、コンクリートに落らつ下かした衝撃は軽くはなかった。


「大丈夫ですか、和樹さん」


　夕菜が心配そうに見つめてきた。


　和樹ははっきりしない頭を振って、なんとかうなずいた。むりやり連れ去られたため、身体からだだけではなく頭も痛いたかった。


　和樹たちは夕菜の魔法によって、校こう舎しやの屋上に運ばれていた。斜ななめ下には部室棟がうかがえるが、あちこちに放たれた攻撃魔法のせいで半分ほど消えてなくなっている。戦せん闘とうのなれの果はてであった。


　校庭では脱だつ出しゆつしたクラスメートたちが、誰の責せき任にんかで激はげしく言い争あらそっていた。


「怪け我ががなくてよかった……。急いで呪文を唱えましたから、間ま違ちがえたらどうしようって思ってました」


　ほっとしたように彼女が言う。玖里子、凜、舞穂にも異い状じようはなかった。


「ありがとう。でもその……怒っていたんじゃないの」


　和樹は訊いた。


「ええ……でも、舞穂ちゃんとのことは分かってますし、それにＢ組の人たちの方が、なんだかとても怒っていたので、和樹さんの身が危ないって思ったんです。だからあのときはわたしも怒ったふりをして、助けようって考えてました」


　夕菜がにっこりと微笑ほほえんだ。いつもの笑顔であった。


　和樹は胸をなで下おろした。


「よかった……またひどい目にあわされるのかと思ってたよ」


「そんなことないです。ひどい目にあわせようなんて思ってません。あのときは」


「うん……？」


「他の人の前で和樹さんになにかするなんて、あり得ません。あのときは、ですけど」


「そ、そうだよね……」


　彼女の口調が微び妙みように変化していた。和樹は頭上に暗雲がたれ込こめてくるような気がしてきた。


　夕菜は笑顔のままだが、よく見ると眼めがまったく笑っていない。それどころか、なにやら炎のようなものまでうかがえる。


「やっぱり和樹さんにお仕置きをする権けん利りって、わたしにだけあると思うんです。こんな大事なこと人に任まかせられません。だから、ここまで連れてきちゃいました」


「え……えっ!?」


　どばっと脂あぶら汗あせを噴ふき出す和樹。夕菜はそれに構かまわず、舞穂に振り返った。


「舞穂ちゃん、先に教室に戻もどっていてください。ここから先は、子こ供どもが見るものじゃありませんから。玖里子さん、凜さん、連れていってあげてください」


「あー、分かったわ。すぐに教室に戻るから」


　ただならぬ雰ふん囲い気きを察さつ知ちしたか、玖里子は素す早ばやく舞穂の手を取った。せかすようにして、凜と共に歩き出す。
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　三人は「なんだか夕菜さんの目つきが殺し屋みたいでした」「駄目よ振り返ったら」「和樹君泣なきそうだよ」などと言いながら、階下へ降おりていった。


　取り残された和樹は、夕菜となるべく距きよ離りを取ろうとした。しかし彼女が、離れた分だけ前に進む。


「やっぱりこうやって二人っきりになるといいですね。悲鳴も聞かれませんし」


「ちょっ、ちょっと待って。僕がいったいなにを……」


「浮うわ気きは犯はん罪ざいです」


「……うわーっ！」


　和樹はダッシュして、三人が降りた階段に向かった。鉄の扉に手をかける。が、固く閉じられてびくともしなかった。何度引いても開かない。


「ここの扉はちょっと細さい工くすれば、開かないようになっちゃうんです。さあ和樹さん、覚かく悟ごしてください」


　全身から妖よう気きを噴ふき出して、夕菜が近づく。手の中に光の矢が出現した。両手で摑むほどの大きさで、まるで剣けんだ。


「これで少しはわたしの気持ち、分かってもらいます」


　大きく振りかぶる。エネルギーの塊が向けられようとしていた。


「待って、待ってよ。僕はもう人間なんだよ!?　そんなの食らったらまた死んじゃう……」


　夕菜の口がぱかりと開き、真っ赤な口こう蓋がいがのぞいた。大きく息を吸すって、


「この……浮気者ーっ!!」


　一気に魔力を放出した。


　その日屋上に現れた火柱は、幸い誰にも見られることはなかった。




　第四話　修行哀歌エレジー










　神かみ城しろ凜りんの姿すがたが見えない。


　ここ数日、彼女の姿はどこにも見られなかった。最初は風か邪ぜかと思ったが、もう四日になる。さすがに長かった。


　式しき森もり和かず樹きは不安になって、宮みや間ま夕ゆう菜なに訊きいてみた。ところが彼女も知らないと言う。


　凜は真ま面じ目めな生徒で、理由もなしに学校を欠席することはあり得なかった。実家に帰ったのかもしれないが、身内に不幸があったとも聞いていない。病気でもなさそうだし、なにかあったのかもしれない。


　理由も思いあたらず、休み時間に風かぜ椿つばき玖く里り子このところまで二人で行った。すると彼女はあっさりと答えた。


「凜ね、修しゆ行ぎよう中ちゆうよ」


「修行？」


　和樹は変な声を出した。


「そう。剣けん術じゆつの修行。それで学校休んでいるのよ」


　凜はいわゆる「剣けん豪ごう」である。部活動こそ生物部と地味だが、小さいころから厳きびしい修行を重かさねており、腕うで前まえは一級であった。


「そうですか……。でも、なんでこんな時期に」


「負けちゃったのよ、あの娘こ」


「負け……ですか？」


「うん。この前、全国女子剣道大会の予選があったの。剣道部の助すけっ人とで出たんだけど、そこで苦戦したらしいのね」


「へえ……」


　珍めずらしいこともあるものだと思う。武ぶ器きを手にしたときの凜は本当に強い。やすやすと敗はい北ぼくすることはないはずであった。


「でね、予選、団だん体たいの一回戦は惨ざん忍にん高校だったんだけど……」


「は？」


　聞き慣なれない高校名に、和樹と夕菜は口を半開きにした。


「惨ざん忍にん高校の怒ど州す村むら錐きり江えが八方魔ま炎えん剣けんの使い手だったの。でも勝ったらしいけど」


「あ、勝ったんですか」


「二回戦目は私立轟ごう賊ぞく学校で、醐ご棄き幽ゆう未み率いる釈しやく尊そん怨おん殺さつ五ご人にん衆しゆうが相手。地じ獄ごく滅めつ殺さつ斬ぎりには手こずったらしいけど、凜の敵じゃないわね。ところが次の痴ち鎌れん学園戦が大将戦までもつれ込んだのよ。凜と当たったのは、三年生の座ざ々ざ鬼おに殺ころし子こで、これが殺さつ人じん風ふう車しやを駆く使しする魔ま女じよだったのね。かろうじて勝利は収めたけど、体力の消しよう耗もうが激しくて次の怨おん玉ぎよく高校戦で敗北してしまったの。そこの蝦が蟇ま郡ごおり丸まる香か江え那なに三人も倒されたのが響ひびいたそうだけど」


「……ふーん」


　そんな不ぶ気き味みの名前の女子高生がいるのか、それに団体戦で一人で三人を倒すことはあるのかと思ったが、彼女は話を続けていた。


「個人戦でも苦戦続きで、初戦の偽ぎ流る叛はん学園二年生、蝦蟇郡丸富と野の子こが、悪あつ鬼きのような強さを見せたそうよ。竹刀が三本も折れる激げき戦せんを制して勝ち上がり、次の敵が蝦蟇郡丸蓮れん華か。この三人、高校が違うだけで姉し妹まいらしいわね。で、彼女は爆ばく氷ひよう柱ちゆう高校所属の目立たない三年生なんだけど、実は香港ホンコンを拠きよ点てんにした魔ま蟲ちゆう教徒、蟬せみの鳴き声に似た声を発して相手を眠らせるの。武道館の三分の二が眠りこけた中で、凜も睡すい魔まに襲おそわれながら最後は心しん眼がんで倒したんだって。これで安心かと思いきや、三回戦の相手が絞こう首しゆ台だい高校の淫いん牙が愚ぐ留る愚ぐ留る子こで、髪の毛を伸ばして相手を絡からめ取る人間鎖くさり鎌がまの特とく技ぎを持っていた。凜は口に竹刀をくわえて倒したそうよ。四回戦は特別招待されたアメリカ、マーダーキラー高校の黙もく示し録ろく姉妹ことシーア・アポカリプスとセイ・アポカリプス。聖せい書しよの一節を引用しながら襲いかかる冥めい府ふ剣けん法ぽうには引いん率そつの先生も肝きもを冷ひやしたらしいけど、これもなんとかなった」


　すでに剣道の大会なのか、世界戦争後の暴力世界なのか、はたまた日本語が通じるだけの魔界なのか、二人には分からなくなっていた。それでも玖里子は指を折おりつつ話をする。


「準々決勝は血ち億おく高校の蟻あり曲輪くるわ墓ぼ呪じゆ絵えで、頭とう髪はつを剃り上げて後頭部にはルーン文字の入れ墨ずみをした殺人女子高生だったのよ。口からＬＳＤ25に似た息を吐はき、観戦した人は全員紫むらさき色いろのハシブトガラスの幻げん覚かくを見たそうだけど……とにかく、彼女にも勝った。なのに次の準決勝でぶつかった黒くろ旗はた拷ごう問もん学園の蛇へび如によ来らい斬ざん々ざん子こがジャグラーのように十本の竹刀を操り、自分の血けつ液えきで毒どくの霧きりを作るスターチルドレンで、凜も秘ひ術じゆつを尽つくして戦ったものだから観客内に重軽傷者三十八名、心しん神しん喪そう失しつと発狂者十六名、原因不明の病気になる者七名を出す大激戦。ついに判定で負けてしまったんだって」


「……はあ」


　和樹は間の抜ぬけた感想を漏もらすしかなかった。本当にそんな高校が存そん在ざいするのか悩なやむところではあったが、とにかく相当な激戦だったようだ。


「凜は中学のころ全国制せい覇はをしたし、春の大会もいいところまで行ったのよ。だから予選落ちが相当ショックだったみたい」


「それで修行ですか」


　と和樹は言った。玖里子はうなずき、


「そ。剣の道は好きじゃないって言ってたけど、やっぱり負けたくはないのね。心の乱みだれが原げん因いんじゃないかって自じ己こ分ぶん析せきしてたわ。精せい神しん力りよくだけじゃどうしようもない相手だったような気もするけど」


「でも心の乱れってなんですか」


「そうねえ、男だと思うわ」


「男？　凜ちゃんが、ですか？」


　和樹は驚おどろいた。ストイックな彼女が、男女関係で悩むとは信じられなかった。一番遠い事こと柄がらである。


「そうよ。好きな人でもできたんじゃないかな」


「本当ですかあ？」


　不ふ審しんな顔をする。


「……あんた、なにも思いあたらないの」


「もちろん。僕は凜ちゃんの男だん性せい関係を知りませんから」


「まったく……良かったわね夕菜ちゃん。当分安心よ」


「……油ゆ断だんはできませんけどね」


　夕菜は複ふく雑ざつな表情をしていた。和樹はなんのことか分からず、きょとんとしたまま。


　玖里子が苦笑いをした。


「分かんないのはあんただけよ。……でまあ、そんな感じで凜は当分剣道女に戻もどるってこと」


　そう聞いて、和樹と夕菜は納なつ得とくした。いないはずである。授じゆ業ぎようは同級生のノートを見せてもらうつもりらしい。玖里子曰いわく「あの娘こは頭もいいから大だい丈じよう夫ぶでしょ」とのことであった。


「でも、凜さんはどこで修しゆ行ぎようしてるんですか」


　夕菜が訊きく。


「環かん境きようを変えるだけだから、遠くに行かないって。ええと、お寺って言ってたわね。信しん蔵ぞう抹沙寺まつさーじだったかしら。知ってるでしょ」


　二人は首しゆ肯こうした。初めて紅あか尉い紫し乃のと出会ったのがその寺であった。


「あそこに住み込んで、自分を見つめ直すって」


「いつまでいるつもりなんでしょう」


「次の試合まではいるんじゃないかしら」


　玖里子は答えた。国体の代表を決める試合が近く始まるらしい。


「そろそろ様子くらいは見に行こうと思っていたけど。どうする、あんたたちも行く？」


「邪じや魔まになりませんか」


「平気でしょ。寝ねる前にちょこっと会うくらいなら」


「そうですね、行ってみましょうか」


　と和樹は返事をした。





　　　　○





　葵あおい学園の近所にある寺、信蔵抹沙寺。


　江え戸ど後期に建こん立りゆうされた寺で、灸きゆう々きゆう秒びよう院いん宗しゆう琴きん吸きゆう治ち霊りよう派はに属ぞくする小さな寺である。墓ぼ地ち以外には、本堂と住じゆう職しよくが寝ね泊とまりする住じゆう居きよしかない。住じゆう宅たく地ちなので周囲も静かであり、朝夕散さん歩ぽする人が見られる他は、いたって人ひと気けのないところであった。


　その本堂の中で、凜は深ふか々ぶかと頭を下げた。


「ご住職、毎日申し訳わけありません。私のような者にこの場を貸かしていただいて」


「いやなに」


　袈け裟さを着た老人は、笑って手を振ふった。


「困こまっている者に手を貸すのは仏ぶつ道どうの基き本ほん。ましてそなたは己おのれを磨みがくためにわざわざ入山したとのこと。このような場所であれば、いくらでもお貸ししましょう」


「ありがとうございます」


　凜は再ふたたび礼をした。


「しかし、神城さんの家は神しん道とうと聞いたが、寺でもよいのかな」


「私は本家とはそれほど縁えんがありません。どうかお気き遣づかいのないよう」


「なるほど、承しよう知ちしました。……ところで、本堂を貸す代だい償しようのようで恐きよう縮しゆくなのだが、ひとつ頼たのみを聞いてもらえませぬか」


「なんなりと」


「実は、今こん晩ばん、急に本ほん山ざんに行かねばならぬ用事ができましてな。ここを空けることになります。その間、留る守す番ばんをしてもらいたいのです」


　住職が言うには、秋田県にある本山で大だい僧そう正じようが急死したらしい。そのため全国からお坊ぼうさんが集まって葬そう儀ぎをするのだそうだ。亡なくなった大僧正は地位を利用して遊ゆう興きようと破は戒かいの限かぎりを尽つくしたので、式では大僧正派はと対立派による暴ばく露ろ合がつ戦せんが予よ想そうされ、大変スリリングなものになるだろう、とのことであった。


「二、三日、留守にします。本堂にいてくれればよろしいので」


「分かりました」


「火の元と戸と締じまりには十分気をつけてください。近頃、このあたりで空き巣の噂うわさも聞きますからな」


「空き巣、ですか」


「はい。用心してください。では、よろしく」


　住職は住居に引っ込むと、支し度たくを調ととのえ、出ていった。


　凜は住職を見送ると、修行に戻った。


　と言っても、なにも難むずかしいことをするわけではない。木ぼく刀とうを振るったり、試合相手に見立てた人形に打ち込んだりするだけである。身体からだにパターンを染しみこませ、かつての勘かんを取り戻すことが目的なのだ。小さい寺とはいえ、本堂はそれなりの大きさなので、修行には好こう都つ合ごうであった。


　一人で黙もく々もくと木刀を振るった。雑ざつ念ねんが思い浮うかばなくなるまで、ひたすら同じ動どう作さを繰くり返す。


　ふと、顔を上げた。


「……？」


　物音がしていた。砂じや利りを踏ふみしめる音。誰だれかが本堂に近づいていた。


　凜は木刀を置き、立てかけておいた日本刀を手に取った。そっと戸を開けて出る。音を立てないようにしつつ、本堂の裏うらへ回った。


　こんな夜に侵しん入にゆう者しやだ。寺になんの用だろうか。寝るところを求めたホームレスか、人気のないところを探さがしたカップルか。いや、もしかしたら空き巣かもしれない。住職も噂を聞くと言っていた。


　やや身体からだをこわばらせる。恐きよう怖ふはない。本家にいたころ退たい治じしていた物ものの怪けに比くらべれば、しょせん人にすぎない。相手が飛び道具を持っていても対たい処しよできる自信があった。


　人ひと影かげが見える。三人……四人だ。一人はやけに背せが低い。なにかぼそぼそと話をしていた。


（……中に……いない）


（開け……）


（でも……）


　注意が本堂の方に向いている。好都合だ。ゆっくりと鯉こい口くちを切った。


　息を止めて地面を蹴けった。身体を低くして突つっ込こむ。先頭の男がこっちを向く。驚おどろいたか、足をもつれさせていた。


　砂利に倒した。他の三人を牽けん制せいしながら刃やいばを突つきつける。


「大人しくしろ！　そうすれば命までは──ん？」


　凜はぽかんとした。


「凜……ちゃん」


　和樹は驚きよう愕がくの表情のまま、つぶやいた。





　和樹と夕菜と玖里子、さらに一いつ緒しよについて来た舞まい穂ほは凜にうながされ、本堂へ上がった。奥おくに住職が講こう話わをするための板いたの間まがあり、彼女はそこで修行をしていた。


「なにしに来たのだ、式森たちは」


　凜が、ポットから急須にお湯を注ぎながら訊きいてきた。


「修行してるそうだから、陣じん中ちゆう見み舞まいなんだけど」


「見ても面おも白しろいとは思えん」


「凜ちゃんが寂さびしいかもしれないから」


「他人を呼よんでのんびり仲良くやったら修行にならんだろう」


「それはそうだけど……」


　和樹は淹いれてくれたお茶をすすった。淹れ方が下へ手たなせいか、ただ熱いだけで緑茶の香かおりがほとんどしない。


「実は、凜ちゃんが学校に全然姿を見せなかったから、様子見にきたんだ。修行で身体を悪くしたんじゃないかと思って」


「私は達者だぞ」


「うん。だからほっとしている」


「……気にしてたのか？」


「ちょっとね。凜ちゃん、いままで学校休んだことなかったから──あ、ごめん」


　和樹は慌あわてて言い添そえた。凜が湯飲みを手にしたまま、じっと眺ながめていた。


「ごめんごめん。病人扱あつかいする気はないんだ」


「そうじゃない……心配してたんだろう？」


「……うん」


　その言葉に、彼女はちょっと笑った。


「そうか……心配してくれたのか」


　どことなく台詞せりふが弾はずんでいた。わずかだが、頰ほおにも赤みが差さしているように見える。


　黙だまって聞いていた夕菜が、こほんと咳せきをした。


「凜さん。仲良くやっていたら修しゆ行ぎようになりませんよ」


「えっ……あ、その、そうですね。おっしゃる通りです」


　凜はあたふたと、湯飲みと急須を片かたづけ始めた。手元が狂くるったのか、がちゃがちゃ音を立てていた。


　そんな彼女を、夕菜はジト目で見つめていた。


「……凜さんも変わりましたね」


「あの……ですね、夕菜さん。私は誤ご解かいされるようなことは決して」


「声が嬉うれしそうでした」


「これは……なんと言いますか」


「動どう揺ようするところが怪あやしいです」


　追つい及きゆうの手をゆるめない夕菜。凜はしどろもどろになりながら、弁べん解かいを試こころみていた。


　和樹は首をかしげた。目の前で起こっていることがどうにも理解しきれない。


　その肩かたに、玖里子の手が置かれた。


「とりあえずあんたのせいで揉もめてるんだからね。それくらい分かりなさいよ」


「と、言われても」


「……あたし時々、あの二人が可哀かわい想そうになるわ」


　玖里子は困こまったもんだと言わんばかりに首を振った。それから軽く手を叩たたく。


「ほらほら、もうやめなさい。こんなところで角つきあわせても、男が鈍にぶすぎるんだから一いち文もんにもならないわ」


　彼女の台詞に従したがうように、会話がやんだ。夕菜は渋しぶ々しぶといった感じで矛ほこを収おさめ、凜はほっと胸むねをなで下ろしていた。


「なにもかも和樹が悪いってことで……。さて、と。お腹なか空すいたわね。凜は食事すんだ？」


「まだです。ちょうど食べようかと思ってました」


「なんか作ろうか。材ざい料りよう買かってきたのよ」


　玖里子がビニール袋ぶくろを指さし示しめす。袋の口から、ネギや大根がのぞいていた。


「そこまでやってもらっては……」


「いいって。邪じや魔ましたんだからこれくらい」


　玖里子は袋を持った。料理は夕菜と舞穂が得とく意いだが、玖里子も下手ではない。


「台所、どこ？」


「向こうです。私も手伝います」


「いや、いい！」


　玖里子だけではなく、和樹と夕菜も叫さけんだ。


「あんたは修行で疲つかれてるんだから、あたしたちに任まかせてくれればいいわよ」


「そうだよ、凜ちゃんはじっとしてればいいから」


「台所仕事はわたしたちの専せん門もんですから……」


　必死になって説得する三人に、凜はやや不ふ満まんげな顔つきになった。


「皆みなさんだけに作ってもらうのも……」


「本当にいいって。凜の修行を邪魔してるようなものなんだから、お詫わびのつもりと思って」


「しかし、私も料理の勉強くらいしました」


「……本当？」


　玖里子が疑うたがわしげな表情になる。


「無む論ろんです」


「……じゃあ、お願いするけど……。夕菜ちゃん、念のためついてきて」


「はい」


　女の子三人は、住居すまいのところにある台所へと向かっていった。和樹は戦地に赴おもむく身内を見送るような心しん境きようで手を振った。


　しばらくして。


　ぼぼぼんと音がして、住居の窓まどが黒い煙けむりを噴ふき出した。夜でもくっきり分かるくらい、大量に噴ふん出しゆつしている。


　扉とびらが開き、三人が転がるようにして出てきた。


「どうしたの!?」


　和樹が駆かけ寄よる。


「タ、タマネギが……」


　顔を黒くした凜が、咳せき込みながら言った。


「タマネギ？」


「突とつ然ぜん爆ばく発はつした……」


「は？」


　和樹は首をひねった。同じく黒くなった夕菜も言う。


「タマネギだけじゃありません。最初はジャガイモが火を噴いたんです。それがカツオブシに引いん火かして七色の光を放はなったと思ったら、つられるようにタマネギが……」


「……えーと、料理を作ってたんだよね」


「はい……。でも凜さんが包ほう丁ちようを使った途と端たんにこんな……」


　夕菜が息も絶たえ絶だえに言う。玖里子も機関車みたいに煙を吐はいていた。


　理解しがたいが、とにかく炭たん坑こうの爆発事じ故このようなことがあったらしい。和樹はどんな料理法なんだろうと疑ぎ問もんに思いながら、三人にタオルを渡わたした。


　彼女たちは早く惨さん事じを忘わすれたいのか、急いで汚よごれを落としていた。


　突然、玖里子が訊いた。


「そういえば、舞穂ちゃん、どうしたの？」


「ここに……」


　和樹は振り返った。だが、そこにいたはずの背の低い少女の姿すがたがない。


「あれ？　トイレかな」


　目を凝こらしたが、境けい内だいにはろくな明かりがないので、よく分からない。


「捜さがしてきます」


　夕菜が立ち上がった。


「ご飯、舞穂ちゃんに作ってもらいます。材料がほとんど爆発しちゃいましたから、もうあの娘こじゃないと料理できません」


「あたしも行くわ。二人のほうがいいでしょ」


「じゃ、僕ぼくも」


「和樹はここにいて」


　玖里子がやんわりと押おしとどめた。


「捜しますよ」


「あたしたちで大だい丈じよう夫ぶよ。あの娘こも遠くまで行ったりしてないだろうし。それに」


　彼女はちらりと凜を見た。


「凜にも少しはチャンスがあったほうが、公平だと思わない？」


　玖里子の台詞に、和樹は目をしばたたかせた。


　彼女は凜に目くばせすると、夕菜と一いつ緒しよに舞穂を捜しに出ていった。





　しかし二人とも、なかなか戻もどってこなかった。


　和樹と凜は、本堂に座すわって待った。長い間そうしていたが、二人と舞穂はいっこうに現あらわれなかった。


「来ないな」


　凜が扉を見つめながら言った。


「うん……」


　生返事をする。何度も同じ会話が交かわされていた。


「なにかあったのかな」


「さあ……」


　和樹は自分の肩かたをなでた。妙みように不安になる。がらんとした広間は寒々として、冷たい息を吹ふきかけられているような気すらした。


「この寺ってさ、なんか出るとか、そんな話がある？」


「なに？」


「夕菜たちがいきなりいなくなったじゃない。神かみ隠かくしとか、そんな噂うわさでも……」


「ない。ここは静かなだけが取とり柄えの場所だ。それより、もっと深しん刻こくかもしれんぞ」


　凜は扉から目を離はなさずに話し続けた。


「住じゆう職しよくが言ってたが、最近この近所では空き巣が出るそうだ。この寺も狙ねらわれたのかもしれん。夕菜さんたちがそいつらと遭そう遇ぐうしたら……」


「いっ！」


　和樹は飛び上がった。


「大変だ！　すぐに助けないと！」


「落ち着け。今すぐ命が危あぶなくなるわけでもあるまい。慌あわてずに、急いで捜さがすのが肝かん要ようだ」


「うん……」


　鳥とり肌はだが立った。いままでも色々な騒そう動どうに巻まき込まれたが、やはりこういう荒あら事ごとは得意ではない。


　凜がふっと笑う。


「怖こわいか？」


「まあね……」


「案ずるな。私がいる。男が複ふく数すういても倒たおす自じ信しんはあるぞ」


　日本刀を軽かるく掲かかげる彼女を、和樹は意外に思った。


「……えーと、凜ちゃん、僕みたいな軟なん弱じやくな男は嫌きらいじゃなかったっけ」


「軟弱は嫌いだ。見るとむかむかしてくる。話にならん」


「じゃあさ……」


「人には得え手て不得手がある」


　凜は真ま面じ目めな表ひよう情じようで言った。


「単にお前にできないことがあるだけだ。苦手ならそれでいい。取とり繕つくろったり、見み栄えを張はるのがみっともないのだ。それよりは何倍もましだ」


「そう……かな」


「そうだ。お前はお前でいい。無理はするな」


　らしくない台詞せりふである。


　和樹はしげしげと凜の横顔を眺ながめた。初めて会ったときよりも、柔やわらかくなったような気がする。心しん境きようの変化か、それとも修しゆ行ぎようの成せい果かだろうか。


　彼女がぽつりとつぶやいた。


「そのままのお前が、私はいいからな……」


「え？」


　凜は答えなかった。無言で和樹を見つめていた。


　瞳ひとみが濡ぬれたようになっていた。いつもの彼女には見られない、たおやかな乙女おとめのような目だった。


　和樹はどぎまぎし、そっと身体からだを動かして離れようとする。


　凜はそれより早く、すっと寄より添そってきた。
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　一方、姿を消した夕菜たちはというと。


「離してください」


　彼女は前に立つ人物を睨にらみつけて、言った。


　夕菜は本堂のすぐ脇わきにある林の中で、立ったまま鎖くさりで木に縛しばりつけられていた。すぐ側そばでは同じようにして玖里子も縛られている。舞穂もいたが何な故ぜか拘こう束そくされず、一ひと抱かかえもあるようなぬいぐるみと遊んでいた。


　目の前には高校生くらいの女子が二人、不ふ敵てきに笑っていた。


「誰ですか、あなたたちは」


　夕菜が訊く。


「わたしは爆ばく氷ひよう柱ちゆう高校三年生蝦が蟇ま郡ごおり丸まる蓮れん華か」


「偽ぎ流る叛はん学園二年生、蝦蟇郡丸富と野の子こ」


　二人は男のように低い声で名乗った。蓮華は瘦やせていてやけに目つきが鋭するどく、なんだか偉えらそうで、いまにも演えん説ぜつを始めそうな雰ふん囲い気きである。富野子は恰かつ幅ぷくが良くて額ひたいに傷きずがあり、はっきり言って頭が悪そうだ。


「その宇う宙ちゆう世せい紀きだかロードウォーリアーだかの人たちがどういうつもりです」


「おぬしたちは、神城凜と知り合いであろう」


「それがどうしました」


「わたしらはその神城が目的なのだ」


　腕うで組ぐみをしたまま、蓮華が言う。


「あの女は中学のときから、ことごとく邪じや魔まをしおる。あらゆる剣けん道どうの大会に顔を出しては優ゆう勝しようをかっさらっていくのだ。覇は道どうに立ちふさがる悪あく魔まの女。わたしらの宿しゆく敵てきと言っていい」


「聞いたことありませんが……」


　凜の口からそんな話わ題だいは出たことがない。きっと気にしてないのだろう。


「わたしや富野子は小学生のときから辛しん酸さんを舐なめ、互たがいに良きライバルとして血へどを吐はくほどの特訓を積んでやっとのことで予選を勝ち上がるというのに、きゃつは九州からのこのこ現れては全国大会を制せいしよる。どのような技わざを使っているのだ。ええ!?」


「それってあなたたちが弱いだけでは……」


「しかも高校になったら東京まで転校してきおった。おかげでこの前の大会でも惨ざん敗ぱい。きゃつまで勝手に負けてしまい、蛇へび如によ来らいとかいう知らん女に優勝されたではないか。この屈くつ辱じよくをなんとする！」


「とりあえず、次の機会を待つとか……」


「だが！」


　蓮華は夕菜の言葉など聞いていない。見えない聴ちよう衆しゆうに向かって演説をしていた。


「ついに時は来た。これは始まりなのだ！　幸い神城の修行している場所はこのように判はん明めいした。いまなら不意をつき、あの女をボコることも可か能のう。出場できなくなるくらいにしてしまえば、次の国体はわたしらのものだ。核の炎で包んでくれる。メギドの火でもかまわん！」


　大きく両手を広げ、うっとりとした顔をする。透とう明めい観かん衆しゆうから拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴あびているらしい。


　聞いていた玖里子が、ぽつりと漏もらした。


「せこ……」


「なにがせこい！」


　ぐるんと蓮華が振り向き、玖里子に摑つかみかかった。


「戦せん略りやく的てき奇き襲しゆうだ！　せこいものか。き、きさまにこれまでの苦労が分かるのか。幼おさないころから蓮華ちゃんは目つきが悪いと言われ、ヒトラーの尻尾しつぽどころか、ポルポトの尾びてい骨こつだとかボカサの爪つめの先とか罵ののしられる日々。ならば支し配はい者しやになってやろうとしたらどう間違ったか剣の道。そこでも邪魔ばかりされるときた。このあいだも神城の身辺を探さぐっていたら空き巣と間違えられて、警けい察さつはくるわ犬は追いかけるわ猫ねこはコタツで丸くなるわ……！」


「姉あね者じや、姉者！」


　富野子が両肩をがっしと摑む。それでも蓮華は叫さけび続けた。


「そ、それも今こん晩ばんで終わるのだ。きさまらを人ひと質じちにして、神城にあっと驚おどろくような屈くつ辱じよくを味わわせてやる。成人指定のマークが貼はられるようなことだからな。十八歳未満お断わりどころか、インディーズビデオ以上のことをしてやるぞ！」


「そうですか……にしては、舞穂ちゃんはなにもされないのよね」


　玖里子が言う。彼女は相変わらずぬいぐるみとなにかをしている。


　重々しく、富野子が告つげた。


「幼おさな子ごには手を出さん」


「いや十三歳さいなんだけど」


「きっと父親を失った子なのだ」


「ご両親とも健けん在ざいらしいわよ」


「きっと、将しよう来らいは国家を背せ負おって立つ女性になるであろう……」


　勝手なことをつぶやく。確たしかにいまでも和樹とペアなら、国家どころか世界の命運を背負ってると言えないこともない。


　そのとき、誰だれか走ってくる音が聞こえた。


「蓮華、富野子！」


　また女の子であった。彼女は背が低く、前髪をやけに伸ばした、奇怪なヘアースタイルをしていた。


「どうした香か江え那な」


「チャンスだ。神城は油ゆ断だんしている」


「なに。天はわたしらに味方したな。寝ねたのか」


「いや、なんだか男と一いつ緒しよにいる。ぴったりとくっついて離れないぞ」


「男……？　くっくっく。老おいたな神城。修行を忘わすれ、色いろ恋こいにうつつを抜ぬかすとは」


　蓮華はからからと笑った。


「よし、準じゆん備びをしろ」


　彼女は二人の妹に命じた。と、そのとき。


「待ってください」


　ずんと響ひびく、押し殺した声がした。


「凜さんと男の人がくっついてるって、どういうことです？」


　うつむいたまま、夕菜が訊く。


「なんだか軟なん弱じやくそうな男といちゃいちゃしていた。普ふ段だんの殺さつ気きがすっかり消えている。まったく、いつの間に男など作ったのやら。ずいぶん親しん密みつだったぞ。あれはそろそろ乳ちちくりあうころだな──ひっ！」


　香江那が悲ひ鳴めいを上げた。


　夕菜が阿あ修しゆ羅らのような形ぎよう相そうで、彼女を睨みつけているのだ。


「ほう……乳くりあう、ですか」


　ばきん。


　彼女を締しめ付けていた鎖くさりが地面に落ちた。力ちから任まかせに引きちぎったのである。


「ばっ、馬ば鹿かな……人間にあの鎖が……」


　顔面を引きつらせる蓮華。夕菜は鎖を拾ひろい上げ、一歩、また一歩と歩き出す。


「人が囚とらわれの身になっているというのに、凜さんといかがわしいことを……。わたしには指一本触ふれようとしないくせして……」


　ぶんと右腕を振る。鎖が玖里子を縛しばりつけていた木を粉ふん砕さいし、いましめを解といた。


「許ゆるしませんよ和樹さん……」


　殺やる気き満々の少女に、蓮華たちはたじろいだ。ついさっきまでとらわれのお姫ひめ様さまだと思っていたら、いまやチェーンソーを持った殺人鬼もびっくりの闘とう気きを放っているのである。


　じりじりと、この場から離れようとする。


　がしっ！


　逃にげだそうとした蓮華の喉のどを、夕菜は鷲わし摑づかみにした。


「どうしました」


「く、苦し……助け……」


「凜さんを倒そうという人が、そんなことでいいんですか」


「や、やめて、命だけは……」


「ついてきなさい。わたしが本当の恐きよう怖ふというものを見せてあげます」


　彼女は蓮華を投なげ捨すてると、鎖を鳴らして本堂へと向かった。





「凜ちゃん、早く夕菜たちを捜さがさなきゃ」


「ん……もう少し……」


「なに言ってんだよ」


　もたれかかる凜を押しのけ、外に出ようとする。引き戸を開けようとした。


「……なんだ？」


　妙みような気配がした。隙すき間まからそっとのぞく。


「……ぎゃああっ！」


　和樹は仰ぎよう天てんした。外から全身に殺意をみなぎらせた夕菜が、鋼こう鉄てつの鎖を手に持ち、悪役レスラーのように歩み寄ってくるのである。


　凜も後ろから覗のぞき込み、やはり腰こしを抜かす。


「お、おい式森。なんだか怒おこってるぞ。なにかしたのか!?」


「知らないよ！」


「話なんか聞いてくれそうにない。隠かくれよう」


　二人はあたふたと周囲を見回した。なにしろ修しゆ行ぎように使っていたようなところなので、ほとんどなにもない。


「あそこだ！」


　凜が指さす。そこには信蔵抹沙寺の本ほん尊ぞんが安置されている仏ぶつ壇だんがあった。


「ええっ、あの中!?　仏ぶつ罰ばちがあたるんじゃないかな」


「考えてる場合か」


　彼女が古ぼけた観かん音のん扉とびらを開ける。金きん箔ぱくが剝はがれかけた仏像があった。


「すみません。お邪魔します」


「早く入れ」


　ぱたんと扉を閉しめる。同時に、勢いきおいよく引き戸が開いた。


　二人は虫食いの穴あなから、怖こわ々ごわ様子をうかがった。


　鎖を手にした夕菜が狂きよう犬けんのような眼がん光こうで周囲を探さぐっている。やがて、


「……逃げましたね！」


　拳こぶしを柱に叩たたきつけた。本堂が振しん動どうする。


　和樹は口の中で悲鳴を漏もらした。


　夕菜の背はい後ごから、これまた恐おそろしい顔をした三人の少女が現れた。木刀を持っていて、腕も立ちそうだ。が、全員夕菜とは目をあわそうとしなかった。


「さあ三人とも、中を探るんです。和樹さんを見つけるまで、蟻あり一いつ匹ぴき、バクテリア一体見み逃のがしてはいけません！」


「わたしらは神城凜だけが目的で……」


「黙だまりなさい！」


　落らく雷らいのような怒ど声せい。少女三人は背せ筋すじを伸のばすと、あたふたと散ちっていった。


　夕菜も背を向け、広間を出ようとする。その途と端たん、


「はっ！」


　彼女は先を結んで分ふん銅どうのようにした鎖を投げた。一直線に突き進み、仏壇に直ちよく撃げきする。


　和樹と凜のちょうど真ん中を突つき抜けた。目の前をかすめる鎖に、二人は叫さけび声を寸前で押し殺した。


「……いませんか」


　夕菜も出ていく。


　足音が十分遠ざかったのを確かく認にんして、二人は仏壇から出た。


「あー、寿じゆ命みようが縮ちぢまった……」


「なんだか夕菜さん、怒るたびに迫はく力りよくが増ましてるぞ」


　走ってもいないのに息が荒あらい。心しん臓ぞうが異い常じようなほど跳はねていた。


「とにかく、どこかでほとぼりを冷さまさないと……」


「そうだな」


　ほとんど犯はん罪ざい者の心しん境きようである。なにも悪いことはしてないはずだが。


　物音を立てないようにして、本堂を抜け出そうとした。


「あー、ここにいた！」


　無む邪じや気きすぎる声がした。ぬいぐるみを抱かかえた少女が、明るい顔をしていた。


「ねー、夕菜さん。和樹君ここにいるよー」


「わわわわわっ！」


　二人がかりで舞穂の口を塞ふさいだ。


「余よ計けいなことは言わなくていいの！」


「むぐ……だって夕菜さんが、和樹君のこと捜さがして……」


「捜したあとが問題なんだってば！」


　舞穂を抱かかえ、急いで脱だつ出しゆつしようとする。と、その時。


　轟ごう音おんと共に、本堂の天てん井じようが破やぶられた。


　黒い影かげが長い髪かみをなびかせ、木もく製せいの梁はりを突き抜けると、床ゆかにしっかりと着地する。手に巻まきつけられた鎖くさりが、じゃらりと鳴った。


　それはまぎれもない夕菜の姿すがたであった。
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「ぎゃーっ!!」


　和樹は心の底から叫び声を上げた。


　夕菜は瞳ひとみを昏くらく輝かがやかせる。ほぼ同時に三人の少女が現れ、和樹と凜を取り囲む。ついでに玖里子まで姿を見せた。


「ゆ……夕菜……な、なにを……」


「なに……ほう……とぼけるの、うまくなりましたね」


　沸ふつ騰とう寸すん前ぜんの声が飛んでくる。


「だって僕ぼくはなにもしてないじゃ……」


「ごまかす気ですね」


「そんな、ただ凜ちゃんといただけで、むしろ夕菜のことを心配して……」


「心配といちゃいちゃは同どう義ぎ語ごなんですか！」


　夕菜が鎖を振り回した。豪ごう快かいな音がして、扉と柱と仏像が、まとめて薙なぎ倒たおされる。


「わたしがいないうちに凜さんと……！」


「待って待って！　なにもしてないってば。ね、ね、凜ちゃん、そうだよね!?」


　だが凜は答えずに、ぎゅっと和樹の腕うでを摑つかみ、胸むねに顔をうずめてきた。


「え、え!?」


「……やーっぱりー!!」


　鎖の一いち撃げきを食らわそうと、夕菜が振りかぶる。和樹は凜にしがみつかまれたまま、全速で駆かけ出だす。


「逃のがしません！　捕つかまえなさい！」


　包囲していた三人の少女たちが動く。あっさりと和樹は捕まり、凜と離ればなれになってしまった。


「よくやりました。さあ和樹さん、覚かく悟ごしてくださいね」


　一歩ずつ、夕菜が接せつ近きんしてくる。口からは犬歯がのぞいていた。


「そのまま押さえていてください。こんな浮気者には天てん罰ばつを……」


　だがその途と端たん、和樹を捕まえていた恰かつ幅ぷくのいい少女が、木刀を彼の喉のど元もとに突きつけた。


「なっ……」


「動くな！」


　夕菜を牽けん制せいするように叫ぶ。


「それ以上近ちか寄よると、この男の生命は保ほ証しようせんぞ！」


「おお、でかした富野子」


　他の二人も和樹の背はい後ごに、彼を盾たてにするようにして隠かくれた。


「この男は人ひと質じちになってもらう。ここから安全に脱だつ出しゆつするまでのな」


　木刀を持つ富野子の手が震ふるえている。ようやく巡めぐりあえたチャンスを、逃がすものかと考えているようだ。


　和樹はなんだか理解できず、後ろに訊きいた。


「あの……いったいなにがどうなって」


「やかましい！」


　蓮華が怒ど鳴なる。


「あんな対要よう塞さい用モビルアーマーみたいな女を連れてきおって！　こんな寺、もうたくさんだ。われらは普ふ通つうの生活に帰る！」


　三人はじりじりと下がっていく。和樹も引きずられてついていった。


「いいか、大人しくしておれ。いくらあの女でも、男の命まで取ろうとは──」


　だがその台詞せりふを聞いた夕菜は、顔の下半分だけでにたりと笑った。


「……それくらいのことで、わたしが手て加か減げんすると思ってるんですか」


「え──」


　夕菜は精せい霊れいを呼び寄せ鎖にまとわせると、力を込めて振り上げた。





　次の日。


　和樹は「身体からだと心に多大な傷きずを負おって」学校を休んだ。


　信蔵抹沙寺は謎なぞの爆発事じ故こで全ぜん壊かいした。がれきの下からは、赤あか子ごのように身体を丸めた三人の少女が発見された。彼女たちは医い師しにより「激はげしい恐きよう怖ふによる幼よう児じ化か」と診しん断だんされた。


　肝かん心じんの凜であるが、修行はうやむやのうちに中止となった。


　だが国体の予選は、他校の代表選手欠けつ場じようのため、無ぶ事じ突とつ破ぱしたそうである。




　番外編一　ワーク・オン・ワンズ・デイ・オフ










　魔ま術じゆつ師し養成の私し立りつ学校、葵あおい学がく園えんは全ぜん寮りよう制せいである。


　当たり前だが生徒の寮生活は様さま々ざまで、個人によって大きく異ことなる。端たん的てきに言って、きちんとしている奴やつとだらしない奴がいる。


　そして、だらしない奴が多い寮は、全体も薄うす汚よごれてくる。建物が埃ほこりっぽくなる上に、招まねかれざる同どう居きよ人にんが現あらわれたりする。ナメクジであったりゴキブリであったりネズミであったりその他その他。


　そこで学校側は、業者を雇やとって強きよう制せい的てきに掃そう除じをすることがある。無む論ろん、生徒の私物には手をつけられないから、滅めつ多たに掃除をすることがない天てん井じようや窓まど、共用部分の廊ろう下かとかである。


　プライバシーのこともあるから、たいしたことはできない。むしろ「他人を入れるからそれまでに自分でなんとかしておけよ」というメッセージの意味が強い。嫌いやだったらあらかじめかたづけておけばいいのだ。


　この方法は効こう果か的で、どこの寮も一年に一度は綺き麗れいになっていた。少なくとも、見られないほどのことではなくなっていた。


　そのはずなのだが──





「お手上げだったらしいんですよ」


　葵学園校長森もり雄ゆう三ぞうは言った。


　伊い庭ばかおりはあくびを嚙かみ殺ころしながら、「そうですか」と返事をした。


「掃除の業者の方が、仕事にならなかったと言うんですよ。あれではやってられないと」


「へーえ」


「何度かお願いしたんですが、お金はいらないと言われてしまってはねえ」


「ほーお」


「彩さい雲うん寮にネズミが多いのはご存ぞんじでしょう。あそこを掃除するのは年初に決定されたことでもあったのです。ところが生徒が協力的でない。それも二年Ｂ組生徒の部屋だけでしてね。どうにかしてほしいんです」


「はーあ」


　かおりは眠ねむたそうに目を擦こすった。


　森はため息をつきながら、


「伊庭先生、お疲つかれのようですね」


「……え？　ああ、徹てつ夜やで『どうぶつの森ｅ＋』をやってたもんで。ああいうのんびりしたゲームも、たまにはいいもんですね」


　あははと笑った。


　森は頭を振ふって、


「伊庭先生のプライベートに干かん渉しようするつもりはありませんけどね、もう少し教きよう師しらしくされた方がいいんじゃありませんか」


「ご心配なく。ゲームはわたしの血肉です。それよりＤの早はや野の先生、一年の菅すが野の先生とできてますよ。でも菅野先生が他に女作ったんで修しゆ羅ら場ばってるみたいです。こないだ職しよく員いん室しつで揉もみ合あっていたようで。いやー、見たかった」


「いいですよ。そのことは……」


　森はうんざりしたようになった。


「解かい決けつしました。菅野先生はしばらく休職です」


「やりますね校長。菅野先生、キャバクラ嬢じように貢みついでいたみたいですから、あっち切った方が解決は早かったと」


「そんなことより掃除の話です。あなたのＢ組生徒のせいで、業者が投げ出したのですから」


「あいつらにはなにを言っても無む駄だです」


　かおりは自信満々にそう答えた。


「……無駄じゃ困こまります。それにですね、ここだけの話ですが」


　森は声を潜ひそめた。


「あそこのネズミは、実は紅あか尉い先生が飼かっていたものだったのです」


「紅尉が？」


「紅尉先生が実じつ験けん用に飼し育いくしていたうちの二に匹ひきが、どうしてか彩雲寮に逃げ込んだらしいのです。早急に退たい治じしないと」


「地球が滅ほろぶんですか」


「そんなことはありません。とにかく、あの寮を掃除しないと」


「紅尉にやらせたらどうです？　あるいはこれを機にクビにするか」


「とんでもない！　紅尉先生は不ふ可か侵しんの存在です。クビなんてことにしたら、いったいどうなることか」


　校長は恐おそろしげに身を震ふるわせた。なにかあるらしい。かおりはつまらなさそうに、


「ネズミくらい放っておいても、困らないでしょう」


「困るんです！　他クラスの生徒からも苦く情じようが出ているのですよ。どうにかしてください」


「どうしますか」


「担たん任にんでしょうが」


「そうでしたっけ」


　森はますます沈ちん鬱うつな顔になった。


「……なにもあなた一人でやらなくてもいいんです。それこそ生徒に協力してもらったらどうですか」


　かおりは手を叩たたいた。


「なるほど、毒をもって毒を制せいす。とっ捕つかまえたモンスターを飼い慣ならして戦わせるようなもんですか。ドラクエのシステムみたいですね」


「ゲームのことを言われても分かりません。とにかく、彩雲寮の掃そう除じをきちんと終わらせてください」


「はあ……」


「いいですね!?」


　森はかおりを見つめ、くどいほど念ねんを押した。





「というわけだ。彩雲寮に繁はん殖しよくしたネズミの始し末まつがしたい。業者が残したところの掃除チェックをやってくれ」


　職員室で伊庭かおりは二人に告げた。


　式しき森もり和かず樹きと宮みや間ま夕ゆう菜なは、そろって首をかしげた。


「分からなくもないんですが……」


　和樹は疑ぎ問もんに思った。


「どうして僕たちなんです？」


「キミらは、一番Ｂ組に染そまってない」


　かおりが言う。


「あの奇き行こうに耐たえられるのもキミらだけだ。業者の代わりにやってくれ」


「耐えられないんですけど」


「そんなこと言って、いつも平気だろ」


「平気じゃありません。あいつらにつきあってたら、いずれおかしくなって入にゆう院いんします。本当に」


　和樹は真しん剣けんに言った。


　クラスメートであるＢ組の性せい格かくの悪さは折り紙つきであった。とにかく金を儲もうけることと他人を妬ねたむことに力を注そそいでいる。そうでなければ平へい穏おん無ぶ事じなところに波風を立てて事じ態たいを混こん乱らんさせるのだ。それも第三者であればあるほど気合いが入る。業者が投げ出したのも、無理のないところであった。


「無理です」


「できる。つーかやってくれ。でないとネズミ被ひ害がいが増ふえる」


「ネズミくらい……」


　かおりは森の前では同じことを言ったくせに、ここでは否定した。


「紅尉が改良した特とく殊しゆネズミだ」


「病気でも媒ばい介かいするんですか。それとも特殊部隊の隊員とか」


「普通だし、そこらのネズミよりずっと清せい潔けつらしい。ただ、すぐに増ぞう殖しよくするんだそうだ」


「増殖ですか……」


　和樹と夕菜はまだぴんとこない。


「ネズミ算つーくらいだから、元から増えやすいんだが、改良の結果数日で子供を産うむらしい。頭もいいとか」


「なら人間がなにしたって」


「清潔って言ったろ。綺き麗れい好きなんだそうだ。しかも人間の匂においを好まない。人間のいなところいないところに逃にげて行って、でかい巣を作るらしいんだ。つがいで逃げたから、ぼやぼやしてると寮がネズミのオブジェになる」


　かおりはそれなりに真顔であった。


　ようやく退たい治じに焦あせる理由が分かった。呑のん気きな話だが、たしかに大変なことではある。


「先生はやらないんですか」


「実はクリアしなきゃならんゲームがある。早野先生と口こう論ろんになって、『ボコスカウォーズ』をノーミスでクリアしないと金払はらうはめになるんだ。菅野先生のことをバラしたのを根に持たれた」


「いばられても……」


　和樹は呟つぶやく。


「そう言うな。内ない申しんを良くしとくから」


「でもですね」


「教きよう師しの頼たのみを聞くのが生徒だ」


「初耳です」


「初耳でもなんでも、やってくれ。頼む」


　ついにかおりは拝おがみだした。


　夕菜の方を見る。彼女の顔には「わたしはやってもいいですけど」と書いてあった。


　和樹はため息をつき、結局引き受けることになるんだろうな、と思った。





　　　　○





　あらかじめ掃そう除じを予よ告こくしておいて、二人でチェックをすることになった。結果はかおりに報ほう告こくされ、ネズミがいたら捕まえる。あるいは人を呼ぶ。いなかったらネズミ避よけの薬を置いて、巣が作られないようにする。


　和樹は休日におこなうことにした。平日は授じゆ業ぎようがある。


　チェックシートをたずさえ夕菜と待ち合わせ、朝から開始することになった。


「あー、やだ」


　まだ始まってもいないのに、和樹は思わず愚ぐ痴ちを言った。


「そんなに嫌なんですか？」


「だってうちのクラスだよ。なにが起こるか」


「そうですか？　みなさん親しん切せつだと思いますけど……」


　夕菜が答える。確かに彼女には親切なのである。


「そうなんだけど……最初はどこ？」


　夕菜が名めい簿ぼを確かく認にんした。


「浮う氣きさんですね」


「浮氣か。爆ばく弾だんでも作ってんじゃないだろうな」


　眼鏡めがねの似に合あう半はん端ぱなインテリ、浮氣光みつ洋ひろはＢ組きっての革かく命めい家かである。といってもデモや爆弾作りに精せいを出すわけではなく、延えん々えんアジ演えん説ぜつだけを繰くり返かえすのを日につ課かとしている。ただの騒音と大差がなく、しかも裏うらで金貸しをやっているため、クラスメートからはエセプロレとのレッテルを貼はられていた。


　彼の部屋は二階にある。二人が近づくと、扉とびらががちゃりと開いた。


　出てきたのは同室のＡ組生徒であった。真まっ青さおな顔をして、いまにも泣なきそうにしている。


「あの……」


　夕菜が声をかけようとする。と、いきなりその生徒は意味不明な大声を出した。


「♯＆¶§†[image: ]⇔⇔!!」


　半はん壊かいしたスピーカーのようであった。二人が驚おどろく間もあればこそ、Ａ組生徒は走り去っていった。


「……なんでしょう」


「……そういう季節なのかな」


　和樹はノックをした。すぐに「開いてるぞ」との返事がある。


　部屋に入る。カーテンが閉しめられていて、暗い。


「浮氣？　式森だけど」


「おお。遠えん慮りよせずに入れよ」


「暗いんだけど」


「今カーテン開ける」


　部屋が明るくなった。


「……きゃああああっ!!」


　夕菜が叫さけび、和樹は腰こしを抜ぬかしかけた。


　紐ひものような物体が、ごそごそうごめいている。色はカラフルで長さも様々。ときおり口から舌したを出していた。


　床ゆか中にヘビが這はっているのである。


　白であったり黒であったり縞しまであったり、カラーと種類にとんだヘビたちが、ずるずる這い回っている。数は非ひ常じように多く、まるで床が移い動どうしているようだ。しかもどれも毒々しく、見るからに「毒持ってます」と主しゆ張ちようしていた。


　部屋の中央にいる浮氣が、手て招まねきをした。


「こっちに来いよ」


「こっ、こっちって……ここ歩くの!?」


　へたに歩いたら踏ふみそうだ。


「ヘビの方が避よけるから平気だ」


　恐おそる恐る足を踏み出すと、確かにヘビは避けた。


　それでも和樹はおっかなびっくり歩いた。夕菜にいたっては、目をつむって和樹の制服を握にぎりしめている。


「あ、あの、掃除のチェックなんだけど……」


「大変だな。俺のとこは見ての通りだ」


「み、見ての通りって……」


　ヘビしかいない。


「なんでこんなにまだらの紐が……」


「式森、一年生の時、俺が革命を夢ゆめ見みて南米に渡わたったのを知っているだろう」


　浮氣は遠い目をした。


「あれは夏休みに四日間のアルゼンチン旅行をしたんだろ」


「うるさいな。ともかく俺おれはゲバラの故こ国こくで革命の精せい神しんを学び、日本に帰き還かんした。そして日本全土に革命の風を起こすべく、葵学園で活動を開始したんだ」


「アルゼンチン産の小麦の債さい券けんだって言って、売りつけようとしたんじゃなかったっけ」


「黙だまれ。だが俺は一部生徒の卑ひ劣れつな手しゆ段だんによって活動資し金きんを奪うばわれ、地下に潜せん伏ぷくせざるを得なくなったんだ」


「松田さんが買かい占しめに走ったもんね。しかも後払いで。払わないうちに債券のインチキぶりを暴ばく露ろしたから、一方的に浮氣が損そんしたんだよねー」


「細かいことはどうでもいい。それ以来、俺はＢ組生徒を信用しなくなった」


「それまで信用してたの？」


「してないけどな。ともかく、失意の心を癒いやすには動物しかなかった。犬、猫ねこ、インコ、金魚等を経へて、今はヘビになったというわけだ」


「金魚からヘビって極きよく端たんだなあ……」


　和樹は呟つぶやいた。足元では腹はらに縞模も様ようのあるヘビが、鎌かま首くびをもたげていた。


「ヘビは人間を裏うら切ぎらない。たまに嚙かむが」


「そりゃ裏切ってるんだろ。さっきのＡ組の人は？」


「あいつは嚙まれたんだ。我が慢まん強かったが、ついに神しん経けいが切れたらしい」


「そりゃあね……。毒は？」


「ある」


「えっ！」


　和樹は慌あわてた。


「も、もしかして僕ぼくのことを狙ねらっているこいつも……！」


「ヨーロッパクサリヘビか。死ぬこともあるな」


「なんでそんなのが！」


「名前はチャーリーだ」


「どうでもいいよ！」


　身体からだが硬こう直ちよくしてしまった。ヘビのチャーリーは、足の味見をしたそうに舌を動かしている。へたに動くとがぶりとやられそうであった。


「それよりも掃そう除じのチェックなんだろ」


「そ、そうだった……けど、これは掃除してないよね」


　ヘビの海だ。


「業者もそんなこと言ってたな。泡あわ吹ふいてたが」


「ぼ、僕も吹きそうだよ……。浮氣は掃除してない……と」


　チェックシートに記入しようとしたが、手が震ふるえてうまく書けない。


　ヘビがしゃーっと音を立てた。


「掃除してないとは何事だ。こんなに整せい頓とんされてるじゃないか」


「ペット禁きん止しなんだよ!?」


「ペットじゃない。同志タワリシチだ」


「爬は虫ちゆう類るいじゃないか！　こんなんだからネズミが繁はん殖しよくして……」


　浮氣が制せいした。


「待て。お前、ヘビの部屋でネズミが生きられると思うか？」


「……え」


「ネズミなんてヘビの餌えさだ。俺は餌代に小こ遣づかいの大半を費ついやしているくらいなんだ。ここで繁殖できるはずないだろ」


「言われてみれば……」


「他の部屋に原げん因いんがあると思うぜ」


　確たしかにヘビはネズミの天てん敵てきである。


　とりあえず、チェックシートへの記入を止めた。


　問題なかったことを示しめすマークだけにして、サインをもらう。さらに押おし入れの中にネズミが嫌いやがる香かおりを出す薬を置いてもらった。


　和樹と夕菜は、極きよく力りよく床を見ないようにしてそろそろと引き上げた。


「あのさ、規き則そくでペットは禁止されているんだからさ、早くどっかに連れていってよ」


「安心しろ。学校が文もん句くを言ってきたら、職員室に放はなつ」


　浮氣は不敵に言い放った。





　とりあえずヘビ屋や敷しきから離はなれ、和樹たちは一ひと息いきついた。


　それから他の部屋へと向かう。


　次は女の子、飯いい尾お未み空そらであった。小こ柄がらな、元気印の少女である。


　女子は元々朝霜寮りようだったところに住んでいる。現在も一応朝霜寮なのだが、くっついてしままっため、便べん宜ぎ上じようは彩雲寮として扱あつかわれていた。


　部屋の扉を軽かるく叩たたく。女の子の部屋なので、遠えん慮りよがちになった。


　返事がない。


「おかしいな」


「変ですね」


　夕菜も同意をする。授じゆ業ぎようにはちゃんと出ていたのである。


「飯尾さん？」


　呼びかけても反はん応のうなし。


「今日いるよね」


「いるはずです」


「なにかあったのかな……」


　不安になった。夕菜が大きく扉を叩く。


「飯尾さん、いるんですか？　いたら返事してください！　飯尾さん！」


　しばらくすると、


「いるよー……」


　と声がした。


「飯尾さん!?」


　また声が途と絶だえる。やがて「入ってきてー……」とかすれた返事があった。


　夕菜は急いで扉を開けた。


　部屋の隅すみで未空が、うつぶせに倒たおれていた。ぴくりとも動かない。いつもなら元気潑はつ剌らつで意味もなくアグレッシブなのだが、今は使い古しの雑ぞう巾きんのようだ。


「平気ですか!?」


「んー……夕菜……？」


「そうです。大丈夫なんですか？」


「腹はら、減へった……」


　お腹なかをさすりながら言う。


「和樹さん、なにか食べるものありますか」


「食しよく堂どうで『飲むゼリー』が売っていたけど、買かってこようか」


「お願いします」


　和樹は財さい布ふを持って一階に下りた。ビタミン入りの『飲むゼリー』を三つほど買い、引き返す。


　封ふうを切って未空に渡わたす。彼女はむさぼるようにして飲んだ。


　あっという間に、全部空からにした。


　未空は人ひと心ごこ地ちついたか、大きく息をした。


「うー、生き返った。ありがと、夕菜に式森君」


「もう……。どうしたんです」


「ちょーっとヤバくなってね。ご飯食べられなかった」


「……またお金ないんですか」


「そっ」


　未空はわははと笑い、二人は呆あきれた。


　彼女はＢ組きっての「貧びん乏ぼう少女」である。どこにつぎ込むのか、仕送りもバイト代も全て消えてなくなるのだ。当人が贅ぜい沢たくしている気配もなく、理由は謎なぞとされている。


「でも食堂にも行けないなんて、よっぽどじゃないの？」


　和樹が尋たずねた。


「いやー、非ひ合ごう法ほうの金きん融ゆう機き関かんがあたしを追つい及きゆうするって噂うわさがあったもんだから、動けなくて」


　いわゆる闇やみ金きんである。よく聞くととんでない話だが、当人は世間話と同じ感覚のようだ。


「……いいの。そんなことして」


「平気よ。そろそろ効きき目めが現あらわれるころだし」


　和樹は、今け朝さの新聞に、闇金がいくつか摘てき発はつされたと載っていたことを思い出した。


「でもこれで当とう分ぶん貧乏生活続くのよ。バイトも辞やめちゃったし」


「当分じゃなくて、いつもじゃないか」


「まあね」


　未空は胸むねを張った。落ち込んでいる様子は見られない。事実、クラスメートからは借金をしないのである。Ｂ組が法外な金利をふっかけることもあるのだろうが、なにか秘ひ密みつというかこだわりがあるのだろう。


「でも、ご飯はんが食べられないって、大変ですよ」


　と夕菜。未空は平へい然ぜんと、


「二週間に一度は、こんなことがあるの」


「雑ざつ草そうを食べるって話も聞きますけど……」


　彼女は手を振ふって否ひ定ていをした。


「駄だ目め駄目。あれは貴き族ぞくの食べ物よ」
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「貴族……」


　夕菜はこめかみを押さえた。


「……飯尾さん、いつもどんな食事なんですか？」


「学校でプリントをもらうでしょ。あれをたくさん煮にるの」


「……食べられるんですか？」


「食べられるわけないじゃない。醬しよう油ゆで味あじつけするのよ。糊のりみたいになれば食べ頃ごろね」


　聞いた二人は本気なのかと思ったが、どうも本気のようである。やけに自信たっぷりであった。


「あんたたちも食べてみる？　とってあるわよ」


「いいです」


　夕菜は即そく座ざに答えた。


「残念ね。デザートが食べられるところにも案あん内ないしようと思ったのに」


「案内って、まさかデパートの試し食しよくですか？」


　未空が窓まどの外を指さす。


「そこの草地で花の蜜みつ吸すうの」


「……昆こん虫ちゆうじゃないんですから……。飯尾さん、今度わたしがごちそうします」


　夕菜が慰なぐさめるように言う。


　未空は「一食浮ういた」と跳とび上あがらんばかりに喜よろこんでいた。


「食しよく糧りよう問題が解かい決けつしたところで、掃そう除じの件けんだけど」


　和樹が訊きく。


「ここを大掃除したとき、業者を入れなかったでしょ」


「そういえば、そんなのも来たわね。そのときもお腹減へって動けなかったから」


「ネズミが繁殖してるんだ。知らないかな」


「知らない。あたしのところじゃネズミ見ないわよ」


「でも……」


「見つけたら捕つかまえて食べるわ」


　説得力のある台詞せりふであった。


　納なつ得とくさせられ、和樹と夕菜はチェックシートに記入をした。未空にもサインをしてもらい、薬を渡す。


　それから訊きいた。


「他でネズミのこと、なにか聞いてない？」


「知らないけど、涼りようが知ってるかも」


　涼とは、クラスメートの高たか嵜さき涼のことである。


「掃除の日に、なにかごたごたしてたわよ。あたしの部屋の真ま上うえだから、聞こえるのよ」


　指で天井を示しめす。


　和樹はチェックシートを畳たたんだ。


「ありがとう。高嵜さんのところに行ってみるよ」


「ネズミが見つかったら、捕まえてきてね」


「……あげないよ。病気になったら大変だ」


「ずるーい」


「一人で食べる気ね」と文もん句くを言う未空に耳を貸かさず、二人は部屋を出た。





　名めい簿ぼにも高嵜涼の名前はあった。掃除の日は留る守すではなかったのだが、業者を断ことわっている。


「今はいるんですよね」


　歩きながら、夕菜。


「いるみたい。でも、高嵜さんかあ」


　和樹はなんとなく嫌いやな気分になった。


「高嵜さんがどうかしたんですか？」


「ああそっか、夕菜は高嵜さんのこと、あまり知らないんだっけ」


「そんなにお話ししたことありませんから」


「このところ大人しかったからなあ……」


　呟つぶやきながら、目的の部屋まで行く。


　中からは、どたんばたんと、誰だれかが暴あばれるような音がしていた。ガラスの割われる音まで混まじっている。


　夕菜が顔をこわばらせた。


「……もしかして、喧けん嘩かですか？」


「多分ね」


　和樹はため息をついた。


　二人はノックをせず、しばらく待った。やがて「涼なんて大っ嫌きらい、もう知らないから！」という甲かん高だかい叫さけび声と共に扉とびらが開いて、女の子が飛び出してきた。


　その娘むすめは泣きながら走っていった。


　夕菜はぽかんとして、


「……あの娘こ、一年生ですか？」


「そのはず」


　和樹は開けっ放しの扉を軽くノックした。


「高嵜さん？」


「式森？　いいよ」


　高嵜涼は、だるそうに椅い子すに座すわっていた。


　涼は中ちゆう性せい的な顔立ちの少女である。髪かみを短めにしているせいで、男のようにも見える。当人も意い識しきしていて、仕し草ぐさが女の子らしくなかった。


　和樹はちらりと背はい後ごを振ふり返った。


「……今の女の子、何人目？」


「三人目」


「今年は少ないね」


「今月に入ってから」


　悪びれずに涼は言った。


「どうも一年生って未練がましいのが多いんだよね。ちょっと優やさしくしてあげたらベタベタベタベタ。うざいって。別れるのに苦労すんだよね」


「でも、高嵜さんにも責せき任にんあるんじゃない？」


「なんで？　合意だよ。あの娘も承しよう知ちしてんだからさ」


　涼は本ほん心しんから「分からない」という顔をしていた。


　夕菜が和樹の袖そでを引っ張った。


「あの……話がよく見えないんですけれど」


「高嵜さんは、男に興きよう味みがないんだ」


　疲つかれたようになる和樹。


「さっきの娘は彼女なんだよ。つまり、そういう関係」


　夕菜はびっくりしたのか、目を大きく見開いた。徐じよ々じよに頰ほおが赤く染そまっていく。


「じゃ、その、つまり……レ……」


「そう」


　平然と涼は答えた。


　彼女は完全にカミングアウトをした同どう性せい愛あい者しやなのである。


「夕菜は安心していいよ。あたし年下にしか興味ないから」


「僕らが一年生の時は中学生に手を出してたよね」


　和樹は過か去こを思い出すようにして言う。


「葵学園を受じゆ験けんしたのも、近くの中学校に可愛かわいい娘が多いからだろ」


「自由恋愛だよ」


「親が学校に怒ど鳴なり込こんできたじゃないか」


　涼は「そういうこともある」と言ってとぼけた。


　夕菜はまだ驚おどろいていた。


「え、えっと……高嵜さん、本当に女の子だけが好きなんですか」


「そうだよ」


「どんなこと……してるんです？」


「普ふ通つうに男の子とつきあうのと同じ感覚。遊びに行ったり買い物したり。ま、あとは色々と」


「色々……きゃ……」


　夕菜は顔を真っ赤にしてしゃがみ込こんだ。想そう像ぞうがたくましくなりすぎたようである。


「でもさあ、一年生とつきあっては捨すててるんだろ」


「つきあってないよ。あたし、ずっとフリーだから」


「え？」


「今までの娘、全員セカンド。本命はなし」


　さらっと言い放った。


　和樹は頭がくらくらした。そんなことをするからもめごとが絶たえないのである。


「なかなかこれって娘がいないんだ」


「もてるねー」


「どうもありがとう……ところで式森君、なにしに？」


「ああそうだ。掃そう除じの業者の人がね……」


　和樹はざっと説明をした。


　涼は何度かうなずいて、


「そういえば『ネズミの巣がないか調べているから開けてくれ』とか言ってた」


「知ってるじゃないか」


「修しゆ羅ら場ばっててそれどころじゃなかったんだよ。一年Ｄ組の娘が暴あばれ出してさあ」


「さっきの女の子？」


「そう──」


　涼は台詞せりふを途と中ちゆうで止やめた。


　廊ろう下かをどたどた走る音がする。かなり乱らん暴ぼうだ。


　大きな音がして、扉とびらが開け放たれた。


「涼！」


　先ほど飛び出していった一年女子が、身体からだを震ふるわせていた。顔をくしゃくしゃにして、涙なみだを流している。手に持っているのがカッターナイフというところが可愛らしいが、やはり鬼き気き迫せまるものがある。


「酷ひどい！　わたしにあんなことをしておいて、弘ひろ恵えにまで！　今相談したら、『私も遊ばれた』って言ってたわよ！」


「雅まさ美み、落ち着け。弘恵とはとっくに別れた」


「二ふた股またかけてたのね！」


「セカンドなんだから文句言うな」


「セ、セカンドだったの!?」


「弘恵もセカンドだよ」


「……許ゆるせない！」


　女の子が涼に飛びかかった。


　和樹は夕菜の腕を引っ張り、急いで飛び退のいた。女の子と涼はもつれあって、床中を転がり回っている。


「こら、止めるんだ雅美。危あぶないぞ」


「一いつ緒しよに死んでー!!」


　再ふたたび痴ち話わ喧げん嘩かを始める少女二人。


　和樹と夕菜はとばっちりを受けないうちに、廊ろう下かに逃げ出した。





　二人は涼の部屋を、「問題なし」ということにした。今は再さい度どの確かく認にんをしたくない。


　夕菜がチェックリストをのぞき込んだ。


「ネズミ、いませんね」


「いないね。どこにいったのかな」


「ここにいるはずですし、増ふえるまえになんとかしませんと」


「そうだね。僕や夕菜の部屋に来られちゃ大変だ」


　和樹はうなずいた。


　次は男子である。


「宮みや本もとか……」


　名簿を確認しながら和樹は呟いた。宮本英ひで臣おみだ。気のいい男だが、なにを考えているのか分からないところがある。Ｂ組生徒はみんなそうなのであるが。


　階段を登のぼる。ノックせず、扉に向かって言った。


「宮本、式森だけど」


「いるぞ」


　言葉だけが返ってきた。


「手が離はなせない。勝手に入ってきてくれ」


　二人は言われたとおりにした。


　失しつ礼れいしますと呟いて扉を開ける。宮本は窓まど際ぎわの机つくえに向かって、なにかやっていた。


「あのー、宮本」


「適てき当とうにしててくれ。もうすぐ終わる」


　細かい作業らしい。時々腕うでが動くだけで、ずっと座っている。物音を立てられるのも嫌そうであった。


　待つことしばし。


「……終わった」


　宮本が椅子を回かい転てんさせ、こっちを向いた。


「待たせたな」


「いいよ。なにしてたの」


「これだ。見るか」


　二つ折りの紙し片へんを渡わたしてくれた。


　生せい徒と証しようであった。ただし、葵学園のものではない。


「……これ、どこの？」


「設楽したらヶ原はら高校だ」


　葵学園と並ならぶ、魔ま術じゆつ師し養成の公立高校である。


「宮本の写真が貼はってあるんだけど」


「苦労したよ」


　彼はにやりと笑った。


「……偽ぎ造ぞうじゃないか！」


　和樹はわめいた。宮本は高校生なのに偽造屋をやっているのである。


　夕菜も横からのぞき込み「よくできていますね」と妙みような感心をした。


　宮本は、「分かってくれたか」と言わんばかりの顔をして、


「一年の時、あれだけ葵学園の名めい簿ぼを作ったからな」


「名簿屋に売った奴やつだろ。ほとんど偽にせ物ものだったんで、ダイレクトメールの企き業ぎようや金きん融ゆう会社が悲鳴を上げたらしいじゃないか。抗こう議ぎしようにも相手が分からなかったらしいし」


「俺の身分証明書もでっちあげだからな。身元がバレるようなヘマするかっての」


　誇ほこらしげであった。和樹はじと目で眺ながめつつ、


「で、設楽ヶ原高校の生徒証なんてどうする気」


「たちの悪いことに決まってるだろ。盗とう品ひんから薬の売買までなんでもいいぞ」


「犯はん罪ざいじゃないか。そもそも身分証のいらないことばかりだし」


「馬ば鹿かだなあ。警察に取引をちくって、現場にわざと落とすんだよ。そうすれば犯罪も摘てき発はつされて設楽ヶ原に捜そう査さの手が伸のびるだろ。俺の顔写真は当然変えるが、これで一石二鳥じゃないか」


「なにが二鳥だよ……」


　和樹は身分証明書を返そうとして気づき、ハンカチで丁てい寧ねいにぬぐった。へたに指し紋もんでもつけっぱなしにしたら、ことである。


　宮本は「気づかれたか」みたいな顔をしていた。


「……ところで、作ってるのは設楽ヶ原のだけじゃないんだろ」


「よく分かったな。近きん隣りんの高校中学はほとんど網もう羅らした」


「だからそれは犯罪で……」


「俺が使うわけじゃない。頼たのまれたら制せい作さくに関かん与よするだけだ」


「前にテストの問題用紙を偽造して、大騒さわぎになっただろ」


「あれは凄すごかったな。問題漏ろう洩えいかと思ったらしく、職しよく員いん室しつがパニックになっていた。あやうく俺のことまでバレそうになっていた」


「それ密みつ告こくしたの、仲なか丸まるだよ」


　宮本が椅い子すから身体を乗り出した。


「本当か!?」


「あのあと、みんなにおごりだしたろ。報ほう奨しよう金きん貰もらったんだって」


「あの野や郎ろう！　よくもやりやがったな。今度は奴の顔写真入り手て配はい書しよを作って、近所に貼はり出してやる」


　憤ふん慨がいする宮本。和樹はどっちもどっちだと思った。


　夕菜が軽く咳せき払ばらいをした。


「お話はいいんですけど、宮本さん。掃そう除じのこと、聞いてますか？」


「ああ、ネズミだっけ」


「知ってたんですか」


「細こまかい作業をしてるときに入ってこられてさあ。邪じや魔までしょうがなかったから、カラオケの偽クーポン券けん押しつけて追い出した。よく見ると日付が二一〇〇年になってるんだよな」


「じゃあチェックを……」


「いないと思うよ」


　と宮本が言う。確かに男部屋にしては珍めずらしく、整せい頓とんされた室内である。


「ごちゃごちゃしてるとわずらわしいんだ。ネズミなんか出たら作業にならない」


「そうですねえ……」


　不ふ潔けつなところはなかった。


　夕菜がチェックシートに記入し、宮本に確かく認にんのサインをもらった。


　二人は立ち上がった。


「じゃ、これで失礼します。お仕事頑がん張ばってくださいね」


「必要なものがあったらいつでもおいで。夕菜ちゃんなら四よん割わり引びきだ」


　夕菜はにこにこしながら「いりません」と答えた。





　偽造屋のアジトを出て、次へと二人は向かう。また女子だ。


　千ち野の矢や夜やの番であった。暗くらい雰ふん囲い気きの、目立たない少女である。


　夕菜が先頭に立った。内気な女の子の部屋なので、男の和樹ではまずかろうという配はい慮りよである。


　彼女は扉とびらをそっとノックした。


「千野さん。いますか」


　返事なし。


「……飯尾さんみたいに、倒たおれているのでしょうか」


「そんな人じゃないはずだけど」


「千野さん、いないんですか？　千野さん」


　夕菜が何度も叩たたく。返事はない。


　二人は耳をすませた。室内からは、かすかに物音がしている。


「いるみたいだけど」


「開けてみましょうか」


　夕菜はノブに手をかけて、そっと引いた。


　薄うす暗ぐらかった。空気もよどんでいる。部屋の中央に少女がいて、こっちに背せを向けていた。


「千野さん？」


　夕菜が声をかける。


　矢夜がゆっくり振り向いた。夕菜を見て、驚きよう愕がくの表情になる。


「ゆ、夕菜!?」


　慌あわてて、なにかを隠かくした。


「どうしたんですか？」


「な、なんでもない。なんでもないの……」


　かなり怯おびえていた。早くも目に涙なみだを溜ためている。


「でも……なに持っているんです？」


「人に見せるものじゃないの！」


「わら人形だったような……」


　和樹は呟つぶやいた。ちらりと見えたのだ。しかも今日作ったような新品であった。


　途と端たんに矢夜は顔を覆おおって泣き出した。


「わーん、式森君に見られたー！　おしまいだわー！」


　和樹は焦あせり、矢夜に近づいた。


「ご、ごめん千野さん。そんなのが大事だなんて思わなかったから」


「そんなのって言ったー！」


「ごめんごめん。今どき珍めずらしいから」


「今どきだってー！」


「ごめんってば。でその、誰を呪のろってたの」


　矢夜はぴたりと泣きやんだ。


「人じん類るい」


「じ、人類……？」


「わたしは人類の悪意によって不幸のどん底に落とされた可哀かわい想そうな女なの。だからこんな惨みじめで悲ひ惨さんでグズでのろまなカメ──再さい放送見たの──にできることは、呪いしかないのよ」


　彼女は涙をぬぐい、わら人形を握にぎりしめた。確かに「全人類」と書いてあった。


「いくらなんでもスケールが大きすぎじゃない？」


「これくらいがちょうどいいの」


「理由はなにさ」


「昨日、帰り道で犬に吠ほえられたの」


　彼女はわら人形をゆっくりとなでた。


「他にも車に泥どろを跳はねられたわ。ティッシュ配りのバイトはわたしだけ一つしか寄こさないし、化け粧しよう品ひんの試し供きよう品ひんは品切れだったし、ラーメン屋の行列はわたしの前でおしまいになるし、『犬五番屋』の爆ばく発はつミラクルオシムチェリークレープは売り切れで、ダイレクトボレーストロベリークレープしか売ってなかったし。これはもう、人類全部がわたしへの壮そう絶ぜつないじめをおこなってるとしか思えないわ！」


「いやそれは、逆さか恨うらみじゃないかなあ……」


「酷ひどい、式森君もわたしのことを自じ意い識しき過か剰じようで被ひ害がい者しや意識が強くて言ってることが本気なのかネタなのか区別のつけづらい女だと言いたいのね！」


「そんなこと言ってないだろ！」


「言ってるわ！」


　矢夜は黒い手帳を取り出すと、ページをめくってなにやら始めた。


「式森和樹、いつか呪い殺ころしてやるリスト八千四百二十一番から二千二百九十八番に移い動どう、と……」


　嬉き々きとして書き込んでいる。


　和樹はどんよりした気分になった。矢夜はいつもこうなのだ。見事なくらい打たれ弱い。おまけに逆恨み癖ぐせがある。あの手帳にはクラスメート全員の名前が記されているはずだ。


　代かわって夕菜が訊きいた。


「千野さん、掃そう除じの話なんですけど……」


「なにそれ。『掃除』というのは隠いん語ごで、実じつ際さいは死体処しよ理りのこと？」


「そうじゃありません。この寮りようにネズミが出るので、業者の方が掃除をしに来たんです。各部屋のチェックもしていたんですけど」


「そういえばそんな人も来たわね」


　矢夜は机の中から日記帳をだして、確認した。


「部屋を見せてくれって言うから、やだって断ことわったのよ。だって本当は業者に見せかけた結けつ婚こん紹しよう介かい所じよの営業に違ちがいないから。きっと『千野矢夜はもてなくて恨み言ばかり呟いているからいくらでも金を引っ張れるぜうへへ』とか考えていたに違いないわ」


「本当に掃除業者の人なんですけど……」


「一生怨うらんでやるって叫さけんだらどっか行っちゃった。それに、わたしのところにネズミなんていないもの」


　夕菜と和樹は部屋を見回した。よく整せい理りされていて、不ふ潔けつな印いん象しようはない。食べ残しの菓か子しや飲みかけのジュースもない。壁かべにずらりと小さなビニール袋ぶくろに包つつまれた髪かみの毛け──呪う相手のものだろう──が並ならんでいるが、それを除のぞけば普通であった。


「いなさそうですね」


「でしょ。だからそれは『千野はネズミを飼かってて不潔で惨めで公園でつまずいて膝ひざをすりむき小学生に笑われた女』って言いふらしている奴やつの陰いん謀ぼうなのよ。どうして転ころんだって知ってるのかしら。許ゆるせない」


　わら人形を壁かべの柱に打ちつけようとする。


「千野さん、止めなってば。隣の部屋に迷めい惑わくだよ」


　矢夜は注意した和樹を睨にらみつけた。


「……わたしの邪魔をするなんて、式森君も一味だったのね」


「なんで！」


「やっぱり黒くろ幕まくだったんだわ。入学したときからおかしいと思っていたのよ。こんな身近に敵てきがいるなんて！」


「なんだよ敵って」


「敵は敵よ。違うって言うの」


「違うに決まってるじゃないか！」


「違うならこれ買って」


　押し入れからダンボールを引っ張り出す。中にはわら人形がびっしり詰つまっていた。


「手て製せいの効こう果か抜ばつ群ぐんわら人形。小八百円。大千五百円。今ならオリジナルストラップつき」


「……いらない」


「やっぱり敵よ！　悪あく魔ま！」


「……千野さん、本当は打たれ強いんじゃないかなあ」


「そうやってわたしに別人じん格かくのレッテルを貼はって、高い塀へいのある病びよう院いんに閉とじこめようとするのね。式森君、二千二百九十八番から五十二番に昇しよう格かく。Ｂ組は敵ばかりだわ。ああ、早く卒そつ業ぎようするか全すべてが滅ほろびてくれないと……」


　今度は紙に「宇う宙ちゆう」と書きつけ、わら人形に貼った。なにやらぶつぶつ始める。


　和樹は大きくため息をつき、チェックシートの「問題なし」の欄らんに印を入れた。





　本当に呪のろい殺されそうになってきたので、二人は早々に引き上げた。


「なかなかネズミはいませんね」


「すばしっこいから、そう見つかるもんじゃ……」


　和樹は言葉を飲み込んだ。


　廊ろう下かの先に、小さな動物がうろうろしていたのだ。


「和樹さん、ネズミです！」


「捕つかまえなきゃ！」


　走り出す。が、ネズミもいち早く気づいて逃にげ出す。


　右に左にと敏びん捷しようである。和樹と夕菜は散さん々ざん振ふり回まわされた。


「夕菜、そっちそっち！」


「和樹さん、足元です！」


　ネズミは二人の間をくぐり抜け、奥おくへと逃げ去った。


　追いかける。が、突き当たりには部屋しかなかった。


「ここへ逃げたのかな……」


　和樹はネームプレートを見上げた。「諏す訪わ園ぞの」と書いてある。一人部屋であった。


　クラスメートの諏訪園ケイだ。つり目気ぎ味みの、気の強そうな女子生徒である。


「諏訪園さんって、千野さんの友達じゃなかったかしら」


　夕菜が名めい簿ぼを見ながら言う。ちょうど載のっていた。


「……なんかやな予感が」


　和樹は頭上に暗あん雲うんがたれ込めたような感覚を味わった。


　ケイは部屋にいて、すんなりと中に通してくれた。


「珍めずらしいわね。あなたたちが私の部屋に来るなんて」


「掃そう除じのことなんだけど」


「そう。ま、座すわって」


　二人はクッションの上に座った。


　ケイは飲み物を入れてくれた。


「遠えん慮りよしないでどうぞ」


「どうも」


　と和樹は返事をしたが手をつけない。部屋の内部を恐おそる恐る眺ながめていた。


　夕菜もさっきからずっと、壁や天てん井じようを見回している。心なしか顔色が悪かった。


「どうしたの二人とも」


「んー、ちょっと……」


「個こ性せい的なお部屋ですね……」


　二人は口をもぐもぐさせた。


　ケイの部屋を個性的というのは、控ひかえめな表現であった。壁には鎌かまを振りかざす骸がい骨こつやら積み重ねられた死体の油絵が飾かざられ、本ほん棚だなには悪あく魔ま学の本がずらりと並ならんでいる。壁紙だろうと家具だろうと色は全すべて黒で、ところどころ銀ぎんが混まじっていた。


　女の子らしいアクセサリーは皆かい無むで、全てドクロかトゲのついたものである。床は絨じゆう毯たんだがカバラの複ふく雑ざつな文もん様ようとなっていて、今すぐにでも儀ぎ式しきに使えそうだ。天井には大きく、高笑いをするヴラド・ツェペシュ公と串くし刺ざしにされたトルコ兵が、毒々しい色しき彩さいで描えがかれていた。


　ケイ自身はゴスファッションで固め、十じゆう字じ架かのネックレスを下げている。ただし逆さかさまにしてあった。


「諏訪園さん、一年のときからこうだよね」


　和樹が言う。


「悪魔とか魔王とか、そんなのに没ぼつ頭とうしてた」


　ケイはサタニストなのである。


「あのころに比くらべれば大人しくなった。今はもっと精せい神しん的なものに興きよう味みがあるから。占うらないや呪じゆ詛そね」


「……それって精神的なの？」


「内面が現あらわれるのよ」


　真顔である。


「私は占いも呪詛も召しよう喚かんもやるけど、そういうのは全て自分自身と世の中の成り立ちを研けん究きゆうした末におこなうものなの。金はからんでない」


　これは本当だ。ケイは自分の趣しゆ味みで金かね儲もうけはしない。変なところでストイックなのである。悪魔学も真しん摯しな気持ちで取り組んでいた。


　和樹はむしろ居い心ごこ地ちが悪くなった。金銭が関わっていないのは、余よ計けいにたちが悪いとも言える。


「えーと、それより掃除なんだけど」


「その前に、それどうぞ」


　飲み物を飲むよううながされる。


　手に取ろうとしたが、なんだか見たこともない色をしていて、うっすらと煙けむりが立ちのぼっていた。


「飲むと世の中の真実が分かるわよ」


「真実？」


「ええ」


　和樹は絶ぜつ対たいに飲むもんかと心に決めた。


　コップを横にずらし、チェックシートを繰くって「それどころではない」というふりをする。


「で掃除だけど、業者の人が部屋に入れなかったって言ってるんだ」


「そんなの来てないけど」


　首をかしげている。


「でも『不ぶ気き味みな声こわ色いろと恐おそろしげな悲鳴が聞こえた』って書かれているけれど」


「なら儀ぎ式しきの最中だったのかも」


「……儀式って？」


「儀式よ」


「『複ふく数すうの男女のすすり泣き、なにかが燃もえさかる音、地じ獄ごくの底から轟とどろくような絶ぜつ叫きようが』って……」


「儀式よ」


　ケイは無む表ひよう情じように繰くり返した。


「式森君も体たい験けんする？」


　和樹は不安になり、追つい及きゆうを止めた。


「……諏訪園さん、ネズミ、見ませんでした？」


　代わって夕菜が口を出した。


「見ないわよ」


「紅尉先生のネズミが逃げ出したんです。早く退治しないと……」


「少なくとも、ここにはいないわ」


「そうなんですか？　逃げ込んだような気がするんですけど」


「廊ろう下かの床ゆかに穴あなでも開いているんじゃない。いたら儀式の贄にえにしてるわよ」


「……飯尾さんは『いたら食べる』って言ってましたけど、諏訪園さんは生け贄ですか」


「私はネズミだけじゃなくて、コウモリ、トカゲ、ニワトリも使うわよ。見る？」


「……遠えん慮りよします」


　ケイは「それは残念ね」と言った。


　とりあえず問題はない。二人は部屋を辞じそうとした。


　そこをケイが引き止めた。


「式森君、待って」


　彼女は部屋の隅すみでなにやらごそごそやった。


「さっき矢夜から連れん絡らくがあって、『式森君にいじめられた』って言ってたの」


「そんなことしてないよ」


「でも親友としては聞き逃のがすわけにもいかなくて……よっと」


　なんと、巨きよ大だいな逆さ十字を取りだした。人間の背せ丈たけよりも大きい。いくつか円えん環かんが取りつけられている。かなり年ねん季きが入っていて、生木のところどころがシミになっていた。


「……なにそれ」


「張りつけ台」


「……は？」


「ここに人間を逆さに張りつけるの。中世に中部ドイツの一地方で使われていたんだって。魔ま女じよ狩がりの拷ごう問もんにも使用されたらしいわね。というわけで」


　和樹の肩かたをがしっと摑つかむ。


「こっちへどうぞ」


「ちょ、ちょっと待った！」


　和樹はケイの手を振りほどいた。


「なにをするんだよ！」


「儀式よ。矢夜から『式森君に別べつ次じ元げんの経けい験けんを味わわせてやって』って言われたから。協力しなきゃ」


「僕ぼくの意い志しは!?　死んだらどうするんだ！」


「工く夫ふうはしてあるわ。逆さ張りつけって、首の血管を切っておくのよ。そうすれば頭に血が上のぼって鬱うつ血けつすることもなく、いつまでも儀式が見てられるから……」


「嫌いやだー！」


　和樹は数メートルも飛びすさった。


「なに考えてんだ！」


「儀式のこと。やっぱりこういうことって、人間が一番いいのよね」


「断ことわる！　さいなら！」


　和樹は夕菜を引っ張った。そして外に出ると、力ちから一いつ杯ぱい扉を閉めた。





　別の階に逃げ出して、ようやく人ひと心ごこ地ちついた。


「あー、危あぶなかった」


「諏訪園さんって、あんな趣しゆ味みもあったんですね」


　夕菜は意外そうである。


「みんな夕菜の前では隠かくしたがるからね。でも、本当にネズミがいないなあ」


　このままではチェックが全すべて終わってしまう。そうなったら調べようがない。


「次は誰？」


「ええっと、次は……あっ、松まつ田ださんですね」


「松田さん？」


　和樹は渋しぶい顔をした。


　松田和かず美みは、一いち応おう美少女で頭もいいのだが、性せい格かくが悪いのにくわえて身の回りがだらしなかった。不ふ潔けつではないのだが、「縦たてのものを横にするのも面めん倒どうくさい」と公こう言げんしてはばからないのである。教室の机つくえにも、得体の知れない本や道具を突っ込んで放置してあり、掃除の時に爆ばく発はつが起こって大騒ぎになったこともあった。そしてなにより陰いん謀ぼう家かである。


「ネズミがいそうだけど、諏訪園さんと同じパターンの気が」


　和樹と夕菜を見たら、なにか企たくらもうと考えるはずだ。


「多分ろくでもない目にあうと思う」


　早くも和樹は投げ気味である。


「そうですねえ」


　夕菜も同感のようであった。


　それでも行かないわけにはいかない。二人は階かい段だんを登った。


　和樹が軽くノックをする。


　しばらくしてから、「はーい」と声がした。やけに明るい。


「いらっ……あら」


　扉とびらを開けた和美は、きょとんとした顔で立っていた。


「……式森君なの？」


「そうだけど……。今日、掃そう除じの点てん検けんするって連れん絡らくしたじゃない」


「……あっ、そ、そうだったわね」


　どこか慌あわてたような、がっかりしたような態たい度どであった。


「ちょっと見させてね」


「え、中に入るの？」


「そりゃ見なきゃ点検にならないから」


「あの……またにして」


　和美にしては大変珍しいことに、手を合わせて拝おがむような格かつ好こうをした。


「今日中なんだから、今やったって同じだよ」


「だって」


「どうせかたしてないんだろ。でも駄だ目め駄目。チェックはするからね」


「夜やってくれればいいから」


「やだよ」


　今までの各部屋での経験から、和樹は強気に出た。へたにひるんだりしたら、ろくなことにならないのである。


「僕もすぐに終わらせるから。入れてよ」


「……早く終わらせてくれる？」


「うん」


「……どうぞ」


　和美は渋々、部屋に招まねき入れた。


　和樹と夕菜は室内を見て、「あれ」と声を漏もらした。


　内部はきちんと整せい頓とんされ、どこにも散ちらかった様子はなかった。本は本ほん棚だなに、服は全てクローゼットの中。窓まどが開けられて日光とそよ風が流れ込んでいる。床はきちんと掃はき清きよめられており、埃ほこりも落ちていない。机の上には花まで活いけてあった。


「綺き麗れいじゃないですか」


　夕菜もかなり意外そうであった。


「前に遊びに来たときは、どこかの会社の倉そう庫この中かと思っちゃいましたけど、松田さんって綺麗好きだったんですね」


「ま、まあね。わたしも一いち応おう女の子だから」


　あははと引きつったように笑っている。


「これなら問題ないのに。どうして入れてくれなかったんです？」


「まあいいじゃない。そういう気分なのよ」


「気分ですか……」


　そう言って夕菜は、和美の顔を眺ながめた。


「あら、松田さんが口くち紅べになんて珍しいですね」


　急いで唇くちびるを押おさえる和美。


「そ、そうかしら」


「休日だってほとんど化け粧しようしないじゃないですか。顔を塗ぬるなんて面めん倒どうとか言って……この匂におい、香こう水すいですか？」


「うん……つけてみたの」


「なんか高そうな香りですけど……イヤリングまでしてますね。あら、お茶のセットが置いてある。お客さんが来る……」


「し、式森君！」


　和美はうわずった声で和樹を呼よんだ。


「もういいわよね。問題ないでしょ。わたしの部屋、平気よね!?」


「うん。まあ」


　剣けん幕まくに押され、ついうなずく。


「だったらもう、ほら、式森君も夕菜も忙しいだろうし、邪じや魔ましちゃ悪いし、だから」


　帰ってくれと言わんばかりである。


　和樹も夕菜も長なが居いをするつもりはない。チェックシートに印をつけ、和美にサインをさせる。


　彼女は急いで自分の名前を書いた。


「これでいいわよね。いいわよね」


「……いいよ」


「じゃあ出口あそこ。じゃね」


　二人とも背せ中なかを押された。


　すると扉がノックされた。


「松田、開けるぞ」


　背はい後ごで和美が跳とび上がるのが感じられた。


「あっ、ちょっと待っ……」


　がちゃりと音がした。


　入ってきたのは仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこであった。


　和美は急いで仲丸の元に駆かけ寄よった。


「……仲丸君じゃない。どうしたのわたしの部屋に」


「はあ？　お前が呼んだんだろ」


「そ、そうだったかしら」


「月曜からずっと俺おれを誘さそっていたじゃねえか。お茶があるとかどうとか……」


「そう……ね」


　和美は首くび筋すじまで赤くなっていて、ひたすらうつむいていた。仲丸は怪け訝げんな顔をしており、和樹は訳わけが分からず首をひねった。
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　ひとり夕菜だけは、ぴんときたようで、


「行きましょう、和樹さん」


　袖そでを引っ張った。


「いつまでもいちゃ悪いですよ」


「……そうなの？」


「そうなんです。ごめんなさいね、松田さん」


　彼女はにこりと微笑ほほえんだ。


「……ありがと」


　消え入るような声で返事をする和美。夕菜は手を振った。


　二人は部屋を出た。


「……松田さんって、仲丸と仲良かったっけ」


　和樹は疑ぎ問もんを口にした。


「良かったですよ」


　夕菜は当とう然ぜんと言わんばかり。


「あの二人ほど仲悪いのもいないと思ってたんだけどなあ」


「そんなことないです。前から仲は良かったです」


「そうかあ？」


「そうです。わたしはずっと、そうじゃないかと思ってました」


　夕菜は自信ありげにそう言った。





　　　　○





　チェックはかなり進んだ。ネズミはどこにもいない。あとは確認の難むずかしい床ゆか下したとかになってしまう。


　夕菜は名めい簿ぼを閉とじた。


「もうおしまいです」


「ないの？」


「はい」


　和樹はなにか釈しやく然ぜんとしなかった。


「結局、ネズミはいないのかな」


「そうですね。でもわたしたち素人しろうとですから、見落としも……あら」


　再ふたたび名簿を眺ながめていた夕菜が、指さした。


「和樹さんの部屋、チェックしてません」


「え、そんなこと……」


「先週の日曜日、いなかったんじゃないんですか」


「え、土曜じゃなかったの？」


　和樹は思わずそう答えた。土曜日も出かけていたのだが、管理人へ業者が来たら自由に入れるよう鍵かぎを預あずけていた。日曜日は普ふ通つうに外出である。


「日曜日ですよ。……そういえば、伊庭先生が頭のいいネズミって言ってましたよね。和樹さんの部屋に避ひ難なんしていたこともあるんじゃないんですか」


「……行ってみようか」


　自分の部屋へと向かう。その途と中ちゆうで、


「……でもさあ、僕は寝ね起おきしてたんだから、いないと思うんだけど」


「押し入れの隅すみでじっとしていたのかもしれません。和樹さん、部屋を散らかしているでしょ」


「……まあね」


　部屋の前まで来た。不安になって夕菜の方を向く。


「ネズミに人間の裏うらをかける行動とれるわけないよね」


「普通はそうですけど……」


　そっと扉に耳を近づける。


　がさがさとうごめく音。


「なんかいる……」


　泣きそうになった。


　夕菜も同じようにして、青い顔になる。


「……すごい数ですよ。他の部屋に薬を置いちゃったから、全部ここに集まったみたいです」


「凄すごく嫌いや……」


　がさがさぼりぼり。怖こわい想そう像ぞう力りよくをかき立てる。腰こしが引け、そこを夕菜に抑おさえられた。


「和樹さん、確認しなきゃ」


「えっ!?　ここを!?」


「自分の部屋じゃないですか」


「だってこの音……夕菜、見てよ」


「女の子になにさせるんですか」


「じゃあ一いつ緒しよに見よう」


　ノブに手をかけた。ごくりと唾つばを飲み込む。


　息いきを吸すった。


「……夕菜、開けるよ」


「はい……。和樹さん、守ってくれ……ます？」


「自信ない……」


　汗あせばむ手でノブを摑つかむ。


「……せえのっ」


　思い切って開けた。


　二人の悲鳴は、寮りよう中じゆうに響ひびき渡わたった。




　番外編二　ハートブレイカー










　石いし川かわ映えい子こは気が利きかないと山やま瀬せ千ち早はやは思っている。正直者で天てん真しん爛らん漫まんな性せい格かくは友人として申し分ない。清せい修しゆう学がく園えんに転てん校こうした直後からなにかと気にかけてくれて、クラスに溶け込むようにしてくれた。だから非ひ難なんするつもりは全然ないのだけれど、時々うとましく感じるときがある。半月ほど前突とつ然ぜんあの日がやってきて、用意をしてなくて慌あわてていたら、大声で「千早、始まっちゃったの」と話しかけられた。休み時間だからよかったものの、授じゆ業ぎよう中ちゆうにやられたら登とう校こう拒きよ否ひになるところだった。直後にナプキンをくれたから、ありがたいのだけれど。


　今日もそうだった。他人がカレンダーを眺ながめて物思いに耽ふけっているのに、映子は遠えん慮りよもせず話しかけてきた。


「ねえ千早、今度の日曜日ヒマ？」


　千早は彼女の大声に眉まゆを顰ひそめながら、けだるく返事をした。


「うん……。ヒマ」


「元気ないなあ」


　映子は千早の背せ中なかをバンバン叩たたいた。


「しゃきっとしなさいよ。またあの日？」


「違ちがう」


「きつかったら言いなさいよ。薬もあるから」


「そう。ありがと」


　デリカシーがないのはいつものことなので、適てき当とうに答えてまたカレンダーを見る。頭の中では、様さま々ざまな想おもいが交こう錯さくしていた。


「ね、どうかしたの」


「……なんでもない」


　千早はようやくカレンダーから視し線せんを剝はがし、映子に顔を向けた。


「で、日曜になにかあるの？」


「そうそう。今度東京まで出かけるんだ。一緒につきあってよ」


　思わず彼女の顔を見返してしまった。なにしろ東京という単語を聞き、心しん臓ぞうがぴょんと跳はねていたのだ。


「……どうして？」


「お買い物」


　映子は続けて言った。


「カレにプレゼントしたいものがあるの。だから、東京まで買いに行きたくて」


　正直者だから、自分に彼氏がいることを隠かくそうとはしない。それはいいのだが、彼氏への買い物というところが、ますます千早の鼓こ動どうを早くさせた。これを友人に気づかれないようにするには、ちょっとした努力が必要だった。


「ふーん。行ってくれば」


「なんでー、つきあってよ」


　映子は千早の肩かたを揺ゆさぶった。


「だってあたし、映子の彼、知らないもん」


「そんなこと言わないで。千早東京にいたじゃん。案内してよ」


「横浜でいいじゃない。なんでもあるわよ」


「横浜まで出たら東京に行ったって同じだよ」


　それは彼女の言うとおりだった。東海道線を使えば三十分かからない。東急東横線なら直ちよく接せつ渋しぶ谷やにまで出られる。


　それでも千早は、あえて素そっ気けなく告つげた。


「あたし買う物ないし、運うん賃ちんもったいないし」


「お茶おごってあげるから」


「家で飲む」


「もう、千早いつもはつきあいいいじゃん。東京になんかあるの？」


　きた、と思った。天てん然ねんなのだが勘かんが鋭するどい。こっちが触ふれて欲ほしくないところを、悪意なく突ついてくるのだ。


「……別にー」


　なんとか平静を装よそおう。映子はなおも肩を揺さぶった。


「ならいいじゃん」


「だって、今度の日曜でしょう」


　千早はもう一度、黒板の横にかけてあるカレンダーを眺めた。


「やっぱやだ」


「つきあってよー。わたし東京行くの初めてなんだよ。道迷まよっちゃって変な人にナンパされちゃう」


「自分でなんとかすれば？　一昨日おととい素す手ででゴキブリ握にぎりつぶしたって自じ慢まんしてたじゃない。話せば相手が引くわよ」


「昆こん虫ちゆうマニアだったらどうすんのよ。だから一緒に行って。そんなに東京が嫌いや？　人間嫌ぎらい？」


「そうじゃないけど……」


「じゃあ行って」


　断ことわる口実が思いつかなくなり、千早はため息をついた。そう、東京は嫌いじゃない。一年前まではそこにいたのだ。あの活気は好きだし、どこになにがあるか、今でも覚えている。だが行きたくない理由は、もっと別にあった。


「……まあいいけど」


　渋しぶ々しぶ承しよう諾だくの返事をした。


「その代わりお茶だけじゃなくて、お昼もおごってよ。新宿あたりで」


「いいよ。でも安いのにしてね」


「高いの」


「ひどーい。友達にする仕打ち？」


「あたしには、映子の誘さそいの方が友達にする仕打ちかって思う」


「……どして？」


　映子はきょとんしていた。千早は首を振ふって、


「なんでもない。じゃあ今度の日曜日。待ち合わせの場所と時間は適てき当とうに決めてね」


　早く話を終わらせようと、投げやりに言い放はなった。





　　　　○





「──ですけど、どうしますか和かず樹きさん」


　宮みや間ま夕ゆう菜なに声をかけられたとき、式しき森もり和樹はちょうど腕うで時ど計けいをいじっているところだった。そのため彼女がなにを言ったのか、はっきり聞いていなかった。


「え？」


「もう、聞いてなかったんですね」


　夕菜はちょっと怒おこった顔をしていた。


「ごめん」


　謝あやまって、また時計の具ぐ合あいをみる。


「どうしたんです？」


「なんでもない。ちょっと調子が……で、なに？」


「今度の日曜日はどうしますかって、訊きいたんです」


「日曜日かあ……」


　和樹は少し考えた。


「寝ねてる」


「なんですかそれは」


「多分眠ねむいと思うから」


　休日は惰だ眠みんをむさぼるのが彼の生活ペースである。


「もっと健けん康こう的てきなことをしてください。日曜日は天気もいいみたいですよ」


「じゃあ窓まど開あけて寝ねる」


「そうじゃなくてですね」


　夕菜はまるで、子こ供どもに言い聞かせるような口調で喋しやべった。


「どこか遊びに行きませんかって、誘っているんです」


「遊ぶって？」


「遊ぶんです」


「なんでまた」


「お休みだからです。遊ぶのに理由なんているんですか？　それに……」


　なにか言いかけてから夕菜は言葉を切り、


「まあいいですけど、せっかくなんだから遊びたいじゃないですか。お買い物でも、なんでも」


「うーん」


　和樹は腕うでを組んだ。


「シエスタは？」


「駄だ目めに決まってます」


　シエスタとはスペイン語で昼寝のことである。


　和樹はあまり真ま面じ目めに考える気が起こらなかった。日常をアクティブに過すごす習しゆう慣かんがないのに加え、「ごろごろ」や「だらだら」が好きなせいもある。


「夕菜はどこかいきたいところがあるの？」


「和樹さんとならどこでもいいですよ。遅おそくならないうちに帰りたいですけど」


　笑顔でそう言われると、どこか行き先を考えないわけにもいかなくなる。


　とはいえ、


「……やっぱり思いつかない」


「もう」


「勉強でもしようか」


「したいんですか？」


「……したくない」


　正直に答えた。


「じゃあどうするんです？」


　夕菜は夕菜で、すでに「和樹とどこかへ行く」というのは既き定てい事じ項こうとなっているようだ。こうなると、いまさらどこにも行きたくないというわけにもいかない。


「……買い物に行こうか」


　結局こうなった。


「いいですね」


　嬉うれしそうになる夕菜。


「どこにします？」


「どこでもいい」


「ちょっと遠くに行きましょうか。新宿とか渋谷とか」


「遠いなあ」


「小岩とか市川がいいですか？」


「……どこでもいいや」


　あっさりと前言をひるがえして、賛さん成せいをする。


　夕菜はにこりとした。


「じゃあわたしが決めていいですか」


「いいよ別に……あ」


　不意に和樹は思い出した。


「ごめん、今度の日曜は学校で検けん査さがあるんだった」


　魔ま力りよくのチェックである。世界を破は滅めつさせる体たい質しつになってしまったので、以前よりもずっと検査回数が増ふえたのだった。養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきが、とにかく新しい方法を試ためしたがるということもある。


「日曜に検査なんですか？　紅尉先生ったら」


「僕ぼくも行きたくないんだけどね」


「時間、かかるんですか？」


「それほどでもないと思うけど。日曜ならいつ来てもいいって」


「じゃあ、終わったら出かけましょう」


　和樹はいいよと返事をした。


　それから出かける時間を打ち合わせた。考えてみれば、二人だけで外出することは滅めつ多たにない。妙みように新しん鮮せんであった。


「じゃあ、明日はお出かけです。寝ね坊ぼうしないで起きてくださいね」


「はいはい」


　和樹は少しだけいい加減さの混まじった返事をした。





　　　　○





　映子に「横浜に着いたら乗り換えて、東急東横線で渋谷に行く」と言われても、千早はただうなずくだけにした。例によって「愛あい想そがない」と叱しかられたが、今はそれが精せい一いつ杯ぱいであった。


　ＪＲ東海道線の車しや輌りようは四人掛がけのボックスシートであった。千早はあえて、扉とびら横よこの二人掛けのところに座すわった。映子が「大きい席で足が延のばしたい」とオヤジみたいなことを言ったが、きりがないので取り合わなかった。


　休日なので、スーツ姿すがたの乗客は少なかった。代わりに家族連れやカップルが多い。女子高生二人組というのは、やや特とく殊しゆな部類に属ぞくした。


「ねえ千早、こうやって女二人で座ってると、幸せな連中を皆みな殺ごろしにするテロリストみたいに思われるかもね」


「思われないわよ」


　何回か駅に止まり、扉が開かい閉へいする。だんだん乗客が増えてきた。


　反対側の座席にカップルが座った。


　自分たちと同じくらいの年ねん齢れいだった。高校生だろう。


　女の子は妙みように明るくて、彼氏にしきりと話しかけている。男の子は困こまったように、それでもにこにこしながら聞いていた。


　気弱そうな彼だったが、女の子の話を遮さえぎったり、うるさそうにはしない。それだけ優やさしいのだろう。


　千早は目をそらした。


「お、アベックが座ってますぜ。ダンナ」


　映子が肘ひじでつつく。


「……どうでもいいわよ」


　関心のないふり。


「たはー、電車の中でいちゃいちゃして、たまりませんなー」


「どうしてそう、オヤジみたいなセンスしてるの」


　自分だって男いるくせに、と呟つぶやく。


「千早は男いなかったっけ」


「いたらあんたにつきあってない」


「身体からだが夜泣きしませんかい」


「馬ば鹿か。変へん態たい」


「わたしのカレの友達、紹しよう介かいしよっか」


「いい」


　馬鹿馬鹿しくなって、眼めを閉とじた。


　それでも映子は喋しやべるのを止めない。声を潜ひそめて、


「ね、千早って、好きな男の子いるの？」


　片かた目めだけ開けた。


「……なんで」


「だってさ、いつも男の子のことになると、話逸そらすじゃない。興きよう味みないってわけじゃないんでしょ」


「……あまりない」


　台詞せりふの終わりが、ごにょごにょしたものになった。


　映子は信じているのかいないのか、


「男作んなさいよー、男」


「ほっといてよ」


「カレがいると楽しいわよ。ほら、あっちもなんかやらかしてるし」


　見ると、向かいのカップルがじゃれついているところであった。女の子がしきりと彼氏に身体からだを押しつけ、腕うでを絡からませている。男の子は周囲の目を気にしてか、泡あわを食くってきょろきょろしていた。


　映子はそんな様子を、にやにやしながら眺めていた。


「幸せそうで、結けつ構こうなことじゃないスか」


「……テロリストになろうかしら」


　千早がぼやく。電車は横浜駅へと滑すべり込こんでいった。





　　　　○





　夕菜は、本日何度目かになるノックをした。


「和樹さん、起きてください。和樹さん」


　扉の内側からは、「うがー」とも「ふぎゃー」ともつかない声がしていた。目は覚めているらしいがどうにもはっきりしない。猫ねこみたいだ。


「朝ですよ。ご飯食べないと身体に悪いです。お出かけするんですから。和樹さん」


　開く気け配はいがない。どたばた音がしているのは、起きあがろうとして転ころがっているのだろう。


「起きてください。もう」


「うー……」


　かろうじて返事が聞こえた。


「……もう少し」


「もう少しって、どれくらいです」


「……三、四時間」


「お昼過ぎちゃいます。寝坊しないでくださいって、言ったじゃないですか」


「うー」


「もう！」


　夕菜は憤ふん然ぜんとして腰こしに手を当てた。


「騒さわがしいわね。どうしたの」


　呆あきれた表ひよう情じようで、一人の女子生徒が立っていた。


　杜もり崎さき沙さ弓ゆみであった。相変わらずの長身がよく目立つ。ぴったりとしたスウェードパンツが似に合あっていた。


「扉とびら叩たたいているの、端はしまでよく聞こえたわよ」


「ごめんなさい。和樹さんが起きなくて」


「式森君？　あまり朝が強そうなタイプじゃないわね」


「そうなんです。検けん査さがあるんですし、お出かけも約やく束そくしたのに……」


　じっと扉を見つめる。ふと、沙弓が格かく闘とう術じゆつに長たけていることを思い出した。


「杜崎さん、この扉破やぶれますか？」


「これくらいなら」


「お願いします」


　中で慌あわてふためくのが分かった。


「待った待った、ちょっと待って！」


　和樹が叫さけんでいた。


「今起きた。着き替がえるから壊こわさないで！」


　声もはっきりしている。ちゃんと目覚めたようだ。夕菜は沙弓に、扉の破は壊かいを止やめてくれるよう言った。


「早く出てきてください」


「着替えるから」


「じゃあ食しよく堂どうに先に行ってます」


「そうして。追いかける」


「ちゃんと来てくださいね」


　夕菜はちらりと扉に一いち瞥べつを加え、沙弓と共に階下へ降おりていった。





　　　　○





　渋谷の駅前は相変わらず混こん雑ざつしていた。雑ざつ踏とうという言葉がここほどしっくりくるのも珍めずらしい。いつの時期が一番人がいなくなるか考えたが、ちょっと思いつかなかった。


　映子は千早の前を歩いた。案内しなくていいのかと思ったが、目当ての店があるらしく、すいすい進んだ。


　道どう玄げん坂ざかの途と中ちゆうの店に入る。アクセサリーショップだ。


　店内は女性客ばかりであった。それほど高こう価かなものは扱あつかっていないので、同年代の娘むすめも多い。


　映子はガラスケースに飾かざられているアクセサリーを熱心に眺ながめ、千早は漠ばく然ぜんと眺めた。


「ねえ千早、この銀のブレスレッド、カッコイイと思わない？」


　手前に飾られている商品を指さす。


「変なの。悪あく魔ま教きようの紋もん章しようみたい」


　千早はつまらなさそうに言った。


「ちゃんと見てよ。このネックレスなんかどうかな。カレに似に合あいそう」


「顔知らないから分かんない」


「じゃあこっちのは。印いん象しようだけでいいから」


「そもそも男のネックレスって、気持ち悪いし」


「このピアスは？」


「顔に穴あな開けたきゃ虫ピンでも刺さしてればいいのよ」


「千早ー」


　さすがに映子が口を尖とがらせた。


「もっと真ま面じ目めにアドバイスしてよ」


「真面目なつもりだけど」


「どれくらい」


「いつもの百分の一ほど」


　不真面目な返事をした。顔も映子には向けていない。


「せめて十分の一にしてよ。友達じゃん」


「だって、本当はどのアクセサリーでもいいんじゃない。本気で悩なやんでるんじゃなくて、悩んでるのが楽しいんでしょ」


　ぶすっとした表情で言う。


　映子は顔を「にへら」と弛ゆるませて、


「……分かる？」


「分かるわよ」


「カレにプレゼントするって初めてなのよねー。なんでも似合う気がするし、でもわたしからの贈おくり物ってところを印象的にしたいし。ああ、迷まよっちゃう」


　映子は最近ヒットしたＴＶ主題歌の一節を口ずさみながら、店内を歩き回った。


　千早はなんともいえない気分になった。


　プレゼントのアドバイスではなく、のろけを聞くために呼ばれたようなものだ。ここにいる理由があまりない。


　もちろん、映子は嫌がらせで連れて来たのではないだろう。天然なだけで、性格が悪い女ではない。東京を案内して欲しいというのも噓うそではないはず。


　腹はらを立てる気にはならない。純じゆん粋すいにうらやましいだけだ。それどころか、「映子、幸せそうだなあ」という気持ちすらわいてくる。


　実じつ際さい、恋こいする彼女は輝かがやいて見えた。


　千早はガラスケースに自分の顔を映うつした。友人はきらきらしていたが、自分はどうなのだろう。デパートのマネキンみたいにこわばっているのか、それとも雨に濡ぬれた野の良ら犬いぬのようにしょぼくれているのだろうか。


　よく分からなかった。


　きっとつまらない表情なのだろう。自分の顔はあまり好きじゃない。


　眼を動かす。ケースの中に腕うで時ど計けいが並ならんでいた。


　右みぎ端はしのものが目に付いた。革かわベルトのアナログ時計だった。この店には珍めずらしく、地味なデザインだ。値ね段だんもそれほど高くない。


（時計、か……）


　革のベルトが気になる。ぼんやりと考えた。


「千早」


「きゃっ」


　背はい後ごに映子が立っていた。


「どうしたの。驚おどろきすぎ」


「なんでもない……もう買ったの？」


　友人は手に、綺き麗れいにラッピングされた箱を持っていた。


「うん。二つも買っちゃった」


　にへへと笑っていた。


「金持ちね」


「だってこの日のためにバイトしたんだもん。千早も買うの？　その時計？」


「ん……別に」


「誰かにプレゼントしたら？　きっと喜よろこぶわよ」


「相手いない。知らない人にあげたら驚かれる」


「五組の男の子に告こくられてたじゃん」


「もう名前も忘わすれたし」


　そんなこともあった。学校からの帰り道、一人で歩いていたら突とつ然ぜん言われたのだ。


　断ことわる以外の返事はありえなかった。ちょうど心がまいっていたときであり、彼氏を作る気分でもなかったのだ。なにしろ修しゆう学がく旅りよ行こうの直後だったのだから。


「それより、もう行こ。買い物終わったんでしょ」


「店出るの？」


「お昼おごってもらう」


「欠けつ食しよく児じ童どうね……あ、ちょっと待って」


　映子が慌あわててバッグの中を探さぐる。携けい帯たい電でん話わがメロディを鳴らしていた。


　彼女は外に出て、二つ折りになった携帯電話を開いた。


　千早は、やや離れた位置で待っていた。他人の会話を聞くほど無ぶ遠えん慮りよではない。


　しばらくして電話が終わった。映子が近づいてくる。


　彼女は申し訳わけなさそうな、それでいて嬉うれしそうな表情をしていた。


「あのね、千早。今カレから電話があったんだけど、ちょうど近くにいるんだって。それで、実は……」


「分かったわよ」


　千早はため息をついた。


「彼氏と一いつ緒しよにご飯が食べたいと。こう言いたいわけでしょ」


「そう。正せい解かい」


　映子は両手を合わせた。


「まさかカレまで東京に出かけてるなんて思わなかったから、つい約束しちゃったの。ほんっとにごめん」


「いいわよ。怒おこってない」


「おごるのはまた今度にして」


「ホテルのランチにして。一番高いの」


「なんでも言うとおりにします」


　映子は道ばたの地じ蔵ぞうを拝おがむみたいに、何度も頭を下さげていた。


　千早はとりあえず、帰りの時間と場所の待ち合わせをした。映子も帰りまでバラバラは悪いと思ったのか、すんなりと決まった。


「じゃお先に。ごめんね、千早」


「いってらっしゃい」


　映子はスキップするような足取りで、渋谷駅へ向かっていった。


　さて、と千早は考えた。


　結局一人になってしまった。もとより用事はないのだから、やることもない。帰りの時間までどうしたらいいだろう。


　さっきまでいた、アクセサリーショップの看かん板ばんを見上げる。


「プレゼント……か」


　つい口から出た。





　　　　○





　千早は電車に乗っていた。


　無む意い識しきとか、ついふらふらとという言葉が似に合あう事じ態たいだ。そんなつもりはなかったのに、気がついたら切きつ符ぷを買っていた。


　つもりはなかったというのは、厳げん密みつには噓なのかもしれない。


　手には紐ひものついた紙かみ袋ぶくろ。包ほう装そうされた細長い箱が入っていた。


　中身は腕時計。


　買ったのを覚えていないわけではない。ちゃんと自分の意い志しで財さい布ふを取りだした。店員に「ラッピングしますか」と訊きかれたときも「はい」と答えた。


　だが本当に買う必要があったのかどうか、微び妙みようなところだ。


　しかも包装までしてもらった。渡わたす相手もいないのに。


（いないんだよね……）


　映子に言ったのは噓ではない。つきあっている男の子はまったくいない。プレゼントをあげるほど気になる男の子もいない、はず。


　だから自分のしていることが、どうも信じられなかった。


（なんで電車に乗ったんだろ……）


　自動扉に寄よりかかる。


　窓まどの外をビル街が流れていく。空は半分くらい、雲くもがかかっていた。


　いくつか駅に停まる。各駅停車だから歩みは遅おそい。おかげでいらないことまで考えそうになった。


　車内のアナウンスが、聞き覚えのある駅名を告げていた。


　次に停まる。切符はここまでの料金で買った。だから下りるべきなのだが、決心がつかない。


（どうしよう……）


　たかがＪＲ駅の一つだが、悩なやみ抜ぬいた。


　ホームが見え、電車が減げん速そくを始める。


　反はん比ぴ例れいして、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが早くなった。


　下りるのは止やめよう、と思ったが、車しや輌りようがそうさせてくれなかった。


　寄りかかっていた扉がホーム側だった。勢いきおいよく開いて、千早は転ころがり落ちるようにしてホームに下りた。


（あ……）


　そのまま人混みに押おされた。流れに身を任まかせたままエスカレーターに乗せられる。


　ゆっくりと、馴な染じみの改札口が目に入ってきた。





　懐なつかしさと緊きん張ちようが同時に来た。


　引っ越してから一年以上たつが、駅前はほとんど変わっていなかった。もちろん細かい違いはあるものの、記き憶おくの通りだ。


　大きめのデパート。友達と行ったハンバーガーショップ。部ぶ活かつの打ち上げで入った喫きつ茶さ店てん。騒さわぎながら歩いた歩道。


　元のままだ。


　ほっとする感情はある。現げん在ざい住んでいる所は、まったく知らない土地だった。ここの方が故こ郷きようと言える。空気も肌はだにしっくりくる。


　それでも緊張は消えない。


　なにも考えないようにして歩き出した。


　バスターミナルから延びる通りを南に歩く。区画整理がされていないから、ごちゃごちゃした街並みになっていた。


　商店街のアーケードをくぐった。


　人が多くて活気がある。駅前のデパートに客を取られそうなものだが、ここはいつまでも元気だった。


　洋服店の前を通りかかった。『葵あおい学がく園えんの制服、扱あつかっています』の貼り紙がしてあった。


　千早は立ち止まった。彼女もここの店で買った。普通は出しゆつ張ちよう販はん売ばいの時に購こう入にゆうするが、体調が悪くて行けなかったので、店で仕立てたのだ。


　その時、男子生徒とすれ違ちがった。


　彼を見たのは、あれが初めてだ。一いつ瞬しゆんだけだったが、間違いはない。なんのことはなかったが、印いん象しように残ったので入学式で確かく認にんした。


　式では血けつ圧あつが低くて倒たおれてしまい、彼は保ほ健けん室しつまで運はこんでくれた。その時に名前も分かったのだ。式の残りをベッドの上で過すごしたのはみっともなかったが、嬉うれしさ半分だったのをよく憶おぼえている。


　ガラスの向こうに、葵学園の男女制服が飾られていた。


　埃ほこりもかぶっておらず、ぴかぴかだった。デザインは昔の卒業生に依い頼らいして決めたらしい。可愛かわいいと思うか味気ないと思うかは、人それぞれだろう。


　千早は好きだった。


　店を離れる。今はもう清修学園の生徒なのだから、未み練れんがあるのはおかしい。


　じゃあ、なんでここまで来たんだろう。


　その問いに答えは出さず、彼女は歩き続けた。





　銀杏いちよう並なみ木きは変わっていない。敷しき石いしもガードレールもまったく同じ。一年前にタイムスリップしたような錯さつ覚かくすらおこさせてくれる。これで制服を着た葵学園生がいれば完かん璧ぺきだ。
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　だが今日は日曜日。それが幸いかどうかは分からない。


　何度も通った道を進む。


　敷石を踏ふみしめる音がする。いい感かん触しよくだった。


　そういえば、ここを彼と歩いたこともあるのだ。


　文化祭の帰り。引っ越しすることは分かっていたから、少しだけでも二人でいたくて、思い切って誘さそった。彼は承しよう知ちしてくれて、色々話しながら帰った。


　最後の日は一緒に帰らなかった。未練が深まるのが嫌いやだったから。だけど意味がなかったようだ。今ここにいることが、それを証しよう明めいしていた。


　煉れん瓦が造づくりの建物が迫せまってきた。


　はっきり分かるくらい、心臓が高鳴った。いまさらのように胸むねに手を当てる。


　紙かみ袋ぶくろの紐ひもを握にぎりしめた。


　彩さい雲うん寮りようと書いてある門を抜ける。


　変な構こう造ぞうだった。背中合わせに別の建物がくっついている。増ぞう設せつでもしたのだろうか。


　玄げん関かんの前で立ち止まった。


　なんといってお邪じや魔ますればいいのだろう。在学中から男子寮に入ったことなんてない。それに今は他校の生徒だ。


　管かん理り人にんに声をかければいいのかもしれない。裏うら口ぐちに回ろうと踵きびすを返す。


　するとドアが開いた。


　女子生徒が出てきた。


　千早は戸と惑まどい、口ごもりながら声をかけた。


「あ、あの……ここ、男子寮……」


「ん？」


　三年生らしき女子生徒は、怪け訝げんな顔をしていたが、合が点てんがいったか笑った。


「ああ、ここは事情があって男子寮と女子寮が繫つながったのよ」


「繫がったって……」


「あたしのせいなんだけど」


　悪いことをした、みたいな表情をしていた。


「それで、なにかご用？」


「ええっと、その……式しき森もり和かず樹き君、います？」


　何な故ぜかその三年生は、眼めをぱちくりさせていた。


「へえ……和樹に女の子の客なんて珍めずらしい。親しん戚せきかなんか？」


「ええ、まあ……」


「ちょっと待っててね。呼よんでくる。……あ」


　彼女は寮に戻ろうとして、またこっちを向いた。


「ごめんなさい。今日出かけるって言ってた」


「……出かけたんですか」


　どうしてか千早はほっとした。


「うん。でも学校に寄って、保ほ健けん室しつに顔を出してから買い物に行くみたいだったから、急げば捕つかまるかもよ。葵学園までの道、分かる？」


「はい。じゃあ」


　千早は頭を下げた。それから来た道を、小走りに戻っていった。





　　　　○





　和樹の朝食は大変慌あわただしいものになった。食事中、ずっと夕菜が目の前に座すわっていて、「早く食べてください光こう線せん」を出していたのだ。成り行き上か、沙さ弓ゆみまでつきあっていた。


　お茶を飲む間もないまま、夕菜に引っ張られるようにして食堂を出た。そこでばったり会ったのが風かぜ椿つばき玖く里り子こだった。


　玖里子は和樹を見るなり、「あ」と言った。それから「あー、しまった」と呟つぶやいて顔をしかめた。


「和樹、あんた寮にいたの」


「いましたけど」


「出かけたかと思ってた」


「それが酷ひどいんですよ」


　夕菜が横から口を挟はさむ。


「一度起こしたのに、また寝ちゃったんです。いつまでたっても下りてこないものですから、わたしが無む理り矢や理り入って引っ張って来たんです」


「扉壊こわしたの」


「今は直っています」


　隣となりで沙弓が肩かたをすくめた。


　和樹は話を戻もどそうと、


「玖里子さん、僕ぼくになにか用なんですか」


「そうそう」


　玖里子はちらりと玄関に目をやった。


「あんたに客が来たの」


「そうだったんですか」


「それが、あんたたちもう出かけたと思ってて、いないって答えちゃったのよ。悪いことしたわ」


「起きなかった僕ぼくのせいでもありますから……。その人、帰っちゃったんですか」


「学校に寄よるみたいだったけど」


「じゃあ会えるかもしれませんね。ちょうど行くところです」


「早くすませちゃいなさいね」


「そのつもりです……なんで玖里子さんが？」


「おっと」


　玖里子は口をつぐんだ。


「ま、色々と」


　和樹はきょとんとした。彼は知らなかったが、隣となりで夕菜が玖里子に目くばせをしていた。


「あまり気にしないで。こっちの都つ合ごう」


「はあ。で、僕の客は誰だったんですか」


「そういえば名前を聞かなかったわ。女の子だったけど」


「舞まい穂ほちゃん？」


「違ちがうわよ。あの娘こは大学病院。あんたと同年代っぽくて、ショートカットで活かつ動どう的てきのような……」


「風椿さん」


　そう言ったのは沙弓であった。


「これくらいの身長ではありませんでしたか」


　彼女は胸むねのあたりに手をやった。


「そんな感じかしら」


　玖里子が答える。沙弓は少し思し案あんした後、小さくうなずいていた。


「それよりも早く行きましょう。たたでさえ遅おそいんですよ」


　夕菜がせかした。


「そうだったね。じゃあ、玖里子さん」


「またね」


　手を振る玖里子に見送られ、和樹と夕菜は玄げん関かんから外に出た。





　　　　○





　学生には学校が全すべてで、他のことすら学校を中心に動いている。生きる世界は校こう舎しやと共にあった。


　なにしろ家族といるより同級生といる時間の方が長いくらいだ。ましてや葵学園は全寮制だから、それが余よ計けいに強くなる。


　千早が学校の前に立つと、感かん慨がいのようなものが押し寄せてきた。懐なつかしさにじんと来る。今すぐにでも、葵学園生に戻ってしまいそうな気がした。


　日曜日だから正門は閉とじられていた。別の入り口から敷しき地ちに入る。


　相変わらずの広い校庭だった。目立たないよう隅すみを歩き、職しよく員いん棟とうに飛び込んだ。


　何人か職員がいる。私服だったので奇き異いの目で見られたが、とがめられはしなかった。


　保ほ健けん室しつは一階にある。人気のない廊ろう下かを歩く。また心しん臓ぞうがどきどきしてきた。


　ゴシック体のネームプレートが見えた。ゆっくりと近づいて──


　通り過ぎた。


　廊下の端はしまで歩き、ほうっと息を吐はく。


　入れなかった。


　それどころかノックもできなかった。自分で分かるほど身体からだが震ふるえている。


　葵学園に入るまでは普ふ通つうだった。校庭を歩いていたときだって、鼓動は大きくなっていたが身体は動いた。だが保健室の前まで来て、扉の先に和樹がいると思ったら、途と端たんになにもできなくなってしまったのだ。


　あと一歩、足が踏み出せない。勇ゆう気きがなかった。


　目をつむって、大きく息を吸った。何回か繰くり返す。こんなところで深しん呼こ吸きゆうなんて笑ってしまいそうだが、そうしなければなにもできそうになかった。


　落ち着いてきた。もう一度、反対方向から廊下を歩く。


　保健室が迫せまる。今度は止まった。


　また胸が高鳴る。抑おさえようがない。


　ゆっくりと、震ふるえる手でノックを──


　突とつ然ぜん、内側からドアが開いた。


　長ちよう髪はつの養よう護ご教きよう諭ゆが姿を見せていた。確たしか紅あか尉い先生。


「ん？　なにか用かね」


「あっ、あの」


　急なことで、声が裏うら返がえった。


「式森和樹君……いますか」


「式森君？　まだ見ていないが」


　養護教諭は背はい後ごを振り返った。


「神かみ城しろ君、彼は来たかね」


「式森ならまだです。寝ね坊ぼうしているんだと思います」


　小こ柄がらな女子生徒が答えた。自分で足首になにか塗ぬっている。部活動で怪け我がでもしたのだろうか。竹刀しない袋ぶくろが立てかけてあった。


「残念だが。君は早く来すぎたようだな」


「そうですか……」


　全身から力が抜けた。


　また会えなかった。どこかで追い抜ぬいたのか、それともまだ寮にいたのだろうか。


　だがどっちでもいい。なにしろがっかりするべきなのに、ほっとしてしまったのだ。そんな自分が腹はら立だたしかった。


　紅尉はじっと千早を眺ながめていた。


「……待つかね」


「えっ」


「式森君はもうすぐ来るはずだ。中で待っていても構かまわんよ」


　待てば会える。そんな単たん純じゆんな事実が、今の千早には重大な問いかけであった。


「で、でもあたし……」


　もうここの生徒じゃありませんからと言おうとしたら、紅尉が続けた。


「君は、一年Ｆ組の生徒だったんじゃないかな」


「は……」


「去年の入学式に保健室まで運はこばれてきていたな」


　鋭するどい。そう言えば紅尉先生は「頭の切れる、恐るべき養護教諭」として有名だった。


「運んできたのが式森君だ。君の名前は確か山……」


「お、お騒さわがせしました！」


　千早は急いで礼れいを言って、これ以上なにか思い出されないうちに走り去った。





　少女の後ろ姿が小さくなるのを待ってから、紅尉は保健室に戻もどった。


　神城凜りんはすでに治ち療りようを終えていた。


「先生、お知り合いですか」


「いや。式森君の知ち人じんだ」


「中で待ってもらえばよろしいのでは」


「私もそう言ったのだがね」


　紅尉はふっと、優やさしげな顔になった。


「式森君も大たい変へんなことだ」


　凜は状じよう況きようが飲み込めなかったようだが、なにも訊かなかった。


　紅尉は電気を消してカーテンを開けた。


「そろそろ式森君も着くはずだが、神城君はどうする」


「先に失礼します。用事がありますから」


「忙いそがしそうだな」


「多少。駅前に行かなければならないのです。予約が……」


　そこまで喋しやべり、凜は口を押さえた。


「すみません。これ以上はちょっと。あと、ここに私がいたことは、式森には内ない緒しよにしておいてください」


「構かまわんよ」


　なにをするのか察さつして、紅尉は笑った。





　　　　○





　幅はばの狭せまい川には護ご岸がん工こう事じがしてあり、しかも散さん歩ぽやジョギングができるような遊歩道になっていた。桜の木も並べられていて花見ができそうだが、今は季節を外れていた。


　千早は欄らん干かんにもたれ、川かわ面もを眺ながめていた。


　水みな面もに映うつった顔が揺ゆれている。小さいのでどんな顔をしているのか分からなかったが、別に知りたくはなかった。酷ひどいにきまっていた。


　情けなかった。鼓こ動どうは落ち着いているが、全身がだるい。なにをする気にもなれなかった。


　チャンスはいくらでもあった。まだ葵学園に来ていなかったのなら引き返せばいいし、待ってもよかった。和樹と会うことなんて簡かん単たんなはずだ。


　でも、できない。


　どきどきする。足がすくむ。感情がぐちゃぐちゃになって、遠くに逃にげ出したくなる。


　まるでうまくいかない。


　これが一年生の時なら、もっと気楽に話せたのが、引っ越こしてからこんな感じになった。修学旅行後も、頭では諦あきらめることができたのに、逆ぎやくに想おもいは募つのるばかり。


　未練がましくて、弱気な自分が嫌いやだった。憂ゆう鬱うつだった。


　買ったばかりの紙袋を眺めた。


（捨すてちゃおっかなあ……）


　買う必要なんてなかった。どこかの店で暇ひまを潰つぶせば、こんなことしなくてすんだ。それより出かけなければもっとよかった。誘さそいにのらなければよかったのだ。


　落ち込みが止まらない。


　あたりが暗くなってきた。一時間以上も、ここでぼんやりしている。


　惨みじめな休日だった。


（帰ろうか……）


　川べりを離れる。上流に向かい、だらだらと歩く。


　途と中ちゆうで左に曲まがれば、駅前に出る。そこから電車に乗れば、新宿まで一本で行ける。


　渋谷で映子と待ち合わせ、家に帰るのにも、余よ裕ゆうで間に合うだろう。





　駅が見えた。どう歩いてきたのか覚えていないが、駅があるのだから迷まよってはいないようだ。


　薄うす暗ぐらくなってきた。夕暮れで、天気も悪くなってきている。


　千早はのろのろしていた。さっさと帰ればいいのにそれもできない。紙袋をまだ持っているのもみっともなかった。


　デパートにさしかかる。もう少しで切きつ符ぷ売り場だ。


（いくらだっけ……）


　財さい布ふを探さぐろうとした。


　ふと、前を見る。


　デパートの正面入り口から、一人の少年が出てきた。


　後うしろ姿すがただった。しかも人混みに紛まぎれている。


　心しん臓ぞうがどきりといった。今まで一番大きかった。


　誰だか分かった。千早は引っ越す前から、彼の姿をずっと追っていたのだから。彼の姿、彼の声、彼の全ては彼女の心を占しめていた。忘れたことは一度もなかったのだ。


　間違えるはずなんてない。


　足が動いた。一歩、二歩と近づく。
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　身体は震えている。心もくじけそうになっている。もうなにもしたくない。だがこれで最後という思いが、弱気を叱しつ咤たする。


　和樹はすぐ近くにいる。もうすぐだ。手を伸のばせば届とどきそう。


「式……」


　式森君、と呼びかける寸すん前ぜん。


　千早の時間が止まった。


　和樹を誰かが摑つかんでいた。自分より、ずっと綺き麗れいな女の子。修しゆう学がく旅行で見かけた、あの少女が寄より添そっていた。


　彼の腕には、真新しい腕時計。


　それだけだ。


　それだけで、なにもできなくなった。


　和樹は夕菜に引っ張られるようにして離れていく。


　二人はデパートの隣にある、洒落しやれたレストに入っていった。中に寮りようで会った三年生と、保健室で見た一年生が待っているのが分かった。


　千早は一人きり。


　路上で立ちつくした。


　ずっとそのままだった。だから肩かたに手が置かれたのに、しばらく気づかなかった。


「千早」


　懐なつかしの親しん友ゆう、沙さ弓ゆみの声だ。


　姿が分からない。あれだけの長身なのに、なにも見えなかった。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　身体がふらつく。まっすぐ立っていられるのが奇き跡せきだった。


「千早、あなた……」


「ねえ……沙弓」


「……千早？」


「式森君は、金きん属ぞくのベルトが嫌いなんだって」


　自分自身の声は、遠くから聞こえた。


「腕時計だとあの感かん触しよくが嫌いだから、革かわのベルトがいいって言ってた。デジタルよりもアナログが好みだって」


「…………」


「式森君はね、靴くつを必ず左足から履はく癖くせがあるの。あと、小さいころ犬に嚙かまれたことがある。だから嫌いじゃないけど犬は避さけるようにしてるんだって。食べ物に好き嫌いはないけど辛からいのが苦にが手て。それに、今日は──」


　前のめりになった。


　沙弓の胸に、もたれかかった。


「千早……」


　彼女の声は優やさしかった。


「千早は式森君のこと、なんでも知ってるものね」


「……そのつもりだった」


　台詞せりふがかすれた。


「でも式森君のこと、和樹って呼ぶ女の人がいた。式森って呼ぶ娘こもいた。式森君と親しいんだなって思った。きっとあたしの知らない式森君を知ってるんだろうなって。それに、今も……」


　最後は言葉にならない。


　千早は沙弓に寄りかかっていた。


　泣いてはいなかった。それくらいは分かる。修学旅行のとき、散々泣いたのだ。帰ってからも、ずっと頰を濡らしていた。だから涙なみだは出なかった。


　でも心の空白が、埋うまったわけではない。


「沙弓……」


「……なに？」


「辛つらいよ、沙弓……」


　それだけが言葉になった。


「辛いよお……」


　沙弓の腕うでが、背中に回されるのが感じられた。


　外がい灯とうに灯ひがともった。


　周囲が明るくなった。


　自分たちを除のぞいて。





　出で迎むかえたのは二人の女性だった。拍はく手しゆをしている玖里子と、照てれ隠かくしなのか、怒ったようにも見える凜。


　和樹は夕菜にうながされた。


「こっちに座ってください」


　真新しいテーブルには、コップと飲み物が置かれ、料りよう理りが運はこばれていた。


「あの、これって……」


「お祝いわいです」


「祝いって、なにかあったっけ」


「もう。忘れてるんですか？」


　夕菜は呆あきれたように言った。そして、にこりとした。


「今日は和樹さんの誕たん生じよう日びじゃないですか」


　玖里子と凜も、笑った。


「ああ、だから、これ……」


　和樹は腕時計をまさぐった。


　保健室での検査が終わった後、デパートに連れていかれて、腕時計をプレゼントされたのだ。感かん謝しやのつもりでその場でつけたら、とても喜よろこんでいた。


「せっかく準じゆん備びをしてたのに、寝ね坊ぼうまでするから、焦あせっちゃいました」


「でもさ、なにも店で食事まで」


「いいのよ。夕菜ちゃんがちゃんとやりたいって言ったんだから。感謝しときなさい。この店、それほど高くないしね」


　玖里子が言う。


「じゃあ玖里子さんがここを？」


「予よ約やくをしたのは凜」


　凜は恥はずかしそうにそっぽを向いていた。


　和樹は「ありがとう」と礼を言った。凜はますます顔を赤くした。


「舞穂ちゃんがまだですけど、始めちゃいましょう。和樹さんの十七回目の誕生日です」


　夕菜がジュースを注そそごうとする。


　するとベルが鳴なり、店の扉が開いた。背の高い女性が入ってきた。


　彼女はまっすぐこっちに向かってきた。


「杜もり崎さきさん？」


　沙弓は無む表ひよう情じようだった。和樹に、手にした紙袋を突き出す。


「誕生日おめでとう」


「あ、ありがとう」


　中には、リボンのついた、細長い箱が入っていた。


「これ……杜崎さんから？」


「私じゃない」


「でも……」


「私はプレゼントなんかあげない」


　それだけを残し、沙弓は出ていった。





　　　　○





　電車の時間には間に合った。


　隣の映子は楽しそうだった。彼氏と二人でどうやって遊んだか、細こまかく話している。千早はもう、うらやましいという感かん情じようすら起こらなかった。


　ずっと無む言ごんだったので、さすがに映子も気がついた。


「ねえ千早、暇ひまだった？　やることなかったの？」


　彼女は首を振ふった。


「やることはあった」


　映子がほっとしたのが分かった。


「そう。楽しかった？」


　千早は答えず、窓の外を眺めた。


　東京の灯あかりが、妙みようにまぶしかった。


「……どうしたの？」


「映子。もし彼氏にふられたら、楽しいと思う？」


　友人が戸と惑まどうのが感じられた。


「……楽しいわけないじゃん。そんなことになったら、どうしていいか分かんないよ」


「そうよね」


「……千早、ふられたの？」


「ふられてない。あたし、彼いないもん。だから──」


　発車のベルが鳴り響ひびく。東京に別れを告つげる合図。


「楽しかったのよ。きっと」


　電車が動き出した。


　雨が降り出していた。






　あとがき







　築つき地じです。早いもので、『まぶらほ』も刊かん行こうから丸二年が経たとうとしています。気がついたらマンガ化どころかアニメ化まで決定され、放送開始まであとひと月たらずとなりました（十月からＷＯＷＯＷにてスタート）。自分でも信じられない気分です。『まぶらほ』の存在がどこまで拡かく大だいしていくのか、私にもまったく予よ想そうがつきませんが、これからもよろしくお願いいたします。





　前回は魔ま女じよの話であとがきが終わってしまったので、今回はアニメの話です。最初に脱だつ線せんしておきますが、前回のチャネラーとラムズフェルドの話は実じつ話わです。少なくとも、そう主張している団体があることは本当です。あと、美少女担当Ｋ氏は他社に出向いた際さい、「アニメ声で喋しやべってみろ」「げんこー、書いてくださーい」「もっと舌した足たらずで」「げんこー、書いてくださーい」「もっと！」「げんこー、書いてくださーい」「もっと!!」といじめられたそうです。





　さて本題。アニメと原作について。


　いきなりですが、『まぶらほ』もここまで所しよ帯たいが大きくなりますと、作者である私にも、どこでどんなことがおこなわれているか見けん当とうがつかなくなっています。現在進行中のプロジェクトだけではなく、あらゆるメディアから持ち込まれてくる企画（これがまた結けつ構こうあるらしいのです）がいくつあって、どうなっているのかほとんど分からない状態。実際に取り上げられるのはいい方で、かなりのものが波なみ間まに消えた模も様よう。その全ぜん容ようを把は握あくできている人は、多分いません。『まぶらほ』という名の巨大な自じ動どう機き械かいが勝かつ手てに動いていて、動力がどうなっているか、大きさがどうなっているか、いつまで動き続けるのか誰にも分からないといった感じでしょうか。


　……なんて書き方はさすがにオーバーなんですが（それほど大だい規き模ぼなプロジェクトじゃないし）、実じつ際さいあらゆる企画は私とは関係なく勝手に動いています。原作者というと、「作品世界を作ったちょー偉えらい人」と思う方もいるかもしれませんが、そんなことありません。複ふく数すうの会社やメディアにまたがってしまうと、はっきりいってただの人。立場としては「最初にネタをひねり出した奴」くらいの扱あつかいです。


　つまりなんなのかというと、アニメについて、私はあまり関かん与よしてないのです（原作準じゆん拠きよである、ということは聞いています）。


　これがいいことかどうか意見が分かれるとは思いますが、私に限かぎった話ではなく、大たい抵ていの「原作つき」はこうなっています。いいとか悪いではなく「そういうもの」なのです（これが嫌なら、自分を限りなくアニメスタッフと一体化してしまうか、自分でプロデュースするしかありません）。


　何な故ぜなら、原作者が必要以上に手を出し足も出し首まで突っ込んだらプロデューサーも監かん督とくもいらない、ということにもなってしまいます。そもそも、口出ししていい結けつ果かを生んだという話もあまり聞きません。会社勤づとめをしている方はお分かりと思いますが、外部からやいやい言われるのはろくな結果をもたらさないものです。同じ建物で、部ぶ署しよが違うだけでもそうなのですから、物ぶつ理り的、精せい神しん的に距きよ離りが離れている以上、へたに打ち合わせをしない方がいいくらいなのです。そういえば私もかつてゲームを作っていて、「オレが最初に考えたから」という理由で口を出され、内容の練ねり直なおしと士し気き阻そ喪そうを一回ほど。だいたいなんの責せき任にんも負わないのに口だけを出されるのは邪じや魔までしょうがなく、うるさいから狛こま犬いぬみたいに大人しくいてくれと……いやまあ。


　ただ、それではあまりにあまりですし、ゲームにせよアニメにせよ、原作というか元ネタを尊そん重ちようしようとしてくれています。しかしコミュニケーションの障しよう害がいになることはしたくない。そこで原作者として、『まぶらほ』を表すキーワードを二つ考え、アニメスタッフの方々（とマンガを描かれている宮みや下したさん）にお伝つたえしました。そして「これさえ考こう慮りよしていれば、あとは自由にやられて結けつ構こうですから」とも伝えてあります。


　このキーワード（内ない緒しよです）が当たっているのか、そもそもこういうやり方自体が正しいのか、よく分かりません。ただ、伝えたことによって私も責せき任にんを負おえるし、『まぶらほ』らしさが出るのではないかと思っています。


　自分でもなに書いてるのか分からなくなってきたのですが（意味のある文章なのかこれ）、つまり「アニメが面白かったら制作会社のおかげ。つまらなかったら築地のせい」ぐらいに考えておいてほしい、ということです。いや、「アニメ版『まぶらほ』の面白いつまらないをうんぬんできるほど、お前は偉くもなければ影えい響きよう力りよくもないよ」と言われてしまえばそれまでなんですが。とほほ。





　話のついでにひとつ。九月の下旬には解説本『超ちよう解かい！　まぶらほ』が出版されます。書き下ろしの短編やインタビューやＢ組のキャラ（書くの大変でした）が詰つまった、大変お得な本です。アニメ鑑かん賞しようの片手にひもとくのも一いつ興きようかと思われます。よろしければご購こう入にゆうください。





　そんな感じで。十月の本放送をお楽しみに。







二〇〇三年八月十八日




築地　俊彦





まぶらほ


～ふっかつの巻・ひがし～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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